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召喚教師リアルバウトハイスクールEX-2




バカが忍者シノビでやってくる！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　壱いちノ段　帰ってきたバカ大将プラス１





〈九月某日──〉




　海外を旅すると、つくづく自分が骨の髄ずいまで日本人だということを思い知らされる。人間として当たり前の常識だと思っていた発想や道徳観念が、しょせんは日本人同士の間でのみ通用する『お約束』でしかないという事実に直面するからだ。

　かといって日本が文化的に後れているから世界の常識からズレているというわけではない。それぞれの民族には歴史とともに培つちかわれてきた独自の世界観や価か値ち観があり、文化が違ちがえばものの捉とらえ方自体が一から変わってくるというわけだ。

　そういった根本的な違いはどうしても理解しがたいので、その文化の中でも最も突とつ出しゆつしたエキセントリックな部分に目がいくのは無理もないことだ。実際、日本人が今でも着物を着て腰こしに刀を差して歩いていると思っている外国人は多い。日本人の生活が欧おう米べい化かしすぎているところがあるので、あながち無知による誤解とも言い切れないが……

　まあそれはともかく、だ。

　日本に馴な染じみがない国はともかく、日本をよく知っているはずのアメリカにも日本の文化を誤解している人間が大勢いる。やはり時代劇の映画の影えい響きようが大きいのだろうが、困ったことに、明らかに間違って伝わっている情報も多た々たある。

　その最さいたるものといえば、アメリカ人がサムライよりもゲイシャよりも好きな日本生まれのキャラクター──『ニンジャ』だ。






　　　　一




　その日、池いけ袋ぶくろ中央公園は、残暑を忘れさせるほどの興こう奮ふんと熱気に包まれていた。

　二百人を越こえるギャラリーが、もはや恒こう例れいとなったアマチュア格かく闘とう家かによる週末の武闘会〈バイパーズ・レイヴ〉の本日の最終戦を見守っていた。試合場の中央で闘たたかっているのは、二は十た歳ち前後の筋きん骨こつ逞たくましい大男と、頭に虎とら縞じまのバンダナをした白いガクラン姿の高校生である。

　デビュー前のプロレスラーと思おぼしき大男を相手に、その高校生は一歩も退ひかずに真まっ向こうからの殴なぐり合いに応じていた。凄すさまじい打だ撃げきの応おう酬しゆうにギャラリーは熱ねつ狂きようし、歓かん声せいは止やむことはなく高まっていく。

　やがて、目にも留とまらぬ連続蹴げりを食らった大男がたまらず後退したその時、試合場を包む興奮は最さい高こう潮ちように達した。バンダナの高校生は周囲に満ちた熱気を集めようとするように、握にぎった右手を頭ず上じように振ふり上げる。

「往おう生じようォォォ──……せいやァァァッ!!」

　轟ごおォッ！

　猛もう然ぜんと踏ふみ込みながら薙なぎ払はらうように右腕うでを振るうと、二ふた回まわり以上も大きい対戦相手の身体からだが爆ばく風ふうを食くらったように弾はじき飛ばされた。

「……終しまいや！」

　高校生はＫＯを確信した不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて背を向ける。直後、割れんばかりの拍はく手しゆと歓声が巻き起こった。

「やったァ!!」

　勝者であるバイパーズのヒーロー・草くさ彅なぎ静しず馬まへの『シズマ』あるいは『ナギー』コールで騒そう然ぜんとなる中、試合の一いち部ぶ始し終じゆうをＤＶカメラで撮さつ影えいしていた少年──神かみ矢や大だい作さくは飛び上がって喜んだ。専属カメラマンとして半年以上も静馬の闘いを見守ってきた大作から見ても、〈ＫＯＧナイツ・オブ・ゴールド〉を下くだして以降の静馬はますます調子を上げていた。

　コーナーに戻もどってくる静馬の顔をファインダーに収めようと移動した時、大作は不意に後ろから何者かに突つき飛ばされた。

「うわっと!?」

　大作は前のめりに倒たおれ込んだ。地面に膝ひざをぶつけて顔をしかめながらも、両腕で抱かかえるようにしてかばっていたカメラが無ぶ事じなのを確認してホッと息を吐はく。

「痛いなあ、もう……」

　興奮したギャラリーに押おされたのだと思っていた大作は、ぶつかってきた張ちよう本ほん人にんが自分の横に倒れているのを見てギョッとなった。

　そこにいたのは大作と同じ年とし頃ごろの少女だった。上は鎖くさり帷子かたびらを思わせるメッシュ地の黒いシャツに赤い袖そで無しのジャケット、下はジーンズにバッシュという格かつ好こうで、ちょっと見には少年にしか見えない。女の子だと分かったのは、目ま深ぶかに被かぶっていた帽ぼう子しがぶつかった拍ひよう子しに脱ぬげて、栗くり色いろの長い髪かみがこぼれ出たからだった。

「君……大だい丈じよう夫ぶ？」

　声をかけると、少女はすぐに起き上がってキッと大作をにらみつけた。やや吊つり目がちで性格はキツそうだが、それがまるで気にならないほどの美少女だった。その顔を見たとたん、色いろ気けのない服装が変装じみて見えてくる。

　少女は自分がやってきた方向をちらりと見ると、眉まゆをひそめて切せつ羽ぱ詰つまった表情になった。

「しゃあない……あんた、これ持っとき！」

　関かん西さい弁べんのトーンで早口にそう言い、少女は持っていたスポーツバッグを大作に押しつけた。ズシリとした予想外の重みに大作は尻しり餅もちをつく。

「え!?　あの、ちょっと……」

　慌あわてる大作を残し、少女はあっという間に人ひと込ごみの中に姿を消した。見み事ごとな逃にげ足である。誰だれかに追われているらしい様よう子すを不ふ審しんに思い、大作は周囲を見回したが、ギャラリーの数が多すぎてそれらしい人物は見つけられなかった。

「それにしても重いなあ。いったい何が入って……」

　大作は少女が預あずけていったバッグのファスナーを少しだけ開あけて、中を覗のぞき込んだ。

「おい、どないしたんや大作？」

　戻ってきた静馬に声をかけられた大作はビクッと肩かたを震ふるわせた。

「べ、別になんでもありませんよ。それよりまた連勝記録を伸のばしましたね！　やっぱり凄すごいなあ、静馬さんは……」

　そう答えながら、大作は後ろ手でバッグのファスナーを閉しめた。顔は平静を装よそおっているが、心臓はひっくり返りそうなほどの速さで鼓こ動どうを打っている。

　静馬に事実を知られるわけにはいかなかった。バッグの中なか身みが現金──それも総額二千万円は下くだらないと思われる大量の札さつ束たばだったからである。




　　　　二




　翌朝──大だい門もん高校、二年Ｂ組の教室。

　教きよう壇だん側の扉とびらが開き、二メートルを優ゆうに超こえる大男がのっそりと教室に入ってきた。

　グレーのＴシャツにアーミーパンツ、足あし下もとはソールの分ぶ厚あつい編み上げのブーツで固めた、教師らしからぬ風ふう体ていの男である。しかもただ大きいだけでなく、野生の虎とらや獅し子しを連想させる、実戦用に鍛きたえ上げられた肉体の持ち主だった。

「ホームルームの前に、一つ知らせておくことがある」

　教壇に立ったその男──二年Ｂ組の担たん任にん教師・南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは、挨あい拶さつもそこそこに話を切り出した。

「さっき校長から聞いたんだが、うちのクラスに転校生がやってくるそうだ。なんでも急な話だったらしくて書類がまだ揃そろってないとか言ってたが……」

　そう言いながら、慶一郎は教壇の正面の席に座すわっている小こ柄がらな男子生徒に声をかけた。

「どうした神矢？　せっかくの最新情報なのに、興きよう味み無しか？」

「え!?」

　大作は急に声をかけられて驚おどろいたように顔を上げた。普ふ段だんなら真まっ先さきに質問してくるタイプの大作だが、今日は朝から机に頰ほお杖づえをついて考え事ごとをしており、慶一郎の話も耳に入っていない様子だった。

　大作は誤ご魔ま化かすように手を振って答える。

「もちろん興味はありますよ。その転校生って、男ですか？　女ですか？」

「慌てるな。そいつは本人が来るまでのお楽しみだ」

「先生……秘ひ密みつにするつもりなら、わざわざ訊きかなくてもいいじゃないですか」

　もっともな抗こう議ぎである。窓側から二番目の列の一番後ろの席に座っている、長い髪をくノ一か昔の若わか武む者しやを思わせるポニーテールにした女子生徒が言った。

「どこかのバカみたく、年中色いろ黒ぐろで暑あつ苦くるしい野や郎ろうでさえなければいいわ」

　言いながら、その女子──御み剣つるぎ涼りよう子こは左隣りの席の男子を横目で見る。

「オレも、どっかのアホみたいに凶きよう暴ぼうな女やなかったらそれでええわ」

　窓際の最さい後こう尾び、いわゆる不良の特等席に座っている静馬は、通路に投げ出した足を組み、机によりかかっただらしない姿勢のまま、まっすぐ涼子に視線を向けて言い返した。

「あと……身長が一六〇以下で、人間の胃い袋ぶくろで消化できる料理が作れて、木ぼく刀とうで人をシバいたりせんような、フツ～の可愛かわいい女やったら文もん句くないわ。できれば美人でスタイル抜ばつ群ぐんでついでに床とこ上じよう手ずで、それから……」

「……それから、脇わきの臭くさい奴やつじゃなければね」

「だ、誰がワキガやねん!?」

「別に誰とも言ってないわ。ささやかな願いを言っただけよ……だいたいあんたの場合、ワキガに限定しなくても全身がケダモノ臭いんだから問題外でしょ」

「そういうお前かて、たいがい汗あせ臭くさいやないか！」

「文句言う前に、身体中で繁はん殖しよくしてるバイキンをきれいに掃そう除じしたらどう？」

「人を去年の餅みたいに言うな!!」

　まだ見ぬ転校生をネタに口くち喧げん嘩かを始めた二人に、教室中から『なんでこいつらは朝っぱらからこんなに元気なんだ!?』というダルイ視線が集まった。

「お前らなあ、もういいからその辺に……」

　慶一郎が仲ちゆう裁さいに入ろうとしたその時、外から巨きよ獣じゆうの唸うなりのような音が聞こえてきた。排はい気き量りようの大きなバイクのエンジン音だ。

「おおっ!?　ハーレーやん！」

　涼子との口論を打ち切って窓の外に目を向けた静馬がヒュウと口くち笛ぶえを鳴らした。他の生徒たちとともに慶一郎も窓まど際ぎわに寄って外を見ると、一〇〇〇ccクラスの大型バイクが正門から入ってきたところだった。

　運転しているのはヘルメットからブーツまで全身黒ずくめのライダーだった。ハーレーは二年Ｂ組の窓の下で停車し、タンデムシートに乗っていた少女を降ろした。大門高校のセーラー服を着たその少女は、赤いヘルメットを取ると、窓際に鈴すずなりになっている生徒たちを見上げた。

　目め鼻はな立だちのはっきりした派は手でな印いん象しようの美少女だった。身長は一六〇前後と小柄だが、手足は長くてスタイルはいい。栗くり色いろの髪かみを頭の両側で結んで横に垂たらし、いわゆるキャンディ・ヘアにしている。

「もしかしてあの子が転校生？　ずいぶんと派手なご登場ね」

　涼子が面おも白しろそうにコメントする。その横でカメラのファインダーを覗のぞいていた大作は、少女の顔をズームで見てハッと表情を強こわばらせた。

「まさか……!?」

　ズボンのポケットに手を突っ込んで、一枚の写真を取り出す。そこには昨日きのう、池袋で札束入りのバッグを押し付けていった少女の顔が写っていた。たまたまＤＶカメラに写っていた映像を発見し、パソコンを使ってプリントアウトしておいたのだ。

　大型ハーレーを乗りこなすには細ほそ身みに見えるライダーが、少女に続いてヘルメットを脱いだ。素顔を見た女子生徒の間から、悲鳴とも溜ため息ともつかない声がもれる。ライダーの正体が、ダークブロンドの髪にグリーンの瞳ひとみを持つ白人美青年だったからである。

　取って付けたような高い鼻と尖とがった顎あごがシャープな横顔を作っているが、目め元もとに愛あい嬌きようがあり、子供っぽい無む邪じや気きな笑みを浮かべる口くち元もととあいまって、全体的に人ひと懐なつっこい印象の顔だちだった。

「あら？　あの外人、どこかで見たような気がするんだけど……」

　涼子が怪け訝げんな顔つきで呟つぶやいた直後、慶一郎はうめき声を上げた。

「ケ……ケイン・バーネット!?」

「偽にせ外人や！　あのバッタモン、性しよう懲こりもなくまた来やがったわ!!」

　ライダーの正しよう体たいに気付いた静馬が叫さけんだ。二人の言葉を聞いて生徒たちが騒さわぎ出す。自じ称しよう戸と隠がくし流忍にん術じゆつの伝でん承しよう者しやである外人忍者ケイン・バーネットは、五月下げ旬じゆんにも一度、慶一郎を訪たずねて大門高校に現れていた。その時は成りゆきで静馬とＫファイトで対戦し、華か麗れいな体術を披ひ露ろうしている。

　しかし、問題はそんなことではなかった。

　慶一郎の顔を認めたケインは、これ以上はないというほど軽けい薄はくそうな愛あい想そ笑わらいを浮うかべた。バイクのトランクから小型のメガホンを取り出すと、やけに甲かん高だかい声で呼びかける。

『オ～ッス、オイラの名はケイン・バーネット！　かの名高き私立探たん偵ていジム・バーネットの孫まごだ。世界中のマフィアがオイラに血ち眼まなこ！　と～ころがこれが捕つかまらないんだなァ』

「だから何者なんだお前は!?」

　名調子でまくしたてる意味不明の自じ己こ紹しよう介かいに全員が突つっ込む。言うことやることすべてが胡う散さん臭くさい、というのがこのケインという男である。慶一郎は窓から身を乗り出して怒ど鳴なった。

「貴き様さま、今いま頃ごろ何をしにきた？　大阪の方に忍術修しゆ行ぎように行ったんじゃなかったのか？　それにその子は何だ!?」

『エエ～？　そんなイッペンに訊きかれても、オイラ外人だからよく分かんネーヤ』

「日本語ペラペラのくせにとぼけるな！」

『じゃあ情報料として五千円クレ』

「なんつーリアルな金額を……」

　慶一郎の苦にが々にがしい顔を見て、ケインは腹を抱かかえてウヒャヒャと笑った。見ているだけ腹が立ってくる、悪あく魔まのような笑顔である。

「この際さいお前のことなんかどうでもいいから、その子のことだけでも教えろ！」

『ンン～、ちょっと口じゃ言えネーよなァ……』

　ケインが勿もつ体たい振ぶった口く調ちようで言うと、栗色の髪を指でいじりながらやりとりを聞いていた少女は、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、ケインの首に腕うでを回して抱だきついた。

「ハァ～イ、ダーリン[image: ]」

　甘あまったるい声を出したかと思うと、少女はケインの頰ほおに顔を寄せて、チュ～ッと音が聞こえるくらい思い切りキスした。

「どひぃ～!!」

　予想外の光景を見せつけられて啞あ然ぜんとなる慶一郎、そしてパニックに陥おちいっている生徒たちを眺ながめながら、ケインは愉ゆ快かいそうに肩をすくめる。

『……っつーワケだからサ、オイラのハニーの面倒、ちゃーんと見てくれよナ！　ヨ・ロ・シ・ク!!』




　　　　三




　花か京きよう院いん綾あや音ね──それが二年Ｂ組にやってきた転校生の名前だった。

　自分の名前を黒板に達たつ筆ぴつで書いた綾音は、クルッと振ふり向いてとびっきりの笑顔をクラスメートたちに見せた。

「ウチ、尼あまが崎さきから来ました、花京院綾音いいます。東京は初めてですんで、よろしゅーお願いします」

　そう言って頭を下げると、左右で束たばねた栗色の髪がフワッと揺ゆれた。生徒たちはどう対たい処しよしていいものやら分からず、戸と惑まどった表情で互たがいに顔を見合わせる。綾音は友好的とは言いがたい雰ふん囲い気きも気にならない様子で、自分から声をかけた。

「ほんならウチに質問のある人、手ェ挙げて～！」

　そう言われて真まっ先さきに手を挙げたのは、大作でも静馬でもなく、真ま横よこに立っている慶一郎だった。綾音は教室を見回して他に手が挙がっていないことを確認してから、慶一郎に目を向けた。

「じゃあ先生、質問どうぞ」

「君とケイン・バーネットとはいったいどういう関係なんだ!?」

「却きやつ下か！」

　一いち言ごんのもとに回答を拒きよ否ひすると、絶ぜつ句くしている慶一郎をよそに、綾音は再び生徒の方に目を向ける。

「は～い、他に質問は～？」

　今度も手を挙げたのは慶一郎一人だった。綾音は面めん倒どう臭くさそうな顔で慶一郎を見る。

「はい、先生」

「ケインとはどういう経いき緯さつで知り合ったんだ？　どうして奴やつなんかと一いつ緒しよに……」

「却下!!」

　冷たく言い放はなち、綾音は三み度たびクラスメートに笑顔で向き直った。

「他に質問は～？」

　三度目も慶一郎だけが手を挙げた。綾音は腕うで組ぐみしながら、明らかにウンザリした顔でジロリと担たん任にん教師をにらむ。

「……で、なに？」

「君にとってケイン・バーネットは何なんだ？　どういう存在だ!?」

　今度の質問は却下されなかった。

「どういう存在て、ケインはんは……」

　綾音は唇くちびるに指を当てて少し考えた後、恥はずかしそうに頰を赤らめ、モジモジしながら答えた。

「ケインはんはな～……ウチの王子様や！」
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「げえええ～ッ!?」

　クラスの生徒の大半が脱だつ力りよくして、ガックリと机に突つっ伏ぷした。




　　　　☆




　昼休み──

「花京院さんを案内するって……僕ぼくがですか？」

　職員室に呼び出された大作は、慶一郎から用件を聞かされると露ろ骨こつに気き後おくれした顔になった。

「どうした？　何か予定でも入ってるのか？」

「そういうわけじゃないんですけど……」

「けど、何だ？」

「はあ……まあ、案内するのはいいんですけどね」

　大作は周囲を神経質に見回して、他の教師の姿がないのを確認すると、声をひそめて慶一郎に耳打ちした。

「前回は訊きく機会がなかったんですけど、あのケイン・バーネットという人は実際、何者なんですか？」

「そうだな……」

　慶一郎は言葉を選びながら、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべた。ケインに振り回され続けたニューヨークでの生活を思い出したからだ。

「一ひと言ことで言うなら疫やく病びよう神がみだ。節せつ操そうのなさと悪わる知ぢ恵えだけは百人前でな、奴のおかげで何度煮にえ湯を飲まされたか……とにかく人をかつがせたら天てん下か一いつ品ぴんのペテン師で悪党だ」

「南雲先生にそこまで言わせて、未いまだに退治されてないなんて、相当な腕前なんですねえ」

「格かく闘とう家かとしての実力はどうだか知らんが、なにしろ忍にん者じやだけに逃にげ足は一級だからな。殴なぐりたい時には手の届くところにはいない……そういう奴だ」

「要するに煮ても焼いても食えないってわけですね。金きん銭せん欲よくは？」

「カネにならないようなことには興味がないってタイプだな。基本的には寸すん借しやく詐さ欺ぎの常じよう習しゆう犯はんだが、大金をせしめるためなら犯罪スレスレのことも平気でやってのける恐おそろしい男だ。今回だって、あの花京院って子を利用して一ひと儲もうけ企たくらんでるに決まってる」

「彼女を利用するって……？」

「あれだけ手て懐なずけてるんだ。何もないってことはない。第一、よりによってこの高校の、しかも俺おれのクラスに転入してくること自体がもう怪あやしいんだ！　怪しすぎる!!」

　慶一郎は興こう奮ふんして思わず机を叩たたいたが、大作は腑ふに落ちない顔で小こ首くびを傾かしげた。

「でも、彼女をわざわざ自分のバイクで送り届けたってことは、南雲先生がそう考えることも計算してるはずですよね？　何が狙ねらいなんでしょうか？」

「それをこれから調べるのさ。だから神矢には、花京院に張り付いてマークしてもらいたいんだ。その間に俺がケインの居い所どころを突き止めて、奴に何もかも吐はかせる！」

「なるほど……そういうことでしたらやってもいいですけど」

「頼たのんだぞ。とにかくだ、年とし端はもいかない女の子を、むざむざ悪の道にひきずり込ませるわけにはいかんからな」

　慶一郎と打ち合わせを済すませて職員室を出た大作は、廊ろう下かの窓の外に見える校庭に目を向けながら、冴さえない顔で溜ため息を吐ついた。

　ポケットから問題のカラープリントを取り出して眺ながめる。画像は鮮せん明めいとはいえないが、目の前で見た綾音と見比べてみると、同一人物であることは疑う余よ地ちもなかった。

「引き受けてはみたものの、困ったなあ……」

　すでに自分が何らかの陰いん謀ぼうに巻き込まれているような嫌いやな予感がして、大作は再び嘆たん息そくした。




　　　　☆




　放ほう課か後ご──大作の不安はいきなり的中した。

　綾音を連つれて校内を案内して回っていると、辺あたりに人ひと気けのない中なか庭にわにやってきたところで、不意に耳打ちされたのである。

「なあ大作君……昨日きのうのアレ、どうしたん？」

　大作はビクッと身体からだを震ふるわせて棒ぼう立だちになった。

「き、昨日のって……？」

「トボけたかて無む駄だや。昨日、池袋であんたにバッグ預あずけたやろ？　アレ、どうしたかって訊きいとるんよ」

「答えてもいいけど……僕の方にも訊きたいことがあるんだ。あのバッグの中身、どこで手に入れたんだい？」

　内心完全にビビリながらも、大作は余よ裕ゆうがあるかのように振ふる舞まった。

「銀行強ごう盗とうや現金輸送車を襲おそったわけじゃなさそうだ。だってあの札さつ束たば、帯はしてあったけど新しん札さつじゃなくて番号もバラバラだったからね。あれだけの大金を用意できる人間といえば……」

「ふうん……けっこう鋭するどいやん。あんた可愛かわいい顔して、意外と隅すみに置けんなあ」

「それはどうも」

「けどな、そういう態度は寿じゆ命みよう縮めるで！」

　言うなり、綾音は背はい後ごから大作の首に腕を回して身動き取れなくすると、掌てのひらの中からニョキッと飛び出した短い三角形の刃やいばを大作の鼻はな先さきに突つき付けた。

「ウチ、こう見えてもけっこうイラチやねん。早はよしゃべらんとどうなっても知らんで」

　容よう赦しやのない脅きよう迫はくに、大作はすっかり観念して、ズボンのポケットから番号札の付いたキーを取り出して綾音に見せた。

「池袋の地ち下か街がいのコインロッカーに預けたんだ。ヤバそうだったんで中身には手は付けてないよ」

　綾音はキーを奪うばい取ると、すぐに大作を解放した。

「感心感心……と言いたいとこやけど、なんやあんた、妙みように場ば慣なれしてへん？　普ふ通つうはあんな大金見たら舞い上がるはずやのに」

「こう見えてもけっこう修しゆ羅ら場ばは経験してるんでね。危険の匂においには敏びん感かんなんだ」

「へえ～、そらたいしたもんやなあ」

　綾音は急に機き嫌げんを直したように笑顔になると、大作にくっついて馴なれ馴なれしく腕をからめてきた。

「ほな、行こか」

「ど……どこへ？」

「どこて、池袋に決まっとるやろ？　ブツを取りに行かな」

「え？　でも……」

　大作はなんとか口実をつけて断ろうとしたが、脇腹に鋭するどく硬かたい物が押おし付けられるのを感じて口をつぐんだ。

「行く？　行かへん？」

「い、行きます！　どんどん行きましょう!!」

　大作はもはや綾音の言いなりになるしかないと悟さとった。危険を察知する勘かんは冴えていても、直面した危機を回かい避ひする能力までは持ち合わせていないのである。




　　　　四




（おかしい……こんなはずはない！）

　大作が綾音に拉ら致ちされた頃ころ、慶一郎は自分の置かれている状じよう況きように対して、焦あせりにも似た奇き妙みような不安を覚おぼえていた。

　場所は、とある木造アパートの一室である。

　四よ畳じよう半はんの部へ屋やの真ん中に置かれたちゃぶ台を挟はさんで、慶一郎はケイン・バーネットと差し向かいで座っていた。目の前に置かれた湯ゆ吞のみの番茶が湯ゆ気げをたてている。

　慶一郎はゲインを捜さがすための最初の手て掛がかりとして、学校に提出された書類にある綾音の住所を当たってみることにした。ケインのことだから、一〇〇パーセント偽にせの住所だと踏ふんだ上でやってきたのだ。ところが書類に書かれたその住所にアパートが実在し、ドアにはちゃんと綾音とケインの表ひよう札さつまで出ている。そして半はん信しん半はん疑ぎでドアをノックしたところ、信じられないことにエプロン姿のケインが出てきて、慶一郎を部屋に迎むかえ入れたのである。

　ありえない展開だった。始まってわずか一〇分で真しん犯はん人にんが逮たい捕ほされる刑けい事じドラマのようなものである。

　慶一郎は部屋の中の様よう子すを観察した。かなり古い木造アパートで、元は四畳半と三畳の別々の部屋だったのを、壁かべを取り払って一ひと部屋にしたものらしい。壁があったところはアコーデオンカーテンで仕切れるようになっている。家具らしい物といえばどこかで拾ってきたような一四インチのテレビくらいだが、部屋には確かに生活感があった。

『ケイン……お前、本当にこの部屋であの子と暮らしてるのか？』

　慶一郎は英語で尋たずねた。

『ああ、そうだけど？』

　ケインが番茶をすすりながら答える。怪あやしげな日本語さえ使わなければ、いたってまっとうな受け答えのできる男なのだ。

　お茶ちや請うけの堅かた焼やき煎せん餅べいを勧すすめながら、ケインは目を細めて悪意のない笑みを浮かべた。

『ケーチローのことだから、きっとすぐにここへ来ると思ってたよ。さすがにこんなに早いとは思わなかったがね』

『……どういうことだ？』

『アヤネのことで来たんだろ？　おたくはそういう男だ』

『まあ、そうだが……』

　慶一郎は疑わしい目つきでケインをにらんだ。話が簡単に進みすぎる。ケインの言うことに裏がないわけがないのだ。

　しかし、ケインの口から出た言葉は、慶一郎の確信を裏うら切ぎるものだった。

『来てもらったのは他ほかでもない……ケーチローを見込んで頼たのみがあるんだ。アヤネを守ってやってくれないか？』

『なんだと？　言っている意味が分からんぞ』

『アヤネは命を狙ねらわれているんだ。敵の数が多くて、オイラ一人じゃ守り抜ぬくのはとてもじゃないが無理だ。そこでケーチローのクラスに転入させたというわけさ』

『待て待て……敵ってのは誰だよ？　第一、なんで命を狙われたりするんだ!?』

　未いまだ半信半疑──というより九く分ぶ九く厘りんまで疑っている慶一郎の顔を見て、ケインは話すべきかどうか迷まよっているような複雑な表情を見せた。

『そんな顔で同情を誘さそおうったって無む駄だだ。俺が納なつ得とくできる事情ってやつを説明してみろ』

『……分かった』

　ケインは急きゆう須すにポットのお湯を足たし、淹いれ直した番茶をすすって一ひと息いきついてから、ようやく話しはじめた。

『アヤネを狙っているのは、諜ちよう報ほう工こう作さくに加えて要よう人じん誘ゆう拐かいや暗殺を任務とする暗あん躍やく者しや集団──〈ＮＥＳ〉だ』

『聞かない名前だな』

『そりゃあそうさ。隠おん密みつ部隊ってのは存在を知られていないからこそ価値がある』

『じゃあなんでお前が知ってる？』

『オイラが戸と隠がくし流忍術の本ほん家けに修しゆ行ぎように行ったのは知ってるだろ？　そこの道場が〈ＮＥＳ〉と関かかわっていたんだ。表おもてでは古こ武ぶ術じゆつを教えていながら、裏では〈ＮＥＳ〉の秘密の訓練場になっていたのさ』

『……ちょっと待て』

　慶一郎は掌てのひらを突つき出して待ったをかけた。

『まさかとは思うが……〈ＮＥＳ〉のＮはニンジャの頭文字じゃないだろうな!?　ニンジャ・エクスキュート・サービスの略とか？』

『さすがに鋭いな。その通り〈ＮＥＳ〉ってのは要するに現代の忍者部隊ってとこだ』

『……まあいい。で？　その忍者部隊とやらに花京院綾音が狙われる理由ってのは？』

『アヤネは〈ＮＥＳ〉の工作員──つまりくノ一なんだ。だが彼女は組織を裏切って逃とう亡ぼうした……自由を求めてね』

　数秒の沈ちん黙もくの後──慶一郎はたまらず噴ふき出した。

『プッ、ククク……ハハハハッ!!　あの子が組織を裏切ったくノ一!?　いわゆる「抜ぬけ忍にん」ってやつか!?　時代錯誤アナクロもいいとこだぜ！』

　あまりのおかしさに、慶一郎は腹を抱かかえて七しち転てん八ばつ倒とうした。木造アパートが、ミシミシと音をたてて揺ゆれる。

『ふう～……ああ～、久ひさ々びさに笑わせてもらったよ。まったく、お前のホラ話はいつ聞いてもケッサクだな』

　ちゃぶ台の前に座すわり直した慶一郎は、小こ刻きざみに肩かたを震ふるわせながら涙なみだ目めをこすった。しかしケインの方は湯吞みの底を見つめたまま、真ま面じ目めくさった顔を崩くずさずに話を続けた。

『くノ一の主おもな任務は情報収集だが、他の工作員と違ちがうのは、女の身でしかできない汚きたない仕事があるってことだ……アヤネが組織を抜けたのもそれが理由さ』

　ケインはどこからか一枚の写真を取り出して、無む造ぞう作さにちゃぶ台の上に置いた。写真を手に取った慶一郎は、そこに写っているものを見るととたんに険けわしい表情になった。

『こいつは……!?』

　写真の背景は高級ホテルの一室のようだった。そこに二人の人物が写っている。一人はセーラー服の前をはだけて白い肩をさらしている綾音、もう一人はその綾音に後ろから抱だきついている、五十過ぎの脂あぶらぎった中ちゆう年ねん男おとこだった。




　　　　☆




　大作が問題のスポーツバッグを預けたコインロッカーは、慣なれた人間でも迷まようほど広大な池袋地ち下か街がいの西側の一いち隅ぐうにあった。新あらたにできた地下鉄線の改かい札さつのために拡かく張ちようされた地区で、ＪＲの改札付近に比べると込こみ具ぐ合あいはずっと少ない。

「やっぱりあんたと一いつ緒しよにきて正解やったわ。池袋てホンマめっちゃ広いねんなあ……梅うめ田だの地下街どころやないわ。こんな隅すみっこの方、場所聞いただけやったら、とてもやないけど見つけられへんとこや」

　大作に案内させながら、綾音は自分の判断の的確さを自じ慢まんするような調子で言った。二人はカップルのように腕うでを絡からませて歩いているが、大作の脇わき腹ばらには相あい変かわらず暗あん器きが押し付けられたままになっている。

　改札のすぐ近くにあるコインロッカーの前にやってくると、綾音は大作にキーを渡わたした。大作は命じられるままにロッカーを開あけ、札束の詰つまったバッグを引っ張り出した。

「じゃああんた、それ運んで」

「ええ～っ!?　重いよ、これ……」

「後でお駄だ賃ちんあげるさかい文もん句く言いなや！　ほら、キリキリ運び!!」

　大作を駄だ馬ば代わりにして引き返そうとした綾音は、急に青ざめてその場に棒ぼう立だちになった。大作は綾音の視線の先に、黒いスーツにサングラスをした、やたら体格のいい男が立っているのを発見した。

「……こっちや！」

　スーツの男が近付いてくるのを見た綾音は、大作の腕を摑つかんで一番近い出口に走った。

　しかし階段を何段も上のぼらないうちに、地上への出口のところに同じような服装の男が待ち構えているのを見つけて、慌あわてて引き返す。

　再び地下に戻もどると、二人は今度はメインの通路と交差している連れん絡らく通路へ駆かけ込んだ。その途と中ちゆうで綾音は急に立ち止まり、訳わけも分からず走っていた大作はその背せ中なかにぶつかった。

「もう、急に走ったり止まったり……いったい何なんだ？」

「ヤバイなあ……挟はさみ撃うちや」

　綾音がいまいましげに言って舌打ちする。大作は慌てて周囲を見回した。幅はば五メートルほどの連絡通路の前方に二人、後ろに三人の黒スーツの男が立っている。改札前に比べて人の少ない連絡通路に追い込まれた形だった。

「シークレット・サービスかな？　それともヤクザ屋さんか……」

「どっちにしてもウチらの敵や」

「ウチらって……なんで複数形なの？」

「アホ！　こうなったらもう一いち蓮れん托たく生しようや。そのバッグ、ちゃんと守っときや!!」

　綾音の両手に三本ずつ、計六本の細長い菱ひし形がたの手しゆ裏り剣けんが指の間から飛び出した。

「こんなところで飛び道具はマズいんじゃ……関係ない人に当たったらどうするの？」

「そんなん、カネで解決したらええねん」

「大おお雑ざつ把ぱなんだから……誰かさんみたい」

　二人が言い争っている間に、男たちはあっという間に包囲を狭せばめて目の前に迫せまってきた。

　綾音は二人組の方を狙ねらって立て続けに四本の手裏剣を投げつけた。手裏剣は一人の顔面に当たってサングラスを砕くだき、もう一人の男が顔をかばおうとして差し出した掌てのひらに突つき刺ささった。二人は怯ひるんで棒立ちになった二人の間を駆かけ抜ぬけて、包囲を突とつ破ぱする。

「待ちやがれ、このガキが!!」

　三人の男が怒ど声せいを上げながら追いすがってくる。身軽な綾音はともかく、重いバッグを抱かかえている大作の足は遅おそかった。連絡通路の出口の手前で黒スーツの男にバッグの端はしを摑まれ、大作は後ろに引っ張られて尻しり餅もちをついた。

　革かわ靴ぐつの底が、天てん地ち逆ぎやくになった視界一いつ杯ぱいに広がった。

（踏ふまれる──!!）

　反射的に目をつぶって顔をそらした大作の耳に、ゴスッと鈍にぶい音が聞こえた。何かが倒たおれる気け配はいに目を開あけると、黒スーツの男が口をアングリと開けて床ゆかに伸のびている。割れた額ひたいからドクドクと流れ出した血が、見る間まに真まっ赤かな血ち溜だまりとなって床に広がっていく。

「……え？」

　ドスッ！

　倒れた男の首に、真上から赤あか樫がしの木ぼく刀とうの切きっ先さきが突き刺さった。喉のど仏ぼとけを突き砕かれた男は、長い舌を巨きよ大だいなナメクジのように口から飛び出させて悶もん絶ぜつする。

「オラアアッ!!」

　通路に響ひびく咆ほう哮こうに顔を上げた大作が見たのは、黒い竜たつ巻まきのような回し蹴げりを食らって吹ふき飛ぶ二人の男の姿だった。

「あ……あれ!?」

　身体を起こした大作の目の前に、いつの間に現れたのか二人の助すけっ人とが立っていた。木刀を油ゆ断だんなく構えた御剣涼子と、両手をズボンのポケットに突っ込んだまま獰どう猛もうな笑えみを浮うかべている草彅静馬だった。

「涼子さん……それに静馬さんも？　どうして!?」

「……フッ、こんなこともあろうかとな」

　静馬が得意そうに鼻を鳴らすと、涼子が冷めた口調で突っ込む。

「な～に言ってんのよ。大作君が転校生と仲良く腕組んで歩いてるのを見て、『許せん！』とか言って追いかけてきたくせに」

「そういうお前かて、ついてきとるやないか！」

「単にヒマだっただけよ……それより、どういう経緯いきさつでこうなったのかは、このウジ虫野や郎ろうどもを始し末まつした後でゆっくり訊きくわよ。いいわね、花京院さん？」
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　肩かた越ごしに声をかけられた綾音は、悪わるびれた様よう子すもなく肩をすくめて見せた。

　手裏剣を食らった二人が追いついてきて、涼子と静馬が相あい対たいする黒スーツの男は四人になった。男たちはそれぞれ懐ふところからメリケンサックや匕あい首くちなどの武器を取り出して構える。

「どうやら手て加か減げんの必要はなさそうね」

　それを見た涼子が嬉うれしそうに呟つぶやく。大作は最初に倒された男にちらりと視線を向けたが、とても手加減したようには見えなかった。

「ほな、いっちょやったろかァ!!」

　静馬がポケットから両手を出して、男たちに向かってのっそりと足を踏み出した。その顔に張り付いている笑みは、ヤクザに挑いどむ高校生の無む謀ぼうなカラ元気などではなく、殺し甲が斐いのある獲え物ものを見つけた野生の虎とらのような自信と喜びに裏うら打うちされていた。

　そして──闘たたかいが始まった。










　弐にノ段　くノ一に気をつけろ





〈二日目──〉




　世の中には『騙だます者』と『騙される者』の二種類しかいないというが、ケイン・バーネットという男は明らかに前者である。

　生まれついてのペテン師で、他人を煙けむに巻くことが三度の飯めしより好きという、天才的悪あく趣しゆ味みに生きる男だ。その口は呼吸するよりも自然に噓うそを吐つき、自分の利益のためなら平気で他人を利用する。その利用される他人とはもっぱら俺おれのことなんだが……とにかく、この男と関かかわって死にかけたことは一度や二度じゃない。暗あん黒こく街がいの帝てい王おうウィラード・ゲイツの主しゆ催さいする地ち下か武ぶ闘とう会に参加することになったのも、元もとはといえばケインの口くち車ぐるまに乗せられたせいだ。

　今回、奴やつが持ってきた話も毎度のごとくマユツバ物ものである。二十世紀も終わろうというこのご時世に、何を血ち迷まよったのか『抜ぬけ忍にん』ときた。ちょっと匂におっただけで鼻が曲がりそうなほどの胡う散さん臭くささだ。

　奴がどんなに真ま面じ目めくさった顔で話したところで、俺は一割だって信じてはいない。信じてはいないが……これも毎度のことながら、奴の話を聞いた時点で俺はもうこの事件から逃げることはできなくなっている。

　このペテン師に利用されている少女──花か京きよう院いん綾あや音ねを救わねばならないからだ。
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　池いけ袋ぶくろの地下街の一いち隅ぐうにある連れん絡らく通路──

　静しず馬まと涼りよう子こは、綾音を待ち伏ぶせしていた黒服の男たちと対たい峙じしていた。

　敵の数は四人。そろって屈くつ強きようそうな身体からだつきで、ヤクザ者でも下したっ端ぱという感じはしない。武器を扱あつかい慣なれた手つきから見ても、組織の中でもそれなりの地位にいる連中なのだろう。

「粋いきがってんじゃねえぞ、ガキがァ！」

　一人がドスのきいた声で威おどしをかける。暴力に免めん疫えきのない一いつ般ぱん人じん、ましてや学生ともなればちびって当然の迫はく力りよくだが、男は相手を間ま違ちがえていた。目の前の二人は一般的な高校生ではなかったのである。

「じゃかあしゃァ、コラァァァ──ッ!!」

　男の恫どう喝かつに十倍する静馬の咆ほう哮こうが轟とどろいた。ヤクザ者四人が思わずビクッと震ふるえたほどの圧あつ倒とう的てきな声量である。男たちは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの、自分たちが暴力のプロだということをすぐに思い出し、高校生ごときに気け圧おされた恥はじをそそごうとするかのように一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　軽快なステップで踏み込んできた男が、静馬の下腹を狙って爪つま先さきを跳はね上げてくる。男が蹴けりを放はなつより速く、静馬は一いつ足そく飛とびに間ま合あいを詰つめ、長い足を突き出して男の顔面にカウンターで踵かかとを叩き込んだ。

　ガスッ！

　鼻の軟なん骨こつが潰つぶれ、血の雫しずくが飛んだ。静馬はさらに踏み込みながら、倒れかかる男のテンプルに〈神しん気き〉の炎ほのおを帯おびた拳こぶしを真上から打ち下ろすようにぶち込む。男は脳天から床に激しく叩たたき付けられ、サングラスが砕くだけ散った。

「まず一人！」

　静馬は発達した犬けん歯しを剝むき出して獰どう猛もうな笑えみを浮うかべる。残る三人のうちの二人が静馬の相手をし、一人が脇わきをすり抜ぬけて涼子の方に向かってきた。正確には、綾音の方に向かってきたところに涼子が立ちはだかったのである。

　相手が小娘だと思って舐なめているらしく、男は鈍く光る匕あい首くちの刃を見せつけるように目の前に突き出した。ニタリと笑って匕首を右手から左手にひょいと持ち替かえようとしたその時、涼子の木刀が電光の速さで閃ひらめき、ほんの一瞬だけ宙に浮いた匕首を弾はじき飛ばした。

「スキありィィ!!」

　得え物ものを失って棒立ちになった男の鳩尾みぞおちを、涼子の渾こん身しんの突きが深ふか々ぶかとえぐった。

「がっ……!?」

　男の身体が石化したように止まった。木刀の切きっ先さきが五センチ近くもめり込んでいる。真しん剣けんならば背中まで貫かん通つうして串くし刺ざしになっているところだが、木刀の打だ撃げきでも鳩尾は急所である。横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんを起こして呼吸が停止していた。

　激痛と呼吸困難で顔面を青黒く変色させた男が、膝ひざを折って前のめりに倒れる。涼子は男の盆ぼんの窪くぼ──延えん髄ずいを叩き斬きるように木刀を打ち込んで止とどめを刺した。

「うわ、痛そう……」

　綾音と一いつ緒しよに後ろで見ていた大作は思わず後あとずさった。

　涼子が弟で子し入りした飛ひ天てん流剣術は紛まがうことなき殺人剣である。『剣術は人をぶっ殺してなんぼ』と言い切る師し匠しように、笑って『然しかり』と応こたえる弟子が涼子なのである。ましてや『ヤクザを相手にした時は生かして帰すな』というのが師匠の教えだった。こんな人間が手にすれば、殺さつ傷しよう能力という点では真剣も木刀もさしたる違ちがいはない。

　静馬と闘たたかっていた二人が呆ぼう然ぜんとした顔つきになった。瞬またたく間まに二人が倒され、最初にやられた者も含ふくめて三人の男が床に転ころがっている。

「な～に余よ所そ見みしとんじゃァ!!」

　静馬は右の拳を天てん井じように向けて突つき上げた。

　ドンッ！

　衝しよう撃げき波はが二人の男の間を走り抜ける。霊れい的てきな視覚を持つ者ならば、静馬の拳から放たれた真しん紅くの〈炎〉を目もく撃げきできただろう。それは肉眼では確認できない〈神気〉の波動だった。

「くっ……！」

　熱気にあぶられたように感じて顔をしかめた男たちは、すぐに反撃に出ようとしたが、足が前に出なかった。まるで酔よっ払ぱらったように膝が笑っている。静馬の放はなった技──〈紅あかい牙きば〉によるダメージが神経を麻ま痺ひさせているのだ。

「なんや、もう動けんのかいな？　情なさけないやっちゃなあ」

　静馬は鼻で笑うと、薄うすい唇くちびるを尖とがらせて口くち笛ぶえのように高い息い吹ぶきの声を上げた。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳けん〉の呼吸である。

　ヒュゥゥゥ……

　静馬の全身から異様な熱気が放射され始めていた。男たちは得え体たいの知れない圧あつ迫ぱく感かんから逃にげようとしたが、床に縫ぬいつけられたように足が動かない。

「まあ、あの凶きよう暴ぼう女おんなにメタボロされるよりはマシやよって、安心して……」

　静馬は身体中に満ちた熱気を頭ず上じように掲かかげた右手に集中した。

「往おう生じようォせいやあァァーッ!!」

　轟ごおォッ！

　薙なぎ払うように振ふるった静馬の右手から、紅ぐ蓮れんに燃える〈神気〉の爆ばく炎えんがほとばしった。

　静馬の必ひつ殺さつ技わざ〈炎ほのおの虎とら〉を食らった二人の男の身体は木の葉のように吹ふき飛び、壁かべや天井に叩き付けられる。

「よく飛ぶわねえ。きっと紙切れより軽いせいね……命が」

　涼子はピクリとも動かなくなった黒服の男たちを眺ながめて冷ややかにコメントした。拭ぬぐいをかけた木刀を竹刀しない袋ぶくろに納おさめると、さっきから高みの見物を決め込んでいる綾音に目を向ける。

「……で、この連れん中ちゆうは何？」

「そんなんウチに訊きかれても知らんわ。こいつのお客とちゃうの？」

　綾音はとぼけて大作の肩を小こ突づいた。涼子から疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けられた大作は慌あわてて首を振る。

「ぼぼ、僕ぼくは関係ありませんよ！　彼女に命令されて……」

「ふう～ん……ところでそのバッグは？　ここに来るまでは持ってなかったはずだけど」

「いや、あの、これはその……」

　大作はしどろもどろになりながらバッグを背せ中なかに隠かくした。中には出しゆつ所しよ不ふ明めいの札さつ束たばが詰つまっている。

「説明してもらおうかしら。花京院さん？」

　涼子に詰め寄られた綾音は、突とつ然ぜん下か腹ふく部ぶを押おさえてその場にうずくまった。

「イタタタ……なんや急にお腹なか痛いたぁなってきたわ」

「どうしたのよいきなり!?　大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、あかん……生まれるわ」

「生まれるって何が!?」

　コロン。

　綾音のスカートの中から、拳こぶし大だいの黒くて丸い物が床ゆかに落ちた。その物体は涼子の足あし元もとまでゆっくり転ころがっていくと、不意に表面の一点から黄色い火花とともに白はく煙えんを噴ふき出した。

「えっ……!?」

　狭せまい連れん絡らく通路に濃のう霧むのような煙けむりが充じゆう満まんし、あっという間まに視界が白い闇やみに閉とざされた。火か災さい報ほう知ち器きが煙に反はん応のうして警けい報ほうが鳴り響ひびく。

「うおっ、なんじゃこのケムリは!?」

「とにかく外へ出るのよ！」

　涼子は手て拭ぬぐいで口を押さえながら煙の中を走り、階段を駆かけ上がって地上に飛び出した。同じように地上に避ひ難なんしてきた人々の中に大作の姿を見つけて捕つかまえる。

「あの子はどうしたの!?」

「逃にげられました……」

　襟えり首くびを摑つかまれた大作は、苦にが笑わらいしてお手上げのポーズを取って見せた。問題のバッグは持っていない。パニックのどさくさに紛まぎれて綾音が奪うばっていったのだ。涼子はいまいましげに舌打ちした。

「花京院綾音……煙玉とは味な真ま似ねをしてくれるじゃない。それはそうと大作君、事情はあんたの口からちゃ～んと説明してもらうわよ。いいわね？」

「そう言われても僕にも何が何だか……」

　視線を外はずしてそう答えながら、大作は一つだけ確信していた。花京院綾音が、ケイン・バーネットに負けず劣おとらずの食くわせ者ものだということを──
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　翌朝。

　大だい門もん高校の校内に、昨日きのうと同じバイクの排はい気き音おんが響ひびき渡わたった。

　登校してきたばかりの涼子は、その音を耳にして血けつ相そうを変えた。ダッシュで窓に駆かけ寄って外を見ると、ケインの運転するハーレーに便びん乗じようした綾音が、シートからぴょんと飛び降りたところだった。

「あ～ら、おはようさん」

　二年Ｂ組の窓に涼子の姿を認めると、綾音は愛あい想そよく手を振って挨あい拶さつした。

「ぬけぬけとよくもまあ……」

　涼子は呆あつ気けにとられて呟つぶやく。他の生徒たちも見ている前で、綾音はケインの頰ほおにキスしてから玄関に駆けていった。




「彼女と一いつ緒しよにいるところを襲おそわれた!?」

　慶一郎の大声が校舎に響く。大作は唇くちびるに人差し指を当てて、声のトーンを下げるようにジェスチャーした。

　二人がいるのは階段の踊おどり場ばである。一時限目が終わるとすぐに、慶一郎は大作に呼び止められ、昨日の事件の報告を聞いたのだ。

「怪け我がはなかったのか？　それと、どうして昨日のうちに電話しなかった？」

「涼子さんと静馬さんが来てくれて助かったんですけど、後で考えるといろいろと不ふ審しんな点が多くて……情報を整理してから伝えた方がよさそうだと思ったんです。とにかく怪あやしいんですよ、彼女は」

「……だろうな」

「先生の方はどうなんです？　ケインさんのアジトは見つかったんですか？」

「ああ。アジトというか……あの子の住んでるアパートに行ってきた。信じられんことだが、どうやら本当にケインと二人で暮らしているらしい。知り合った経いき緯さつも聞くには聞いたが……」

　慶一郎は難しい顔つきになって頭を搔かいた。休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴る。

「悪いな、次も授業があるんだ。昼休みにもう一度会って情報を交こう換かんしよう。それまで彼女の行動に目を光らせておいてくれよ」

「それはいいですけど、でも……」

「じゃあ頼たのんだぞ」

　階段を下りていく慶一郎の大きな背中を見送りながら、大作はやれやれという顔で嘆たん息そくした。

　昨日の事件の後、涼子の執しつ拗ような訊じん問もんにも大作は口を割っていない。謎なぞの札束について話してしまえば、涼子と静馬を事件に巻き込むことになるのは明らかだったからである。しかしそのおかげで涼子の疑惑の目は大作自身にも向けられる結果になっていた。

「彼女を見張るのはいいけど、微び妙みようなんだよなあ……僕の立場」
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　昼休み。

　学食の一角にちょっとした人の輪ができていた。その中心にいるのは花京院綾音である。

　転入二日目にして、綾音は早くも人気者になっていた。その明るく気さくなキャラクターに加え、話題が豊富で、並なみのお笑いタレントなど及およびもつかないほど流りゆう暢ちようで軽けい妙みような関かん西さい弁べんの話術とあいまって聞き手を飽あきさせない。ただしゃべっているだけでも面おも白しろいのだが、甘あまいマスクの金きん髪ぱつ青年と同どう棲せいしているということも周囲の──とりわけ女子生徒の関心の的まとになっている。

「ねえ花京院さん。あの外人忍者と一緒に住んでるって、本当？」

「そや。ウチとケインはんはめっちゃラブラブやもん」

　綾音がウインクして答えると、女子の間から悲鳴のような歓かん声せいが上がる。

「住んでるとこが風ふ呂ろ無しのアパートなんで、晩になったら一緒に手ぇつないで近所の銭せん湯とう行くねん。ケインはんて下した町まちとか大好きで、めちゃめちゃ人ひと懐なつっこいさかい、銭湯きとる年寄りとか子供らともすぐ仲良うなってしまうんや」

　ケインとの甘い生活の話に、生徒たちは興きよう味み津しん々しんの顔つきで聞き入り、相あい槌づちをうつ。そのうちに誰かが言った。

「そういやさあ……あのケインって外人、今年の五月頃ごろにこの学校にきてＫファイトで草くさ彅なぎと闘ったんだけど、知ってる？」

「ああ、それやったらケインはんから聞いたわ。なんや、弱すぎて勝負にならんかったって言うてたけど？」

「ちょっと待たんか～い!!」

　ガタン、と派は手でな音をたてて椅い子すを蹴け倒たおし、立ち上がった生徒がいた。たまたま少し離はなれた席で食事中だった静馬である。

「勝負にならんかったやと!?　それはこっちの台詞せりふじゃ！　途と中ちゆうでトンズラしたんはあのアホ外人の方やないか!!」

「みんなの見てる前でボコボコにしたら可哀かわい想そうなんで勘かん弁べんしたったて聞いてるけど？」

「ウソつけェ！　あのままやってたら絶対オレが勝ってたわい!!」

「ホンマにぃ～？　ねえ、実際のトコどうやったん？」

　綾音が尋たずねると、取り巻きの生徒たちは皆みな一いち様ように途と惑まどったような表情になり、互たがいに顔を見合わせた。その芳かんばしくない反応に静馬は頰をひきつらせる。

「おいおい……それはないやろ!?　観戦しとった奴やつはいてへんのか？」

　学食中に響く大声でそう言い、近くにいた男子生徒を捕つかまえて詰きつ問もんする。

「お前、見てたやろ？　あの勝負はオレの勝ちやったんとちゃうんか!?」

「そりゃあ見てたけど、僕に聞かれてもちょっと……」

「そんなアホな話があってたまるかァ！」

　静馬は必死の形ぎよう相そうで周囲を見回した。その視線がある一点で止まる。そこにいたのは、親友の結ゆう城きひとみと一緒に昼食をとっている涼子だった。

「おい、涼子！　お前やったら分かるはずやな!?　一番前で見とったやろ。この女にはっきり言うたらんかい！」

「ったく……騒そう々ぞうしいわねえ。人がご飯はん食べてるんだから静かにしなさいよ」

　涼子はいかにも迷めい惑わくそうに横目で静馬を見た。話題に参加するのが面めん倒どうなので、完全に他人のフリを決め込んでいたのだ。

「確かに見てたわよ。あんたとあの偽にせ外人の勝負はね……」

　言いながら、涼子は綾音をちらりと一いち瞥べつした。綾音は腕を組んで、挑ちよう戦せん的てきな目つきで涼子を見ている。

「あんたが優勢だったような気もするけど、決着はついてないわね。でもまあ、兵法じゃ『逃げるが勝ち』って言うし、結果的にはあの外人の勝ちってことになるんじゃないの？」

「ウソォ──ッ!!」

　静馬の声はほとんど絶ぜつ叫きように近かった。周囲の生徒たちは涼子の意見になるほどと頷うなずいている。綾音が得とく意い気げにケラケラと笑った。

「ほ～ら、やっぱりケインはんの言うた通りやん。ウチが知らんからって都つ合ごうのええことばっかり言うてたらあかんで、じぶん」

　とんだ噓うそつき呼ばわりである。無論、このままおとなしく引き下がる静馬ではなかった。

「アホか、結果的にはって言うてるやろ。まだ勝負はついてへんのじゃ！」

「未練ったらしいなあ。負け惜おしみはみっともないで」

「そこまで言うんやったら、あのインチキ外人呼んでこんかい！　そしたらキッチリ決着つけたるわ!!」

　熱くなっている静馬を小こ馬ば鹿かにしたような目つきで眺ながめながら、綾音が言う。

「あのなあ……さっきからケインはんのこと、偽にせやのインチキやの言うてるけど、インチキは自分なんとちゃうん？　『弱い犬ほどよく吠ほえる』って言うし」

「ぐはあああっ!!」

　静馬は顔中から脂あぶら汗あせを流しながら魂たましいの叫さけびを上げた。噓つきどころか、このままでは口先だけの卑ひ怯きよう者もの扱あつかいである。

　ゴゴゴゴゴ……

　仁に王おう立だちの静馬の全身から、煮にえたぎるマグマのような熱気が立ち上のぼった。近くの生徒が大おお慌あわてで避ひ難なんする。静馬が爆ばく発はつ寸前の人間ダイナマイトと化していることを察したからだ。

（まさか女子相手にキレるか!?）

　涼子とのＫファイトでの一戦を除き、女子には手を上げないことで知られる静馬だが、さすがにここまで悪あし様ざまに罵ののしられたのは初めてだった。この緊きん急きゆう事態を生徒たちは固かた唾ずを吞のんで見守る。

　そして数秒後──シンと静まり返った学食に、突とつ然ぜんの笑い声が響き渡った。

「フッ……フフ……フハハハッ！　ハァ──ハッハッハッハアッ!!」

　天てん井じようを仰あおいで高たか笑わらいを上げたのは、誰だれあろう静馬本人であった。

　周囲の生徒たちはもとより綾音も同じく意表をつかれた顔で、狂くるったように笑う静馬を見る。静馬はひとしきり大笑いした後、ピタリと止めて真ま顔がおに戻もどると、いまだキョトンとしている綾音の鼻はな先さきに人差し指を突きつけた。

「あのメリケン忍にん者じやに伝えとけ……草彅静馬がもっぺんＫファイトで挑ちよう戦せんするってなァ！」

　静馬の宣せん戦せん布ふ告こくに、おお、と生徒たちがどよめく。静馬はクルリと踵きびすを返すと、背せ中なか越ごしに綾音に告げる。

「勝負の日取りはそっちで決めとけ。こっちはいつでも構わへん」

「……よっしゃ、ほな三日後でどう？」

　綾音はニコッと口元だけで不敵に微笑ほほえむと、右手の三本の指を立てて突つき出した。

「勝負は金曜の放課後。ケインはんも何かと忙いそがしからなあ」

「フン、今度は逃にげんなて言うとけ」

　そう捨て台詞を残すと、静馬は肩かたで風を切って学食を出ていった。生徒たちの緊きん張ちようが一気に解けてリラックスした雰ふん囲い気きに戻る中、ひとみが少しはしゃいだ口く調ちようで涼子に耳打ちする。
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「やっぱり関西弁同士の掛かけ合いって面白いわねえ。まるでコントみたーい」

「ひとみ……吞のん気きでいいわね。あんたって」

　涼子は溜ため息とともに言った。笑って誤ご魔ま化かしはしたものの、静馬が怒いかりを堪たえた裏に何もないはずがないと涼子は踏ふんでいた。
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「なに!?　金曜の放課後にＫファイト、それもカードは草彅静馬対ケイン・バーネットだと？」

　内線電話を受けた藤とう堂どう校長の言葉を耳にして、校長室にきていた慶けい一いち郎ろうと大作はともに緊張した面おも持もちになった。電話の相手はＫファイト実行委員会のメンバーであることは確認するまでもない。目の前の二人を意識して、内容をおうむ返しに口に出すところがいかにも藤堂らしく芝しば居いがかっている。

「花京院君との口論の末すえに？　なるほど……よく知らせてくれた。引き続き彼女の監かん視しを頼たのむ」

　藤堂は受話器を置くと、再び両手をマホガニーのデスクの上で組み、立っている二人を濃こいサングラス越しに見上げた。藤堂はケインと綾音に関する報告を二人から受けていたところだった。

「君たちの話は一通り聞いたが……それで、私に頼みとは何かね？」

「花京院綾音の素す性じようを調査していただきたいんです」

　慶一郎はずいと身を乗り出した。

「ケインのホラ話を鵜う吞のみにするわけにはいきませんが、神かみ矢やが見た怪あやしげな札さつ束たばといい、彼女を待ち伏ぶせていたという男たちのことといい、何らかの犯罪に関かかわっていることは確かです。彼女の実家に問い合わせて確認するだけでも……」

「それだけでは不ふ充じゆう分ぶんではないのかね」

「もちろん電話だけでは信用できませんが、正しよう体たいを摑つかまないことには対たい処しよのしようもありません。あの二人が……ケインが何を企たくらんでいるのか一刻も早く探さぐり出さないことには手て遅おくれになりますよ」

「君がそこまで彼を警けい戒かいする理由がどうも理解できんが……」

　藤堂はパイプに新しい煙草たばこを詰つめて火を点つけた。軽く吹ふかして紫むらさき色いろの煙けむりを吐はくと、考えが決まったらしくニヤリと笑えみを浮うかべる。

「よかろう……私も校長として警けい察さつ沙ざ汰たは避さけたいからな。探たん偵ていを雇やとうわけにはいかんが、私の友人に大阪でルポライターをやっている男がいる。彼に頼んで急ぎ調べてもらうことにしよう。それで、君はどうするつもりなのかね？」

「ケインに彼女のボディガードを頼まれてるんです。しばらく監視してみようと思います」

「またボディガードですかぁ？」

　大作は眉み間けんにしわを寄せ、こめかみに手を当てて『頭痛』のポーズをする。

「どうせまた罠わなですよ。きっと」

　慶一郎は苦にがい表情になった。六月の〈九龍カオルーンの花はな嫁よめ〉事件の記憶が蘇よみがえったのだ。

「しかし昨日池袋で襲おそってきたという男たちだが、話を聞いた限りではどうも狂きよう言げんとは言い難がたい節ふしがある……どうせ裏があることは分かっているが、それでも敵の正体を確かめないわけにはいくまい。身体からだを張ってみないことには真実にはたどり着けない」

「……いつも思うんですけど、南な雲ぐも先生って本当に律りち儀ぎですよねえ」

「あのペテン師の犠ぎ牲せい者しやは俺おれ一人で充分だ」

　自分が騙だまされる分には仕し方かたがない、という諦あきらめにも似た心情で慶一郎は言った。言い方は潔いさぎよいが、どこか情なさけなさの漂ただよう台詞せりふではある。

「俺が許せんのは、奴やつが日本人の女の子をそそのかしていることだ。インチキ忍者の正体を暴あばいて、あの子の目を覚まさせてやる！」

　そう力強く決意表明すると、あらためて藤堂に綾音の実家の件をよろしく頼むと念を押おしてから、慶一郎は校長室を辞じした。

　後に残った大作に藤堂が尋たずねる。

「今回の一件、君はどう見るかね？」

「これは僕の勘かんですけど……花京院綾音はクロだと思いますよ」

　大作は冷静にきっぱりと断言した。

「彼女はケインさんに騙されて利用されるようなタマじゃないですね。絶対に確かく信しん犯はんです。二人でガッチリ共きよう謀ぼうしてやってるんですよ。ケイン・バーネットが南雲先生の言う通りの人間だとするなら、先生の行動はすべて計算ずくのはずです」

「すると南雲君はまたも貧びん乏ぼうクジか……いや、それと知っていてあえて引くつもりなのだな。彼はそういう男だよ」

「本当、知恵がないというか何というか……」

　大作は背後を振ふり向いて、慶一郎の巨きよ体たいが消えた校長室の扉とびらを見た。ほろ苦にがい笑みとともに、少し羨せん望ぼうのこもった口く調ちようで呟く。

「……漢おとこ、なんですよねえ」




　　　　三




　その日の放課後、綾音は仲良くなった生徒の誘さそいを用事があると断ってすぐに下校した。慶一郎はジープで尾び行こうを開始する。

　大門高校からケインのアパートまでは自転車でも二〇分はかかる。バスを利用するものと思いきや、綾音はリュックを背負って小こ走ばしりに駆かけ出した。けっこうな距きよ離りを自じ前まえの足で帰るつもりらしい。

（上体が据すえ物のように安定している……いい走りだ。くノ一という話もまんざら噓うそでもないのかな？）

　スニーカーを履はいた綺き麗れいな足の動きを観察しながら、慶一郎はケインの話のどこまでが本当なのだろうかと考えを巡めぐらせていた。最も巧こう妙みような噓には半分だけ真実が含ふくまれているものである。ケインに見せられた例の写真が頭にちらついて離はなれない。

　高こう架かに沿そって続く赤あか塚つか公園の歩道を、綾音はマラソン選手さながらの駿しゆん足そくで飛ばしていく。慶一郎はハンドルを握にぎりながら速度メーターをちらりと見た。時速一八キロというペースを維い持じしている。

　綾音は三キロの距離を休みなく走り、西台の交差点が見えてきたところで、不意に右に折れて狭せまい路ろ地じに入った。一方通行の出口との標識を見て、慶一郎はジープを路ろ肩かたに停車させた。

「ショートカットするつもりか……」

　板いた橋ばし区の詳しよう細さいな地図を取り出して、綾音の選んだルートを調べる。一方通行と曲がり角の多い路地では車で尾行するのは難むずかしい。綾音を真ま似ねて走るか、表通りを先さき回まわりするか──慶一郎は後者を選んだ。

　交差点を右う折せつし、長い坂道を上のぼっていく。綾音の足を考こう慮りよしてジープを飛ばし、ケインのアパートの手前にある広い通りまでくると、路肩に止めて路地から綾音が出てくるのを待った。

　数分後。

「……暑い！」

　九月の夕方とはいえまだまだ蒸むし暑く、吹ふきさらしの上にクーラーも付いていないジープの運転席に座すわっていると、何もしなくても汗あせが噴ふき出してくる。慶一郎はジープのエンジンを切り、歩道の脇わきにある自動販はん売ばい機に駆かけ寄ると、五〇〇mlのコーラを買った。

　上体を屈かがめて缶かんを取り出そうとした時、慶一郎の五感が異状を察知した。それは糸のように細い、しかも冷たい風が首くび筋すじに当たっているような、なんとも嫌いやな感かん触しよくだった。

（殺気……!?）

　慶一郎は缶を摑つかむなり飛び退のいた。

　カンッ！

　彼方かなたから飛ひ来らいした短い棒状の物体が、右手に持ったコーラの缶の腹に突つき刺ささった。泡あわとともに中身の液体が勢いよく噴き出す。振り向いて射手を見たが、視し認にんできたのはドラッグストアの陰かげに隠かくれる黒い人ひと影かげの残像だけだった。

　慶一郎は棒ぼう手しゆ裏り剣けんを引き抜ぬいて缶をゴミ箱に捨てると、警けい戒かいしながらドラッグストアの向こうの路地に足を踏み入れた。辺あたりに人影はない。先に進むとすぐにマンションの敷しき地ち内に入った。空気が澱よどんでいる。きな臭くさい気け配はいが漂ただよっていた。

（誘い込まれたか？……誰に!?）

　反射的に脳のう裏りに浮かんだ〈ＮＥＳニンジヤ・エクスキユート・サービス〉の名前を慌あわてて否定する。なにより敵の正体を見極めることが先決だった。

　ガサッ。

　左の植え込みの中を何かが走った。慶一郎の注意がそちらへ向いた直後、まったく別の方向から風を切る音が飛来した。前方に飛び込むようにして身を伏せると、頭の上を何かが掠かすめ飛び、赤いベンチの背もたれに刺さった。

「!?」

　慶一郎は我わが目を疑った。今度の武器は棒手裏剣ではなく、いかにも『忍者でござい』と言わんばかりの十じゆう字じ手裏剣だったのである。

（この時代にこんな骨こつ董とう品ひんを使うバカがいるか!?）

　慶一郎は半笑いで自問した。答えはＮＯに決まっているはずだが、現にたったいま、そのありえざる敵の襲しゆう撃げきを受けている。冗じよう談だんだと思いたかったが、実際問題として十字手裏剣は当たると痛そうだ。

　ともあれ挑ちよう戦せんされれば受けて立つのが慶一郎の流りゆう儀ぎである。ズボンの尻しりのポケットに手を突っ込んで数個のパチンコ玉を握にぎると、横っ飛びに転ころがりざまに、手裏剣の飛んできた方向に指し弾だんとして飛ばす。

　カキンッ！

　指弾が硬い物に弾はじかれる音が響ひびいた。

　まさかという思いを裏うら切ぎるように、黒い影が植え込みの陰から飛び出してくる。謎なぞの襲しゆう撃げき者しやは、肩かたと太ふと腿ももにプロテクターを仕し込こんでいるようなボリュームのある忍しのび装しよう束ぞくに身を包み、二つの丸い穴の空あいた円形の白面を被かぶっていた。首が両肩の間に埋うまっているように見える。

　白面の忍は背せ中なかを丸めて地面スレスレを滑かつ走そうするように迫せまってくると、両手に握にぎり込んだ三角形の刃やいばを閃ひらめかせた。慶一郎は風ふう圧あつに押おされたようにしなやかに弧こを描えがく体たいさばきでその攻こう撃げきを躱かわす。攻撃が失敗したと見るや、忍は急角度で進行方向を変えて慶一郎の間ま合あいから飛び退のき、ブロック塀べいを飛び越こえて姿を消した。

（は……速い！）

　慶一郎が舌を巻くほどの俊しゆん敏びんな身のこなしだった。ビデオの倍ばい速そく再さい生せいを見ているような感覚がある。

　次の攻撃に備えて、慶一郎は腰こしを落として身み構がまえた。忍は完全に気け配はいを絶たっている。消えた場所から再び現れるとは思えない。慶一郎は目を半はん眼がんにして、視覚に頼たよらず皮ひ膚ふ感覚で気配を探さぐった。自分を中心とした半径三メートルほどの球状の場を想像する。その間境を越えてくる物があれば、瞬しゆん時じに反応して迎げい撃げきすることができる。

　背後の一点に気配の乱れが生じた。

　針のような殺気がまず届き、それに遅おくれて手裏剣が風を切って飛来する。それとほぼ同時に忍が跳ちよう躍やくする気配があった。

　慶一郎は斜ななめ前方に跳躍して手裏剣を躱し、空中で背後を振り向きながら棒手裏剣を投じた。狙ねらいは過あやまたず、棒手裏剣は背後から飛びかかってきた黒い影の胸むな板いたに突つき刺ささった。影はどさりと地面に落ちた。

「……え？」

　慶一郎は自分が倒たおした相手を見て愕がく然ぜんとなった。白面は白面でも『へのへのもへじ』と書かれたマヌケな顔のぬいぐるみだったのである。

「ハッ、これは人にん形ぎよう!?」

　いつの間にか辺りを包んでいた殺気が消えていた。一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよの後、胸むな騒さわぎを感じた慶一郎は急いで表通りへ戻もどった。

「きゃあっ……！」

　少女の短い悲鳴が上がり、すぐに途切れた。通りへ出た慶一郎が目もく撃げきしたのは、黒いスーツの男たちに捕つかまり、ワゴン車の中へ乱暴に押し込まれる綾音の姿だった。

「くっ……待て!!」

　制止も空むなしく、綾音を拉ら致ちしたワゴン車は急発進して走り去る。慶一郎は舌打ちすると、ジープに飛び乗ってキーを回した。










　参さんノ段　二人の綾あや音ね





〈三日目──〉




　秘ひ密みつは人を黙だまらせ、噓うそは人を饒じよう舌ぜつにするという。

　最も巧こう妙みような噓とは、半分だけ真実を含ふくんでいる噓だ。

　そういった噓を見み破やぶる方法はただ一つ、自分の目で見て確かめたことだけを信じることだ。
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　とあるマンションの一室に、藁わら納なつ豆とうのようにイビツな形に丸められた絨じゆう毯たんが運び込まれてきた。大おお柄がらな男が二人がかりで奥おくの部へ屋やまで運び、ゴロッと転ころがして床ゆかに広げると、中から猿さるぐつわを嚙かまされ後ろ手に縛しばられた綾音が出てくる。

　薬を嗅かがされて気を失っていた綾音は、床に転がされた痛みで気がついたらしく、うっすらと目を開けた。自分を見下ろしている男たちを見たが、まだ意識が朦もう朧ろうとしているのか面めん倒どう臭くさそうに目を閉とじ、コンクリートの床の冷たさを楽しむように頰ほおをくっつける。

　綾音を囲んでいる四人の男は、それぞれ上等そうなスーツに身を包んで一いつ般ぱん人じんを装よそおっているが、全身から放射されている暴力の臭においは隠かくしようもない。

　四人のうちで一番若い男がしゃがみこみ、綾音のキャンディ・ヘアの片方の房ふさを摑つかんで顔を上うわ向むかせた。薄うすく目を開あけているが、嗅がされた薬品のせいで意識が朦朧としているらしく、その焦しよう点てんは合っていない。

「可愛かわいらしい顔しちゃってまあ……食くえねえ小こ娘むすめだぜ。まったく、世も末すえって感じだよな」

　他の三人も肩かたをすくめ、あるいは苦にが笑わらいを浮うかべて同意を表わした。

「こういう礼れい儀ぎ知らずの生なま意い気きなガキには、俺おれたちのようないい大人が世の中の仕組みってやつを教えてやらないとな」

「身をもって教育してやるんだろ」

「じゃじゃ馬ならしだ」

　男たちは下げ卑ひた笑い声を上げた。

「あの外人はどうする」

「この小娘を餌えさにするか……いや、手っ取り早く消えてもらった方がいいだろう」

「じゃあ金の在あり処かは？」

「今から聞き出す」

　男が綾音の足首を摑んで両足を開かせようとした、その時──

　ドガシャアン!!

　ベランダに面した窓ガラスをぶち抜ぬいて、巨きよ大だいな物体が部屋に飛び込んできた。

「なっ、何なんだァ!?」

　度ど肝ぎもを抜かれた四人が呆ぼう然ぜんと見つめる前で、それはのっそりと立ち上がった。

　身長二メートルを優ゆうに越こえる大男であった。

　ただ大きいだけではない。鍛きたえ上げられた鋼はがねのような筋肉に装そう甲こうされた肉体の持ち主である。グレーのＴシャツの前を分ぶ厚あつい胸むな板いたが押し上げ、子供の胴どう回まわりほどもある太い腕うでが袖そでを一いつ杯ぱいに伸のばしている。アーミーパンツを穿はいた大木のような両足が一〇〇キロを軽く超こえる体重を支え、軍用の編み上げブーツの靴くつ底ぞこが割れたガラスを踏ふみ締しめている。

　しかし肝かん心じんの人にん相そうは定さだかではなかった。縁えん日にちなどでよく売られている、アニメのキャラクターを模もしたセルロイド製のお面によって鼻から上が隠かくされていたからである。

「な……何だ、てめえは!?」

「見て分からんか？　ご存じ未来から来たロボットさ」

　青猫男は野の太ぶとい声で言った。

「人間にはいろんな願いがあるよなあ……あんな夢やこんな夢、いっぱいあるだろ？」

「みんな叶かなえてくれるってか？」

「あいにくと俺はポッケのない猫ねこ型ロボットで、何もできんのだけども……貴き様さまらを安らかな気分にしてやることだけはできるのさ」

「そいつはどうも親しん切せつなこって」

　男たちは呆あきれたような薄うす笑わらいを浮うかべつつ、懐ふところからそれぞれの得え物ものを取り出した。ナイフにメリケンサック──そして拳けん銃じゆう。

「イカレた野や郎ろうの相手してやるほど暇ひまじゃねえんだよ……失うせろ」

「よし」

　そう答えるなり、青猫男の姿は男たちの視界から忽こつ然ぜんと消えた。文字通り、搔かき消すように消え失せたのである。

「なっ……!?」

　男たちが度肝を抜かれて呆然となった直後、真ま横よこから凄すさまじい殺さつ気きが叩たたき付けてきた。

「どらあああっ!!」

　爆ばく風ふうのような衝しよう撃げき波はが走り抜ぬけ、男たち四人は将しよう棋ぎ倒だおしに薙なぎ倒される。神しん速そくの鉄てつ拳けんを食くらったのだと理解した者はいなかった。脳の芯しんが痺しびれるような朦もう朧ろうとした意識の中、男たちはその声を彼方かなたに聞いた。

「ほう……消音器サイレンサー付きとは気が利きいてるな」

　床に落ちた銃を拾い上げ、薬室に装そう弾だんする音。

「寝ねるにはまだ早いぜ。答えてもらおうか……質問その一、貴様らは何者だ？　カッチ、カッチ、カッチ……ブー！」

　くぐもった銃声。続いて苦く悶もんの悲鳴。

「では質問その二、貴様らのボスは誰だ？」

　カウントダウン抜きで立て続けに二発。

「質問その三は……いいや。他ほかの奴やつに訊きく」

　ゴリッ、と異様な音が響ひびく。

「さあ貴様ら、空を自由に飛びたいか!?」

　何かが風を切る音とともに、男の悲鳴が部屋の中を凄すごい勢いでぐるぐると回った。

「そ～れ、ヒトコプター!!」

　ガコォン！

　ある程度の重量の物体がサッシの窓まど枠わくに激げき突とつする音が響ひびいたかと思うと、絶ぜつ叫きようが尾おを引いて遠ざかっていった。数秒後、水みず飛沫しぶきの音が小さく聞こえてくる。

　ここは七階である。窓のすぐ下には川が流れており、対岸まではけっこうな距きよ離りがあった。ただし水深はとても浅い。

「残念、試作一号機は失敗か……発射角度に問題アリだな。ドンマイドンマイ、気を取り直していこう」

　引き続き、簡単な訊じん問もんを挟はさんで二号機、三号機の試験飛行が行なわれた。

「思ったより飛距離が出ないなあ。やはり空くう力りき抵てい抗こうが……」

　青猫男はブツブツこぼしながら四号機の発射準備に取りかかる。訊問しようにも、最後の一人はすでに壊こわれているらしく、虚うつろな表情で調子っ外ぱずれのおかしな歌を口ずさみ始めていたからだ。

　人間発射台カタパルトに高々と持ち上げられた男は、しゃがれ声で無む邪じや気きに尋たずねた。

「ねえねえ、ヒトコプターってどこまで飛べるのお～？」

「遠いところさ。専門用語で〈地じ獄ごく〉」

　──発射。

　人間に耐たえられる限界以上の回転力を与えられた四号機は、美しい放物線を描えがいて飛ひ翔しようし、対岸に立っている巨大なコーラの看板を破は壊かいした。

「うむ。新記録」

　青猫男は満足げに頷うなずくと、綾音の存在をようやく思い出したように背後を振り向いた。

「おい、立てる……か？」

　綾音は横になったままピクリとも反はん応のうしない。様よう子すがおかしいと気付いた青猫男──慶けい一いち郎ろうは、お面を取ると慌あわてて駆かけ寄った。まるでプラスチックのように硬かたい綾音の身体からだを抱だき起こすと、首がブラ～ンと垂たれて、頭から髪かみの毛の塊かたまりが床に滑すべり落ちた。

　慶一郎はたっぷり数秒間、床に落ちたカツラとガラス玉のように虚ろな綾音の目を見比べていたが、やがてうめくように言った。

「ハッ！　こっ……これは人にん形ぎよう!?」

　本日二度目となる台詞せりふを吐はいた慶一郎は、本物の綾音の行ゆく方えを捜さがして周囲を見回した。部屋の内にも外にも人の気配はない。人体実験に夢中になっている間にすり替かわったのだ。

「いわゆる『忍法空うつ蟬せみの術』なのか？……んなバカな！」

　マネキンを床に叩たたき付けて立ち上がった慶一郎の耳に、甲かん高だかいパトカーのサイレンの音が聞こえてきた。それも一台や二台ではない。マンションの部屋を出た慶一郎は、中庭に一〇台近いパトカーが押しかけてきたのを見て青ざめた。

「いったい誰だれが!?　いや……きっと奴やつだ。奴に決まってる！」

　長なが居いは無用だった。慶一郎は吐き捨てるように言うと、速すみやかにその場から退散した。




　　　　☆




　およそ三〇分後。

　慶一郎は息を殺し、猫ねこのように足音を忍ばせて木造アパートの階段を上のぼっていた。夕食時とあって、どこからか煮に物ものの匂においが漂ただよってくる。匍ほ匐ふく前進でケインの部屋のドアの前までやってくると、中の話し声に耳をそばだてる。

『──ＯＨ、マイハニー……』

　最初に聞こえてきたのはケインの甘あまったるい声だった。

『アヤネ……ユーのお尻しりはまるでピーチのようだネ』

『……ああ、あかんわケインはん。晩ご飯はんの用意してるとこやのに』

『そんなのは後にしな。ディナーの前にアヤネを食べちゃうもんネ～』

『ああん、そんなとこいらわれたら、ウチ……ウチ……』

　バァンッ！

　一気にドアを開あけ、慶一郎は部屋に飛び込んだ。

「ケイィィーン!!」

　ちゃぶ台の前にあぐらをかいて座すわっているケインが、スポーツ新聞から顔を上げて振ふり向いた。

「アラ、どないしたん？　ケーチロー」

「ど、どうしたもこうしたも……花か京きよう院いん綾あや音ねはどこだ!?」

「ここにいてるで、先生」

　見ると、綾音は制服にエプロン姿で小さな流し台の前に立ち、一つだけあるプロパンガスのコンロで料理を作っているところだった。

「いきなりノックもせんと入ってきて、びっくりするやんか」

「あ、いや、その……」

　慶一郎は毒どく気けを抜ぬかれた顔で頭を搔かき、部屋の中を見回した。二人の間にはたっぷり三メートルの距きよ離りがあった。幻げん聴ちようでないとするなら考えられることは一つ──

（こいつら……ドアの外に俺がいることを知ってて芝しば居いしたな？　おちょくりやがって！）

　慶一郎の顔に浮かんだ怒ど気きにも気付かぬふりでケインが尋たずねる。

「んで、イッタイ何の用なのサ？」

「用もなにも、ヤクザ風の連れん中ちゆうに誘ゆう拐かいされただろ!?」

「……誰が？」

「この子だ！」

「そーなん？」

　ケインが間まの抜けた言い方で返すと、綾音は小こ首くびを傾かしげた。

「何の話？　そんなん知らんで、ウチ」

「……だそーだけど？」

「そんなバカな！　俺は確かに……」

　反論しようとして慶一郎は口ごもった。疑念が湧わいてきたからである。

（あれは本当に綾音だったのか……!?）

　綾音のこまっしゃくれた顔を眺ながめていると、途と端たんに確信が揺ゆらいでくる。拉ら致ちされる場面を見たのもほんの一いつ瞬しゆんのことで、はっきり綾音だと確かめたわけではないのだ。顔色で判断しようにも、この二人が相手では、どこまでが本当でどこまでが噓うそなのかさっぱり区別がつかない。

「いったい何やのん？　いつまでもそんなとこでヌボ～ッと突つっ立ってられたらうっとうしいわ」

　慶一郎はムッとした顔つきになると、綾音の手からオタマを奪うばい取った。コンロにかけられた片かた手て鍋なべでは、夏だというのにおでんらしい煮物が湯ゆ気げを上げている。慶一郎は汁しるをすくって一口味あじ見みした。

「ダシが入ってないぞ。外人だからって手を抜くな」

「ほ……ほっといてんか！」

　頰ほおを赤くした綾音にオタマを返すと、慶一郎は少しだけ意い地じの悪い笑えみを浮うかべた。

「邪じや魔ましたな」

　慶一郎は部屋を出て、入ってきた時と同じくらい派は手でな音をたててドアを閉しめた。




　　　　☆




「お前が煙けむに巻かれるとはな。忍にん者じやか……なるほど、面おも白しろい」

　鬼おに塚づか家の夕食の席、慶一郎から話を聞いた鉄てつ斎さいは、そう言って低く笑った。

「面白いもんですか」

　美み雪ゆきのグラスに麦茶を注ついでやりながら、慶一郎は憮ぶ然ぜんとした顔で答える。ケインのことを他人に説明すると、いかに自分がいいように操あやつられているかが分かって余計に気分が悪くなった。

「厚こう顔がん無む恥ちを絵に描かいたような奴やつです。付き合うとロクな目にあわない……」

「そう言いながら律りち儀ぎに付き合っているのは何な故ぜだ？」

「…………」

　意外な質問に慶一郎は途と惑まどった。質問そのものにではなく、それに即そく答とうできない自分にである。答えを待たずに鉄斎は続けた。

「忍者と盗とう賊ぞくの違ちがいというものを知っているか？」

「は？」

「〈正心〉というものがある。忍者にあって盗賊にないものだ」

「せい……しん？」

「正しい心、と書く。忍法の伝書の中で再三に亘わたって出てくる言葉よ。簡単に言えば正義の心だ」

「それはケインとは一番縁えん遠どおいものですよ」

「まあ聞け」

　鉄斎はニヤリと笑うと、麦茶を一口飲んだ。

「正義は正義でも忍者の正義だ。忍者の仕事といえば人を騙だましたり陥おとしいれたり、あるいは物を盗ぬすんだりと、実際には盗賊と変わりはせん。普ふ通つうに考えれば悪あく行ぎようそのものだ。しかし忍者とはそもそも私し利り私し欲よくのためではなく、主人の命めいに従い、正しき義のために働く者なのだ。そこで心構えというものが必要になる……つまり『正しい目的のためならば何をやってもよい』という割り切った考え方がな。それが〈正心〉よ」

　慶一郎は鉄斎の口から出た言葉を驚おどろきをもって聞いた。これまで忍者という存在について深く考えたことはなかった。

「忍者にとっては世せ間けんで言うところの恥はじなど恥にはならん。忍者が恥はじるのは、自分の無力故ゆえに正しい目的を果たせなかった時だけだ。そのケインという男が真しんの忍者ならば、厚顔無恥は当然だな」

「真の忍者ねえ……買いかぶり過ぎですよ。どちらかというと真の盗賊の方だと思いますが」

「会ったことのない男について、わしからは何とも言えんがな……振ふり回されるのが嫌いやなら、その男の正義の在あり処かを探さぐり出すことだな」

「ケインの正義……」

　慶一郎は少し考えたが、ケイン・バーネットという男が全力を傾かたむける目的があるとすれば、金以外に思いつかなかった。

（金……？　金だけが目的だとするなら、誰だれからせしめるつもりだ!?　神かみ矢やが見たというあの大金はどこからどうやって……）

　目の前の敵にかまけて、ケインの真の目的を探ることを後あと回まわしにしていた愚ぐを悟さとった。自分の目的が花京院綾音を更こう生せいさせることである限り、結局のところケインは敵でしかないのだ。

　慶一郎は茶ちや碗わんと箸はしを食しよく卓たくに置いて席を立った。

「ちょっと電話を掛かけてきます」

　慶一郎が居い間まを出ていった後、黙もく々もくと食事を続けていた鉄斎と美雪は、ほとんど同時に箸を止めた。廊ろう下かから聞こえてきた話し声が流りゆう暢ちような英語だったからである。

　しばらくして席に戻もどってきた慶一郎は、二人の怪け訝げんそうな視線に気付いて、苦く笑しようしながら説明した。

「地球の裏側にいる友人に助すけっ人とを頼たのんだんですよ。よく言うでしょう？　『毒には毒を』ってね」
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　翌朝──水曜日。

　この日もまた、大だい門もん高校にハーレーの咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　生徒たちも三日目ともなると慣なれたもので、バイクの音を聞くなり待ち兼かねたように窓まど際ぎわに殺さつ到とうした。物もの見み高だかいのは男子も女子も同じだったが、女子の目当ては転校生ではなく、もっぱらその彼かれ氏し（？）の金きん髪ぱつ青年の方である。

「キャーッ！　ケイ～ン!!」

　停車したハーレーに向かって女子が声せい援えんを送る。

　ケインはヘルメットを脱ぬぐと、ファンの声に応こたえて愛あい想そよく手を振ふった。タンデムシートから降りた綾音は、嫉しつ妬としたのか彼女たちをキッと一いち瞥べつして、見せつけるようにケインにキスしようとした──その時である。

　ザシュッ！

　近くの植え込みから、黒っぽい塊かたまりが躍おどり出て二人に急接近した。それはグリーンのカモフラージュシートを頭から被かぶり、植え込みに擬ぎ装そうした人間だった。

　と

「殺やったで、インチキ外人!!」

　脱ぎ捨てたシートの下から現れたのは草くさ彅なぎ静しず馬まであった。静馬は数メートル手前で地面を蹴けり、高い跳ちよう躍やくからケインを強きよう襲しゆうする。バイクに跨またがったままのケインは逃にげようのないタイミングであった。

　しかし次の瞬間──誰もが予想だにしなかった光景がそこに展開した。

「ケインはん！」

　綾音の声に即そく座ざに反はん応のうし、ケインが両手を組み合わせて踏ふみ台を作る。綾音はその踏み台に右足を載のせ、左足をケインの肩に載せた。ケインが踏み台を持ち上げるタイミングに合わせて綾音は踏み切り、高々と跳躍する。

「おおっ!?」

　ケインの補助を受けた綾音は静馬よりも高く跳んでいた。綾音はとんぼを切り、空中で静馬の背後を取る。ケインに襲おそいかかるはずの静馬は、背後から組み付かれたために、そのまま真下に落下した。

　ビタ～ンッ！

　静馬はうつ伏ぶせの大の字の形で地面に叩たたき付けられた。綾音は地面に激げき突とつする寸前に静馬の背中を蹴り、空中で猫のように身体をひねって足から綺き麗れいに着地した。

　たっぷり数秒間の沈ちん黙もくの後、どよめきが津つ波なみのように起こった。

「朝っぱらから凄すげえもん見ちまったよ……あの技はいったい!?」

「空中殺法だぜ！」

「フライング・リバース・スープレックス……直訳すると空中裏投げ！」

「聞いたことねえよ。いま考えたな？　だいたい、前向きに落ちてるんだから裏投げじゃねえだろ」

「あれは……そんな横文字の技じゃないわ」

　興こう奮ふんして騒さわぎ立てる男子の横で、涼りよう子こが鋭するどい声で言った。生徒たちの視線が涼子に集まる。大だい作さくが代表して尋たずねた。

「じゃあ何ていう技なんです？」

「あれは伝説の忍者が編み出した必殺技──〈飯い綱づな落とし〉よ！」

　生徒たちが再びどよめいた。涼子の言葉を聞いたからではない。車に轢ひかれてペチャンコになったカエルさながらに、大の字に伸びていた静馬の身体がピクリと動いたのだ。

「む……ぐっ……」

　静馬はゾンビのごとくギクシャクとした動きで起き上がろうとしていた。いったん寝返りを打って仰あお向むけになり、しばらく呼吸を整えてから、不意にヘッドスプリングで勢いよく立ち上がる。

「おお、元気だぞ!?」

「不ふ死じ身みだ！」
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　ざわめきを気にする様子もなく、静馬は制服についた汚よごれを払はらい落とすと、思い出したようにケインを指差した。

「勝負は明後日あさつてや……逃にげんなよ!!」

　そう居い丈たけ高だかな口く調ちようで言い切ると、静馬はくるりと踵きびすを返し、肩かたで風を切って大おお股またに歩み去った。不意討ちの奇き襲しゆうを仕し掛かけておいて、いともあっさりと迎げい撃げきされた男の態度とはとても思えぬふてぶてしさに、見物の生徒たちは呆あつ気けに取られて声もない。しかし、大作は呆あきれながらも感かん銘めいを受けたように呟つぶやいた。

「確かに不死身ですよね……ただし別の意味で」




　　　　☆




　昼休み──

「失礼します」

　保健室のドアが開き、涼子が中を覗のぞき込んだ。椅い子すごと振り向いた校医の菱ひし沼ぬま奈な々な子こは、涼子の顔を見るなり悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて手て招まねきした。涼子は後ろ手にドアを閉しめて、なるべく足音を立てないように菱沼の前までやってくる。

「やっぱり来たわね～」

「ここしかないと思ってましたから……どうなんですか？　容よう態だいは」

「寝ねてるわよ～。一番奥おくのベッドで」

　涼子は六台あるベッドのうち、角にあるベッドを仕し切きっているカーテンのすき間から中を覗いた。そこには今け朝さの襲しゆう撃げき以来、校内からぷっつりと姿を消していた静馬が、苦く悶もんの表情で額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべながら横になっていた。鼻に大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられている。

「鎮ちん痛つう剤ざいをあげたから今は楽になってるけど、ちょっと前まで七しち転てん八ばつ倒とうしてたんだから～」

「モロにアスファルトの上に叩たたき付けられましたからね。肋ろつ骨こつがダースで折れてても不思議じゃないくらいですよ」

「〈飯綱落とし〉でしょ～？　マンガに出てくる技なんてそうそう食くらえるもんじゃないもの。現場を見てみたかったわね～」

　コツン。

　窓に何かがぶつかる音がした。ブラインドの間から外を見た涼子は、中庭の木に寄りかかり、手の中で小石を弄もてあそんでいる綾音の姿を認めてわずかに目を細めた。

「じゃあ菱沼先生、あたし行きますから」

「あら～、もう？」

　名な残ごり惜おしそうな菱沼を後にして、涼子は保健室を出ると早はや足あしで中庭に向かった。校舎の外に出て、保健室の窓から見えた木のところまでやってくるが、綾音の姿はない。

　木の下に立って辺あたりを見回した涼子は、頭の上に木き屑くずのようなものが降ってきたのに気付いて、本能的に身を強こわばらせた。

「──!!」

　何かが風を切る音がかすかに聞こえた。涼子は腰こしの後ろに差していた伸しん縮しゆく式しきの特とく殊しゆ警けい棒ぼうを抜ぬき、頭上の空間を薙なぎ払はらう。カキン、と音がして、真上から降ってきた小石が弾はじき返された。

「へえ、思ったより鋭するどいやん」

　涼子は木の側そばから飛び退のいて、頭上を仰あおぎ見た。太い枝に腰掛けた綾音が見み下おろしている。

「……よっと！」

　綾音は枝を鉄棒のように使って一回転してから地面に降り立った。静馬を空中投げで仕し留とめた時と同様、猫さながらの軽い身のこなしである。

「花京院さん。あなた今……パンツ丸見えだったわよ」

「ほっといてんか！」

　そう言いつつ綾音はスカートの裾すそを押さえたが、すぐに気を取り直して、探さぐるような視線を涼子に向けた。

「それでどやった？　あの卑ひ怯きようもん、まだ生きとる？」

「まあなんとかね。心配してるの？」

「アホ言いな。『ウチとケインはんの愛の力に勝とうやなんて十年早いわ』って言いそびれたんや」

　綾音は得とく意い気げに言うと、いかにも意い地じの悪そうな笑みを浮かべた。

「かく言うウチも、あないにバッチリ決まるとは思わんかったけどな。それにしても無ぶ様ざまやったなあ……みんなの見てる前で彼氏が恥はじかかされて、口く惜やしいやろ？」

「……別に。勝負は勝負よ。三日後に闘たたかう約束をして翌日に奇き襲しゆうをかけるっていうのは、兵法にはかなってるわ。負けたのはいただけないけどね」

　まるで動じた様子のない涼子の物言いに、綾音は当てが外はずれた顔になった。

「へ……変な女やな。じぶん」

「人のことが言える？　あなたがタダの転校生じゃないことは最初から分かってたけど、今朝のことではっきりしたわ。あなた……くノ一でしょ？」

「……だったら？」

「面白いわね。素す敵てきよ」

　涼子は目を細めて微笑ほほえんだ。綾音は急に顔を強ばらせて、思わず一歩後あとずさる。

「ウ……ウチはケインはん一ひと筋すじやで！　そんな変な趣しゆ味みあれへん」

「妙みような勘かん違ちがいしないで。あたしは剣客として興きよう味みがあるって言ってるのよ」

　涼子は警棒をさらに引き伸ばし、脇わき差ざし程度の長さにして構えた。すでに時代劇モードに突とつ入にゆうしている涼子の双そう眸ぼうは異様な輝かがやきを帯おびている。

「手裏剣に煙玉、ついで〈飯綱落とし〉ときて……さて、お次はどんな芸を見せてくれるのかしら？　ワクワクするわね」

「な、なに言うてんねん……じぶん、やっぱ頭おかしいんとちゃう!?」

「フッ……問もん答どう無む用よう！」

　特殊警棒が陽光を反射し、銀色の弧こを描えがいて走った。綾音は飛び退すさってこれを躱かわす。最初の一振りはほんの牽けん制せいだった。後退した綾音を追って、涼子は鋭い踏ふみ込みから片かた手て突づきを放はなつ。

「うわっ、ちょ、ちょい待ちぃな！」

　武器を持った相手と闘った経験に乏とぼしいのか、綾音は躱すだけで精せい一いつ杯ぱいだった。木刀よりもリーチが短いせいで相手を捕とらえきれていないが、それでも涼子は確実に綾音を追い詰つめていく。

　ゴツッ！

「痛あぁ～ッ!!」

　綾音の悲鳴が上がった。涼子が不意に身を沈しずめて足あし元もとを払い、警棒の先で綾音の向こう脛ずねを打ったのだ。

　ぴょんぴょん跳はねて痛がっている綾音を眺ながめて、涼子は少し拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。

「避よけ方がワンパターンね。簡単に読めるわ。それでも忍者？」

「うう……ウチを本気にさせよったな!?　見ときや！」

　綾音は横に走った。涼子も平行に走りながら、再び足元を狙ねらって警棒を振ふるう。綾音はそれを避けて跳ちよう躍やくし、前方にある木の幹みきを蹴けって三角跳とびで宙に舞まった。

「むっ!?」

　頭上を振り仰いだ涼子は、太陽が視界に入って綾音の姿を一瞬見失った。涼子は危険を察し、弧を描くように移動する。その動きを追うようにして、真上から降ってきた三本の手裏剣が次々と地面に突き刺ささった。

「そこっ！」

　涼子は綾音の着地を狙おうとしたが、二人の間の地面にもう一本の手裏剣が刺さったため、その場に踏み止とどまった。その最後の一本は、明らかに別の方向から投とうじられた物だった。

　涼子は目の前の綾音を警けい戒かいして横に移動しながら、背後に視線を向けた。綾音が三角跳びに利用した木の側に、女生徒が一人立っている。華はなやかな印いん象しようのあるキャンディ・ヘアの美少女──

「……えっ!?」

　涼子は不覚にも棒立ちになった。そこに現れた少女が、髪型から背せ格かつ好こう、そして容よう貌ぼうにいたるまで花京院綾音と瓜うり二ふたつだったからである。違いといえばリボンの色くらいのものだった。

「これは……まさか〈分身の術〉!?」

　確認のために綾音の方に目を向けると、本人も驚おどろいているらしく呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。綾音の分身ならぬ偽にせ者もの（？）の方は落ち着き払った様子で、まっすぐ綾音を見み据すえている。

「お、おネエ……なんで!?」

　綾音は少し吃どもりながら言った。その表情には怯おびえの色がある。

「決まってるでしょ？　あんたを連つれ戻もどしにきたのよ」

　偽綾音は何を当たり前のことを、という顔で言い切った。どうやら本物と偽者という関係でもないらしい。

「あなたたち、双ふた子ご？」

　涼子の問いを無視して、同じ顔をした二人の少女はにらみ合ったままジリジリと動いていた。綾音の方は逃にげるチャンスを窺うかがい、対する偽綾音は逃がすまいとして間ま合あいを測っている。

「その勝負、待ったァァ──ッ!!」

　緊きん張ちようを破ったのは男の声だった。

　校舎の二階の窓から巨きよ大だいな人ひと影かげが飛び出し、空中で一回転半ひねりを加えて涼子の前に着地した。

「草彅の仇かたき討うちならまたにしろ、御み剣つるぎ！　この娘むすめに手出すと──」

　二階から降ってきた大男は慶一郎であった。涼子と綾音の争いの仲ちゆう裁さいに入ろうとした慶一郎は、綾音が二人いることに気付いて、一いつ瞬しゆん止まった。

「花京院が二人……まさか、これは〈分身の術〉!?」

「あたしと同じこと言ってんじゃないわよ！」

「いったいどっちが本物なんだ!?」

「あのね先生、だからそうじゃなくて……」

　事情を説明しようとした涼子を押おし退のけて、綾音が慶一郎に駆かけ寄った。

「騙だまされたらアカンで先生。本物はウチや！　あいつは〈ＮＥＳ〉の放はなった『追おい忍にん』なんや!!」

「なに!?」

　慶一郎ににらまれた偽綾音は、恐おそれた様よう子すこそないものの、少々具ぐ合あいが悪そうだなといった顔をした。

「忠告しとくわ。綾音……あのケインという男とは手を切って、さっさと帰ってきなさい。それがあんたのためよ」

　綾音が慶一郎の背中から顔だけ出してアカンベをする。偽綾音は少し悲しげな表情を見せると、踵きびすを返して立ち去っていった。




　　　　三




「まったく……抜け忍なら抜け忍と正直に言えばいいのに。あたしだって鬼じゃないんだから、そうと知ってれば悪いようにはしないわよ」

　慶一郎のジープの助手席に座った涼子が、後部座席にいる綾音を横目でにらむ。

「鬼ちゃうて？　よう言うわ。このイケズが」

　綾音は居い心ごこ地ち悪わるそうにしながらそっぽを向いて答える。険けん悪あくムードの二人を、隣となりの大作がまあまあとなだめた。

「人それぞれ事情があるんですよ。花京院さんは〈ＮＥＳ〉という恐ろしい秘ひ密みつ組織から狙われていて大変なんですから、涼子さんも大おお目めに見てあげてください」

「その通りだ。なにしろ敵は日本の政治の裏で暗あん躍やくしている現代の忍者部隊だ。追っ手が学校にまで現れるくらいだからな……油ゆ断だんも隙すきもない」

　ハンドルを握にぎる慶一郎は、わざと真ま面じ目めくさった口く調ちようで相あい槌づちを打った。

　昼休み──校長室で再びケイン・バーネット対策会議を開いた際さい、大作が意外な提案をした。

「ケインさんの本意が不明なのなら、下へ手たに裏を読むよりは、いっそ思いきって鵜う吞のみにしてみるというのはどうです？　正確には乗せられたフリをするわけですが……要は、おそらくデタラメだと思われる〈ＮＥＳ〉なる組織の脅きよう威いを真しん剣けんに受け取って、花京院綾音を徹てつ底てい的てきにボディガードするんですよ。そもそもケインさんからそう依い頼らいされてるわけだし、自分に有利な場所で闘たたかうというのは基本中の基本でしょう？」

　まったくもって理にかなった意見である。

　慶一郎自身には主しゆ犯はんのケインをどうにかすることしか頭になかったが、考えてみれば『敵』と思おぼしき連中はみな綾音を狙ねらってきていたのだ。ケインが何を企たくらもうと、敵の正体が何であろうと、綾音の身さえ確保しておけば間違いはないはずである。そこで慶一郎は『ＮＥＳの魔の手から護衛する』という口実で、有無を言わさず綾音を鬼おに塚づか家に泊とめることにしたのだ。

　四人の乗ったジープは飛ひ天てん神社の裏手──飛天道場に隣りん接せつする鬼塚家に到とう着ちやくした。綾音は慶一郎の居い候そうろう先さきとだけ聞いていた家が神社だと知って少し驚いていた。

「へええ～、道場だけやのうて神社もやっとんのかいな。けっこうでかい家やなあ……まあ、ウチの実家の方がもうちょっと広いけど」

「どうせ土地が余ってんでしょ？　ド田舎いなかだから」

　横から涼子が冷ややかな突つっ込みを入れる。大作が間に入らなければ、いつ摑つかみ合いのケンカが始まるか知れたものではなかった。




「ほう……花京院とな？」

　鬼塚家の応おう接せつ間ま。作さ法ほう通りの綾音の挨あい拶さつを聞いた鉄てつ斎さいは、意外な言葉を口にした。

「綾音と言うたな……そなた、もしや花京院典てん膳ぜんの孫まごか？」

「祖そ父ふを知ってはるんですか？」

　綾音は意表をつかれてそう返したが、驚いたのは本人よりもむしろ横にいる慶一郎の方であった。

「お知り合いだったんですか!?　鉄斎先生」

「うむ。実家が尼あまが崎さきにある忍者の家系で花京院といえば、二度ほど手合わせしたことがある。昔の話だが」

　鉄斎は顎あごを引いて頷うなずくと、綾音に尋たずねた。

「典膳殿はとうに亡なくなられたと聞いたが、確か息子むすこが二人いたはずだ。親おや父じ殿どのの名は何と申される？」

「二人……？」

　綾音は要よう領りようを得ない顔で答える。

「ウチの父の名前は隼はや人とっていいます。でも父に兄きよう弟だいがいたとは聞いてませんけど」

「確かにいたはずだ。双子だったからな……よく覚えておる」

「双子……」

　しばしの沈黙の後、綾音は膝ひざで擦すり寄り身を乗り出して鉄斎に尋ねた。

「その話、少し詳くわしく聞かせていただけませんか？」




　　　　☆




　その夜。

　飛天神社の境内で、慶一郎は日につ課かとなっている鍛たん練れんにいそしんでいた。

　時刻は深夜十二時に近い。

　綾音は涼子とともに二階の客きやく間まで寝ねている。アパートに帰ると言って駄だ々だをこねていたが、ＮＥＳのことを持ち出して説得し、泊まることを承知させたのである。涼子が一いつ緒しよなのはボディガードという名めい目もくで頼たのんだのだが、真の目的は綾音の監かん視し役やくだった。ここまでは慶一郎と大作の作戦通りである。

（それにしても……）

　気き息そくを調ととのえながら、慶一郎は綾音を取り巻く謎なぞについて考えていた。

　綾音を連れ戻しにきたという、同じ顔をした少女。

　鉄斎から祖父の話を聞いている時の綾音の神しん妙みような顔つき。

（どうやら複雑な家庭の事情がありそうだ）

　昨日きのうの今日きようということで、綾音の実家についてはまだ何も分かっていない。鉄斎が知っていたことで綾音の出身は保証されたと考えてよかったが、家族についての正確な情報が必要だった。

　──と。

　慶一郎は思し索さくを中断し、前方の闇やみの向こうに注意を向けた。人の気け配はいを感じたからである。

　石段を踏ふむかすかな足音が近付いてきた。ほどなくして、薄うす曇ぐもりの朧おぼろな月光の下に、一人の男が現れる。

　慶一郎は飛び道具を警戒して、いつでも反はん応のうできるようにわずかに身体からだを縮めた。男は無む造ぞう作さに歩を進め、慶一郎の間合いのすぐ外側でぴたりと立ち止まった。

　黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ頑がん強きようそうな男だった。身長は一七〇センチをいくらも越こえていないが、全身にみなぎる精気は並なみ々なみならぬものがある。

　男は顔を隠かくしていなかった。四〇前後と思おぼしき苦にがみ走ばしった厳しさのある風ふう貌ぼうである。慶一郎の嫌きらいなタイプではない。

「こんな夜よ更ふけに何か用かい？」

「綾音を連れ戻しにきた。そこを退どいてもらおう」

　男の物言いは単たん刀とう直ちよく入にゆうだった。

「断ると言ったら？」

「……腕うでずくということになるな」

「なるほど、分かりやすいな。嫌いじゃないぜ。そういうのは」

　慶一郎はニヤリと笑うと、両足を前後に軽く開き、腰を落として半はん身みに構えた。

「……やるか」

「やろうぜ」

　そういうことになった。
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　四ノ段　オヤジと忍にん者じやとキノコ雲





〈四日目──〉




　名めい探たん偵ていの台詞せりふにもあったと思うが、外からはどれだけ難なん解かいで複雑怪かい奇きに見える事件も、実際のカラクリはけっこう単純なものだ。

　事件を構成するそれぞれの要素の関係を見み誤あやまりさえしなければ……の話だが。






　　　　一




　時刻は午前零れい時の少し前。

　場所は飛ひ天てん神社の境けい内だい。

　慶けい一いち郎ろうは深夜の来客を迎むかえていた。

　相手は闇やみに溶とける黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ、眼がん光こう鋭するどい四十がらみの男である。着ているものは忍しのび装束というよりは武ぶ道どう着ぎに近い。覆ふく面めんで顔を隠かくしていないところを見ると、慶一郎が昨日出会った白面の忍者とは別人なのかもしれなかった。

　すでに戦せん闘とう態勢に入っている慶一郎をにらみながら、男が言った。

「……もう一度言うぞ。綾あや音ねを返してもらおう」

「返すも返さないも、彼女は俺おれの物じゃない。本人に交こう渉しようしな」

「ならばそこを退どいてもらおう」

「それは断る」

「あのケインという男の差さし金がねか」

「俺は言わばこの家の番犬なのさ。飯めし炊たき男とも呼ばれるがね」

　慶一郎はニヤリと笑い、

「真夜中にやってくる怪あやしい客にはとりあえず吠ほえるし、必要なら嚙かみつきもする。それが厭いやなら出直してこい」

「是ぜ非ひもなしか……仕し方かたあるまい」

　男は右の拳こぶしを目の高さに持ち上げ、左手を腰こしに引きつけた。軽く腰を沈しずめて右半身に構える。顔からあらゆる表情が消えた。半はん眼がんになり、瞬まばたきもせずに慶一郎を凝ぎよう視しする。

　不意に空気が張り詰つめ、気温が二度ほど下がったような感覚があった。

　慶一郎は男の方から流れてくる〈風〉を感じていた。自然な空気の流れにより生じた風ではない。男が放射する殺さつ気きを、吹ふきつけてくる風として皮ひ膚ふ感覚で感じているのである。

（──この男、強いな）

　手合わせしてみるまでもなく、慶一郎は率そつ直ちよくにそう感じていた。目の前の男は武闘家だった。ケイン絡がらみの事件でこれまで闘ってきた荒あら事ごと専門のヤクザとはまったく別の人種である。

　男は慶一郎の巨きよ体たいを恐おそれてはいなかったが、侮あなどってもいなかった。慶一郎の眉み間けんに当たっていた冷たい吐と息いきのような殺気の風が、喉のど、鳩みぞ尾おち、脇わき腹ばら、股こ間かんと肉体の急所をなめるように正確になぞっていく。男は冗じよう長ちような殴なぐり合いをするつもりは毛もう頭とうなく、急所への必殺の一いち撃げきだけを狙ねらっているのだ。急所に打撃を受ければ、いかに鍛きたえ上げた肉体の持ち主であろうと耐たえられるものではない。

（こいつは本物だ……面おも白しろい）

　久ひさ々びさに歯は応ごたえのある敵を前にして、慶一郎は気分が浮き立つのを感じた。こういったシビアな相手との闘たたかいは、ガンマンや剣けん豪ごうの対決と同じく一いつ瞬しゆんで勝負が決するという緊きん張ちよう感かんがある。それがたまらなかった。

　ジャリ……

　分厚い靴くつ底ぞこが石いし畳だたみを踏ふむ。

　先に間ま合あいを詰つめたのは慶一郎だった。受け身に回るにはリーチに差がありすぎる。自分の方から口くち火びを切るのが面白かろうと考えたのだ。

　ジリジリと寸すん刻きざみに近付いて、爪つま先さきが拳の間境を越こえようとしたその瞬間、慶一郎の巨体は疾しつ風ぷうと化した。

　仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神カム威イの拳けん〉の歩ほ法ほうの一つ、スライドするような神しん速そくの踏み込み──〈旋つむじ駆がけ〉である。

　男の反はん応のうは素す早ばやかった。

　並なみの動どう体たい視し力りよくでは捉とらえられない速度で正面から迫せまる慶一郎に対し、左前方に跳ちよう躍やくしてこれを避よけ、さらにすれ違ちがいざまに蹴けりを放はなったのである。ラリアット気ぎ味みに突き出された慶一郎の腕うでを蹴り、男はその反動を利用して大きく後方へ跳とび退のいた。男の蹴りは慶一郎の第一撃を躱かわすとともに、間合いの外に逃のがれるという防ぼう御ぎよ的てきな行動だった。

（──やる！）

　驚きよう異い的てきな反応に舌を巻きながら、慶一郎は息つく暇ひまも与あたえず突とつ進しんした。今度は直線ではなく、男の動きを予測して弧こを描えがくように接近し、間合いに相手を捉とらえる。

「シュッ！」

　慶一郎は一いつ足そく飛とびのステップから爪先を撥はね上げた。大おお振ぶりの上段蹴りを男がわずかに腰を落として避けると、その頭上に踵かかと落おとしを見み舞まう。男はその攻こう撃げきをも予測していたのか、地面に倒たおれ込むようにして身を沈めながら慶一郎の背後に回り込んだ。男の身体はまるで影かげのように厚さがなく、動きは予想以上に素早く無む駄だがない。

「ちいいッ!!」

　慶一郎は踵落としの足が地に着かないうちに軸じく足あしで地面を蹴り、とんぼを切って天てん地ち逆ぎやくになりながら回転蹴りを放った。

　ガツッ！

　半円を描く蹴りが死角からの攻撃を弾はじき返した。慶一郎は地面に片手をついて身体にひねりを加えながら前方に着地、再び男と向き合う。

「…………」

　男は何なに事ごともなかったように最初の構えに戻もどっている。慶一郎の口くち元もとには自然と太い笑えみが浮うかんでいた。

　闘いはまだ始まったばかりだった。




　　　　☆




　鬼おに塚づか家の二階の一室──

　抜ぬけ忍にん・綾音を追おっ手てから守る、という名目で同じ部へ屋やに泊まっていた涼りよう子こは、暗くら闇やみの中で目ま蓋ぶたを開いた。奇き妙みようなささやきを耳にしたからである。

（……!?）

　蒲ふ団とんの中に忍ばせてある木ぼく刀とうを摑つかみ、その声に耳を澄すます。声は隣となりで寝ている綾音の方から聞こえてきた。

『──こ～んばんわ、アヤネちゃん』

『ケ、ケインはん？　どっから入って……』

『シーッ、彼女が起きちゃうヨ』

『……何しに来たん？』

『そんなの決まってるっショ？』

　ガサゴソという衣きぬ擦ずれの音。

『そんな……夜よ這ばいやなんて、あかんわ』

『ええやんけ、ええやんけ』

『いややわ、ケインはん……そんなんしたらウチ、ダメになってまう』

　もはやその声はささやきとは呼べない、押おし殺した嬌きよう声せいになっている。

　涼子はムクリと起き上がった。綾音の方を向いて蒲団の上に片かた膝ひざをつくと、ゆっくりと木刀を振ふりかぶる。

「花か京きよう院いんさん……それ以上妙みような寝言を続けると、半永久的に静かになってもらうわよ？」

　嬌声がぴたりと止んだ。続いて舌打ち。

「……チッ、バレたか」

「バレないと思う方がどうかしてるわね。しょーもない腹話術なんかやってないで、さっさと寝なさいよ」

「一人じゃ寂さびしいて寝られへんわ……そっち行ってええ？」

「近寄ったら即そく座ざに叩たたっ斬きる」

「お～コワ……東京の女は凶きよう暴ぼうでかなわんわ。マジやもん」

　涼子は無視して、蒲団の中に戻ってタオルケットをかぶった。綾音が寝返りを打って身体ごと涼子の方を向く。

「なあなあ、やっぱり今け朝さのこと根に持ってるんやろ？」

「あんたもしつこいわね……静しず馬まがあの程度でへこむような奴やつなら世せ話わはないわよ」

「けっこう冷たいんやなあ。もうちょい……」

「怒おこってもいいのにって？　その手はくわないわよ。人の感情を操あやつって判断を誤あやまらせるのは忍者の常じよう套とう手しゆ段だん。くノ一ともなればなおさらよね」

「じぶん、時代劇の見すぎとちゃう？」

「そっちこそ抜け忍にしては緊張感が足りないわよ。昼間のあの追い忍……あんたの双ふた子ごのお姉ねえさん？」

　その問いに、綾音は露ろ骨こつに沈ちん黙もくした。

「……ふうん、図ず星ぼしってわけね」

「ブ～ッ！　双子ではありませーん」

「じゃあ、お姉さんってのは合ってるんだ」

「うっ……」

「なに？　もしかして墓ぼ穴けつ？」

「や、やかましなあ！　ほっといてんか」

　綾音は不ふ貞て腐くされたようにゴロンと涼子に背を向けた。

「自分から構かまいにきたくせに……」

　涼子はそう呟つぶやいて苦く笑しようする。

　口は汚きたないし生なま意い気きで鼻はな持もちならないが、この綾音という少女に対して、涼子は不ふ思し議ぎと悪い印いん象しようは持っていない。

　静馬の奇き襲しゆうを迎げい撃げきした空中投げの妙みよう技ぎに感心しこそすれ、静馬の仇かたきをとってやろうなどというつもりはさらさらなかった。気にしているのはむしろ綾音の方である。大だい胆たん不ふ敵てきで厚かましい態度はケインの後ろ楯だてがあればこそのポーズにすぎず、実際のところは八はつ方ぽう美び人じんで敵を作りたがらない性格──しかもけっこう甘あまえたがりなタイプなのではないかと涼子はにらんでいた。

　しばらくして、綾音がポツリと言った。

「……ホンマの姉し妹まいかどうかは分からんわ」

「え？」

　ウトウトしかけていた涼子は思わず聞き返したが、綾音は背を向けたまま答えようとはしなかった。




　　　　☆




　朧おぼろな月光の下、慶一郎と黒くろ装しよう束ぞくの男の無む言ごんの格かく闘とうは続いていた。

　その目まぐるしい攻こう防ぼうは、どこか奇き妙みような追いかけっこの様よう相そうを帯おびていた。

　間ま合あいの測り合いに始まり、まずは遠間からの慶一郎の先制攻撃。男はそれを避よけて懐ふところへ飛び込むが、慶一郎は密着を嫌きらって半なかば強ごう引いんに押おし戻もどし、あるいはみずから引いて間合いを広げる──その繰くり返しである。巨きよ漢かんの慶一郎は長いリーチで相手を捕とらえようとするが、一方敵が得意とする間合いはほとんど密着するような近距きよ離りで、互たがいの攻撃が有効となる距離がまるで嚙かみ合わないのだ。

　慶一郎の突つきの連打を紙かみ一ひと重えで見切り、あるいは掌しよう打だを当ててわずかに逸そらせて躱かわすと、男は針の孔あなのような隙すきをついて飛び込んでくる。

「くっ……！」

　間合いの内側深くに入り込まれると、慶一郎には近すぎて有効な技が出せないため、肘ひじか膝ひざでブロックしつつ押し返すほかはない。しかし数度にわたる打ち合いで慶一郎の対応パターンを読んだ男は、一瞬動きを止めて反応を見てから、脇わきに回り込んで肩かたから体当たりするようにして密着した。

　ガッ！

　慶一郎の全身に突つき刺すような衝しよう撃げきが走り抜けた。暗あん器きによる刺し突とつではなく、ほぼゼロ距離から放たれた拳こぶしの突きであった。

　衝撃に弾はじき飛ばされながら地面を蹴けり、慶一郎は大きく飛び退のいて男の追つい撃げきから逃のがれた。

（これほどとはな……）

　慶一郎は顔色は変えずに心の中で舌打ちした。インパクトの瞬間に〈龍りゆう気き〉で肉体を硬こう化かさせたものの、ダメージの軽けい減げんにはそれほど効果がなかったようだ。横おう隔かく膜まくの痙けい攣れんを抑おさえて呼吸を調ととのえるのがやっとの状態である。この一撃で自分のスピードが落ちることは確実だった。

（もう一発食くらったらアウトだ。次で捕つかまえるしかない！）

　慶一郎の足が止まったのを見るなり、男は身を屈かがめて突っ込んできた。影のように音もなく接近し、目の前で不意に跳とぶ。

「──!?」

　慶一郎は一瞬途と惑まどった。男が跳躍というリスクの大きい行動に出たのが信じられなかったのだ。

（これはフェイクだ！）

　その直感は正しかった。男はまだ地上にいたのである。跳んだと見えたのは男が投げた上うわ衣ぎだった。

　上衣は視界をふさぐように広がりながら飛んできたが、慶一郎はそれを無視して、本体の男の攻撃に意識を集中した。上衣に隠かくれた相手に向かって拳を突き出すと、男はその下をかいくぐって側面に回った。身体を密着させると同時に一撃必殺の拳けん突とつを放つ。

　パンッ！

　拳が肉を打つ音が響ひびく。

「むうっ!?」

　男が低くうめいた。拳が打ったのは慶一郎の身体ではなく、腋わきの下をくぐって突き出された掌てのひらだと知ったからである。

「〈龍りゆう勁きよう掌しよう〉!!」

　拳を受けとめた慶一郎の掌が黄おう金ごん色いろの輝かがやきを放はなつ。それは霊れい的てきな視覚でしか捉えることのできない〈龍気〉のほとばしりであった。

　カァァン！

　鉄板を叩たたいたような鋭い音とともに、龍気の衝撃波が男の腕うでを突き抜ける。弾はじかれたように飛び退すさった男はすぐに身構えようとするが、右腕は力を失ってダラリと垂たれ下がったままだった。

「どうだ？　まだやるか？」

　慶一郎は脇腹の痛みを誤ご魔ま化かしながら余よ裕ゆうの構えを見せる。一流の武闘家であれば引き際ぎわをわきまえているものだが、退ひけない理由があるのか、男に怯ひるんだ様子はなかった。

「万一この俺に勝てたとしても、ここには飛天流剣術の師し範はんがいる。悪いことは言わん……帰ったほうがいい。斬きられるぞ」

「飛天流……？」

　男の表情にわずかな変化があった。それが途惑いなのかどうかは読めない。それでも闘たたかう意志に変わりがないことは、瞬まばたきしない目を見れば明らかだった。

　慶一郎は〈神カム威イの拳けん〉の呼吸法で再び龍気を練り、男の出で方かたを待った。手て負おいとなった男の殺気が急激に膨ふくれ上がる。二人の間にある空気が膨らみきった風船のように破は裂れつしようとした──その時である。

　風を切る鋭い音が頭ず上じようから降ってきた。

　ザクッ！

　回転する物体が二人のちょうど中間に落下し、境けい内だいに敷しきつめられた玉たま砂じや利りに突き立った。

「なっ……!?」

　その物体を前にして、慶一郎は我が目を疑った。それは刃は渡わたり五〇センチに達する巨大な十字手裏剣だったのである。

　ガサッと枝葉の揺れる音を聞いて視線を走らせる。木々の影かげが作る闇の中に、白い仮面が天地逆に浮かんでいる。のっぺら坊ぼうの顔に、左右の目にあたる部分に丸い穴を二つ開けただけという、子供の落らく書がきじみた仮面である。







[image: ]







「貴き様さまは昨日の！」

　その白面には見覚えがあった。ボディガードをしていた慶一郎を足止めして、綾音の拉ら致ちを助けた忍者である。

　再び枝が揺れ、白面の忍者は境内に降り立つ。硬質な足音を立てて立ち上がったその姿が異様だった。漆しつ黒こくの忍装束を着込んでいるため暗闇に慣なれた目にもプロポーションは不明だが、地面から三メートル以上という高い位置に仮面がある。竹たけ馬うまにでも乗っているような身長である。

（こいつ……宇宙人か!?）

　慶一郎には実際に三メートルもの巨体を有する武闘家と闘った経験があるが、この白面の忍者から受ける印いん象しようはあまりに異質だった。殺さつ気きはもとより、人間らしい気け配はいがほとんど感じられないのである。

　白面の忍者が思わぬ速度で迫せまってきた。コンパスの異常な長さのせいだが、その不ぶ気き味みさに鳥とり肌はだ立った慶一郎は逆に先制攻こう撃げきに出た。腰こしだめに構えた両手の間に龍気を集中し、砲ほう丸がん投なげに似たモーションで撃うち放はなつ。

「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」

　黄金色に輝く龍りゆう気き弾だんが白面の忍者の胸むな板いたを貫いた。突とつ進しんがピタリと止まり、忍者は糸の切れたマリオネットのように崩くずれ落ちる。

「……？」

　あまりの手て応ごたえのなさを不ふ審しんに思った慶一郎は、倒たおれた忍者に駆かけ寄った。そこにはオーバーサイズの黒装束と白面が残されているだけで、中なか身みはもぬけの殻からであった。

「また〈忍法〉か!?」

　狐きつねにつままれたような気分になった慶一郎は、慌あわてて周囲の気配に注意を向ける。さっきまでにらみ合っていた男は、慶一郎が謎なぞの闖ちん入にゆう者しやの登場に気を取られている間に、石段の手前まで後退していた。

「思わぬ邪じや魔まが入ったな……出直してくる」

　動かない右腕では勝てないと悟さとったのだろう。そう言い残すと男は石段を下りて去っていった。

　男が消えた石段の方を凝ぎよう視ししながら、慶一郎は最後の言葉のイントネーションに、わずかに関かん西さい訛なまりがあったことに気付いていた。




　　　　二




　翌朝──午前八時ジャスト。

「ねえ静馬さん……いくらなんでも、それはちょっとやりすぎなんじゃないですかあ？」

　大だい門もん高校の正門脇わきで、大だい作さくが静馬のシャツの背中を引っ張りながら心配顔で言った。

「やかましわ！　恨うらみは二十四時間以内に晴らすっちゅうのがオレのやり方や!!」

　朝っぱらからハイテンションで答えながら、静馬は開いた金属線の束たばを手にせっせと作業にいそしんでいた。その様子を後ろから眺ながめながら、大作は少し軽けい蔑べつしたような目つきになる。

「こんな朝早くから学校にやってきて何をするのかと思えば、そんな姑こ息そくな罠わなを仕し掛かけてるんですからね……静馬さんはもっと正々堂々と勝負する人だと思ってましたけど。僕の静馬さんに対するイメージを修正しなくちゃならないなあ」

「何とでもほざけ。あのアホ外人を仕し留とめるにはこれしかないんや」

「失敗したらみっともないし、たとえ成功しても犯はん罪ざいのような気がするんですけどねえ。それもそんな格かつ好こうまでして……」

　登校してきた生徒たちが、正門を通りながら奇き異いの視線を二人に向ける。静馬がこんな時間に校内にいること自体すでにおかしいが、全身アーミールックで固め、カモフラージュのためにバンダナに小枝まで挿さしている姿は逆に目立ちすぎるほど目立っていた。

「手て伝つだわんのやったらどっか行け。お前がおったら目立つだけや」

「まったく……自分が何をやっているのか理解して言ってるんでしょうね？　どういう結果になっても僕は知りませんからね」

「大作……男にはなあ、どんな卑ひ怯きような手を使っても勝たねばならん時があるんや」

「今がその時だとはどうしても思えないんですが……どうせ何を言っても無む駄だなんでしょうね。静馬さんって何でも身をもって確かめないと納なつ得とくしない人なんだから」

　大作は深々と溜ため息いきを吐ついた。

「分かりました……もう止めませんから、好きなようにやってください。僕はとばっちりがイヤなので遠くから応おう援えんしてますね」

　呆あきれ果てた大作が立ち去ってから、およそ三〇分後──。

『草くさ彅なぎが懲こりもせずにまたあの外人に挑戦するつもりらしい』という噂うわさはすでに全校に広まり、教室の窓には生徒たちが鈴すずなりになっていた。校門で怪あやしげな罠を仕掛けているのだから当然の成りゆきである。静馬はインタビューのために近寄ってきた報道部員や野や次じ馬うまたちを「見み世せ物ものとちゃうぞ！」と一いつ喝かつして追い返すと、生徒たちの注視する中、正門脇の植え込みの中に堂々と身を隠した。

　そして待つこと数分。

　ブロロロロ……

　すでに誰だれもが聞き覚えのあるバイクのエンジン音が聞こえてきた。

「ククク……さあこい、ケイン・バーネット！　ここは地じ獄ごくに通じる門や!!」

　植え込みの中で発達した犬けん歯しを剝むいてほくそ笑えむ静馬は、バイクが正門を通過する直前、右手に摑つかんだピアノ線を思い切り引いた。

　ビンッ！

　ピアノ線の一方の端はしは正門の反対側に結びつけられており、およそ一・五メートルの高さに張り渡わたされることになった。何も知らずに突っ込んできたバイクを引っかけて転てん倒とうさせようという、単純にして効果抜ばつ群ぐん、そして誰の目から見ても卑ひ劣れつ極きわまるトラップであった。

　しかし次の瞬しゆん間かん──またしても、誰もが予想しなかった光景がそこに展開した。

　ブツンッ!!

　バイクが正門を通過した瞬間、静馬は異様な手て応ごたえとともに、何かが千ち切ぎれるような音を聞いた。黒くて丸い物体が宙を舞まい、目の前に落ちてくる。

「……え？」

　その物体を見た静馬は硬こう直ちよくした。飛んできたのはケインのヘルメットだった。

　窓から覗のぞいている生徒たちの間から悲鳴とどよめきが上がる。そちらの方に顔を向けた静馬はその理由を知った。首なしライダーを乗せたバイクが走っていたからである。

「ウ……ウソやん!?」

　静馬はアングリと口を開けたまま、バイクと目の前のヘルメットを交こう互ごに見た。ピアノ線がギロチンの役割を果たしたことは明白だった。

　これはもはや立派な殺人事件である。しかも目もく撃げき者しやは山ほどいた。全員がその恐おそるべき事実に気付き、辺あたりは一いつ瞬しゆんにして不気味な沈ちん黙もくに包まれる。

　首なしライダーを乗せたバイクは、校舎の手前までくるとブレーキをかけて停車した。生徒たちは悪夢を見るように息を吞のんで見守る。

　ライダーはひょいと右手を挙げて挨あい拶さつした。しかし生徒たちの反応がないことに途と惑まどったように手を振ふるのを止やめ、頭を搔かこうとしたその時になって、ようやく自分の首から上がなくなっていることに気付いたらしく肩かたをピクッと震ふるわせた。

　両手を使ってそこにあったはずの頭の形をなぞる。そして頭がないことを確認すると、腕うで組ぐみをして思案するような素そ振ぶりの後、不意に右手の人差し指を立てて『閃ひらめいた！』というジェスチャーをする。

「え……？」

　明らかに不ふ審しんな動きに興きよう味みをそそられた生徒たちが窓から身を乗り出す。間もなく、首なしライダーの胸むな元もとがモコモコと膨ふくらんだかと思うと、

　シュポン！

　と小こ気き味み好よい音とともに、ケインの首が生はえてきた。

「ヒュウウ～……び～っくりしたナア、モウ～」

　ケインは唇くちびるを尖とがらせてそう言うと、ライダースーツの胸のポケットから手て鏡かがみを取り出し、それを覗き込みながら乱れた金きん髪ぱつを櫛くしで整えはじめる。

「な……なんや、首チョンパになったわけやなかったんか……って、ええ!?」

　予想外の事態に呆ぼう然ぜんとしていた静馬は、慌てて目の前のヘルメットを手に取り、シールドを開いてみた。中に詰まっていたのは『つるニハ○○ム』と落書きされた、けっこうな重量のある布ぬの袋ぶくろであった。

「ハッ……こ、これは人形ダミー!?」

　プシューッ！

　ヘルメットから白い煙けむりが噴ふき出す。静馬が火薬の臭においを嗅かぎつけた時には、時すでに遅おそかった。

　閃せん光こう──そして爆ばく音おん。

　ＢＡＧＯＯＯＯＯｏｏｏＭ!!

　大門高校史上、校内でキノコ雲が発生したのは、それが最初で最後の事件だった。

　生なま首くび爆ばく弾だんの正しよう体たいは巨きよ大だいな煙玉だったらしく、周囲に引いん火かするようなことはなかったが、あまりに凄すさまじい爆発に、誰もが静馬の爆死を疑わなかった。

　やがて、もうもうたる白煙と熱気の中から人ひと影かげが現れる。フラフラと左右に揺ゆれながら歩み出たのは、『実験に失敗した博士』よろしく全身ボロボロのススまみれに変わり果てた静馬だった。

「く、草彅……？」

「お……おい、生きてるぞ！」

「奴やつは不ふ死し鳥ちようか!?」

　静馬はケインの前まで歩いてくると、右手を上げて人差し指をケインに向けた。

「しょ……勝負は明日あしたや……逃にげんなよ」

　咳せき込んで煙の塊かたまりを吐きながらそう言うと、くるりと背を向けて自力で保健室へ向かう。

「あとたった一日なのに無ぶ事じでいられないわけ？　あのバカは……」

　登校途と中ちゆうにキノコ雲を目撃してダッシュで校門にやってきた涼子は、目の前の光景に啞あ然ぜんとしながら呟つぶやいた。
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「それで、草彅君はどうしているのかね？」

　昼休み──校長室にやってきた大作に藤とう堂どうが尋たずねる。大作は肩かたをすくめて、

「昨日きのうと同じく保健室で修理中です。だから僕ぼくはやめた方がいいって言ったんですけどねえ」

「爆ばく死ししなかっただけマシだ。ケインはしょっちゅう火薬の量をわざと間ま違ちがえるからな」

　横にいる慶一郎は冷静にコメントする。大作と藤堂が一いつ瞬しゆん『あんたらってどういう関係？』という顔で見た。

「それで校長、我われ々われを呼んだ理由というのは？」

「うむ。花京院綾音の実家についての調査報告が届いたので知らせておこうと思ったのだ。まだ詳くわしいことまでは分かっていないのだがね……参考程度にはなるだろう」

　藤堂はそう言って、数枚のファックスを綴とじたファイルを慶一郎に渡わたした。藤堂が調査を依い頼らいしたというルポライターは相当にマメな性格らしく、たった一日で調べたにしてはけっこうな情報量だった。

「花京院綾音の実家が尼あまが崎さきに実在し、彼女が一学期まで地じ元もとの県立高校に在学していたことは確認が取れている。クラスメートの話によると、成績は中の上、運動は抜群だが、クラブには所属せず、校内ではどちらかといえばあまり目立つ生徒ではなかったということだ」

「ずいぶんと印いん象しようが違ちがいますねえ」

　大作が報告書に添てん付ぷされた綾音の写真を見ながら言う。地元の高校の制服を着た綾音がクラスメートと一いつ緒しよに写っているが、大作の知っている派は手でで我わが儘ままで押おしが強いといった感じは微み塵じんもなく、髪かみを下ろしているせいもあってか、逆におとなしくて品のいいお嬢じようさんタイプの少女に見えた。

「花京院は代々武術を伝えている家で、父親が師し範はんとして道場を開いている。門もん下か生せいに聞いたところでは、その道場にケイン・バーネットが現れたのは七月の上じよう旬じゆんだったという話だ。教えを乞こいにきたと言いながら、ロクに稽けい古こもせずに花京院の家に入いり浸びたっていたらしい。おかしな外人の居い候そうろうとして近所でも有名だったようだ」

　慶一郎は苦にがい顔になって指で眉み間けんを押さえる。図ずう々ずうしくご飯はんをおかわりしているケインの姿が容よう易いに想像できた。

「ケインと綾音君が実家から姿を消したのは八月の半なかば、ちょうど亡なくなった彼女の母親の墓参りに行った翌日だそうだ。門下生の何人かが、失しつ踪そうの直前、彼女と父親が激しく口論をしているところを目撃している」

「あのう……先生、さっきから道場の人の話ばかりですけど、花京院さんの家族の方はどうなってるんです？」

「綾音君の家族は父親と姉が一人いるだけだが、二人から話を聞くことはできなかったそうだ」

「どうしてですか？」

「二人は数日前からそろって行ゆく方え不ふ明めいになっている」

「──!?」

　慶一郎と大作が表情を強こわばらせる。藤堂は二人の反応を確認すると話を続けた。

「二人が姿を消す少し前に、妙みような外人からの電話があったそうだ。電話の主ぬしがケイン・バーネットだと容易に想像はつくが、どんな内容だったかは不明だ。父親は師範代に道場を任まかせると告げていなくなったそうだから、突とつ然ぜんの失踪というわけではなさそうだな」

「ふむ……」

　不ふ審しんな顔つきでファイルをめくっていった慶一郎は、最後の一枚に綾音の家族の写真のコピーを見つけて目を細めた。

「……なるほど、そういうことか」

「何が『なるほど』なんです？」

　大作が横からファイルを覗のぞき込む。

　写真に写っているのは綾音と思おぼしきキャンディ・ヘアの少女だが、こちらはまた少し印象が異なっていた。いかにも聡そう明めいそうで、人気も人望もある優等生といった雰ふん囲い気きが見て取れる。名前は花京院香か澄すみ。綾音とは一つ違いの姉であった。

「これがお姉さん？　すると昨日学校に現れた偽にせ者ものって、こっちの方なんじゃ……先生、そういうことなんですね？」

「何が『そういうこと』なのかは分からんが、まず間違いはなさそうだな。いや……偽者と言うなら綾音本人の方かもしれんぞ」

　大作はますます訳わけが分からないといった顔になった。

「ケイン・バーネットの話にあった〈ＮＥＳ〉については今のところ何の情報もない。花京院の武術道場がその秘ひ密みつ組織の訓練所だという話はデマの可能性が高いな」

「奴の言うことはたいていマユツバですから、いちいち気にしちゃいられませんよ」

「南な雲ぐも君、君の方で摑つかんでいる情報はないのかね？」

「情報というか……妙な物なら摑まされましたよ」

　慶一郎は持ってきたバッグの中から、丸めた黒い布を取り出して校長のデスクに置いた。

「これは何かね？」

「昨夜、例の仮面の忍者が神社に現れましてね。こいつはその置き土産みやげです」

　慶一郎は黒くろ装しよう束ぞくを広げて見せると、続いて白い仮面と巨きよ大だい手しゆ裏り剣けんを取り出して説明した。

「仮面はプラスチック製で、パーティ用のグッズとして市販されている物にちょっと手を加えただけ……このバカでかい手裏剣にしても見た目の迫はく力りよくこそありますが、金属なのは芯しんと表面だけで、それ以外はバルサの削けずり出しです。要するに見かけ倒だおしのハッタリってわけですよ」

「……どういうことかね？」

「ＮＥＳの話に信しん憑ぴよう性せいを持たせるための狂きよう言げんだと思います。この衣い装しように金色の髪かみの毛が一本でもくっついていれば確実な証しよう拠こになったはずですけどね」

「しかし南雲君、謎なぞの忍にん者じやがケイン・バーネットの変装であり、ＮＥＳの存在もすべてが噓うそだったとして……ならば彼の目的はいったい何なのかね？」

「奴の目的といえばやっぱり……金以外にないでしょう」

「でも先生、お金が目的だったら、ケインさんはもう手に入れてるじゃないですか。僕の見たあの大金はどう説明するんです？」

「その通りだ」

　大作の意見に藤堂が頷うなずく。

「第一、大金をせしめるとしてもどこから手に入れるのかね？　それに綾音君を拉ら致ちしたというヤクザ風の連れん中ちゆうもケインの一味であるとは考えにくいのだが……」

「俺おれに訊きかれたって困りますよ」

　慶一郎はお手上げのポーズをして見せた。

「どうやらもう少しだけ、奴の遊びに付き合ってやる必要がありそうですね。まあ、奴が何かの目的で時間稼かせぎをしているとしても、こちらには切り札がありますから」

「切り札？」

「どんな人間にだって弱点や苦にが手てがあるように、ケイン・バーネットにも天敵がいるんですよ。俺の目は欺あざむけても、彼女には絶対にかなわない」

「彼女？　その天敵とは女性なのかね？」

「ええ。彼女の名はレイチェル・ピンカートン──ＩＣＰＯの特別捜そう査さ官かんです。彼女さえ来てくれれば、奴が何を企たくらんでいようと終わったも同然ですよ」

　自信満々に他た力りき本ほん願がんなことを言う慶一郎を、大作はもの珍めずらしげに眺ながめた。

「それって……ル○ンに対する○形警けい部ぶみたいなものですか？」

「…………」

　しばらくの思案の後、慶一郎は難むずかしい顔で答えた。

「あえて言うなら不○子の方だと思うが……あれは別モノだな」

「……そ、そうですか。で、そのレイチェルさんはいつ来てくれるんですか？」

「明日の昼には成田に着く」

　慶一郎は心しん底そこ嬉うれしそうにニヤリと笑った。

「つまり、ケインに振り回されるのも明日で終わりということだ」
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　放課後──

　ケインのアパートへ帰りたいとゴネる綾音の監視を涼子と大作に任せ、慶一郎は夕食の買い出しに出で掛かけた。高速五号線の高こう架か下したを西台方面に向かってジープを走らせながら、今日の出で来き事ごとについて考えを巡めぐらせる。

（草彅が爆死しかけた以外はいたって平和な一日だったが……そういえば、例の追い忍の姉は今日は来なかったな。どこで何をしているのやら）

　ドサッ！

　歩道橋の下をくぐった直後、頭上から降ってきた物体がジープの後部座ざ席せきに乗っかった。

「なっ……!?」

　落下のショックで危あやうく蛇だ行こうしそうになるジープを立て直し、バックミラーに映うつったニヤケ顔をにらむ。

「ハア～イ、ケイン・バーネット颯さつ爽そう登場！　なぁ～んちって」

「な、何のつもりだ！　死にたいのか!?」

「まあまあ、そうカッカしなさんな」

　いきなり乗り込んできたケインは後部座席であぐらをかくと、人差し指を立てた右手をクルクル回した。

「ちょいと行きたいところがあるんだ。まずはＵターンしてもらおっカナァ～？」

「行くって、どこへだ!?」

「そりゃあもちろん、〈ＮＥＳ〉の黒くろ幕まくんトコへさ」

「……今からか？」

「イエ～ス」

「明日にしないか？」

「ＮＯ～、ダメダメ」

　ケインはチッチッチと舌を鳴らす。

「アポを取るのに苦労したんだぜ。あちらさんも悪事で忙いそがしいらしいし」

「今日中に帰れる場所なんだろうな？」

「そいつはオタク次し第だいさ」

「その黒幕とやらに会ってどうする？」

「オイラとアヤネを追わないように交こう渉しようするのさ」

「交渉だけか？」

　ケインはニッコリ笑顔で頷いた。どうにも食くえない顔だ。

「やれやれ……」

　言われるままに交差点でジープをＵターンさせる。アクセルを踏ふみ込みながら、慶一郎は確信にも似た予感を感じていた。

　どうやら今日はただでは帰れそうにないらしい──










　伍ごノ段　爆ばく裂れつめりけん忍にん法ぽう・ケイン式大だい脱だつ出しゆつ





〈四日目──追記〉




　俺おれがケイン・バーネットと知り合ったのは二年前、ニューヨークでのことだ。

　奴は〈冒険屋ピンチマン〉を名な乗のる探たん偵ていもどきの何なんでも屋やで、俺が住み込みで働いていた中華レストランの裏の、傾かたむきかけたビルの五階に小こ汚ぎたない事務所を構えていた。

　残ざん飯ぱんを捨てに裏口から出たところで見み掛かけた『路ろ地じ裏うらで猫ねこと追いかけっこをしている妙みような男』──それがケインだった。

　二度目はちびっこギャングの一団に追われて、店の前の通りを凄すごい勢いで駆かけ抜ぬけていくところ。そして三度目は趣しゆ味みと実じつ益えきを兼かねてやっていた賭かけストリートファイトの最中で、その時はケインの方から声をかけてきた。

「ヘ～イ、ミスターサムライ！」

　奴やつは最初から馴なれ馴なれしかった。

「どうだい、オイラと組まねえ？　ガッチリ儲もうけさせてやるからさ」

「……儲けたいなら俺に賭ければいい」

「おたく、これ以上連勝記録を伸のばしても白黒両方から恨うらまれるだけだぜ。困るのは地じ元もとの黄色だ。そろそろ商売替がえした方がいい」

　聞き流すには少し気になる話だった。世せ話わになっているレストランには迷めい惑わくをかけたくなかったからだ。

「そういうあんたは何だ？」

「オイラの名はケイン・バーネット。今世紀最後のニンジャさ」

　ケインはそう答えて、人ひと懐なつっこい、しかしどこか人を食ったような不ふ敵てきな笑えみを浮うかべた。

　どうしてそのニヤけた胡う散さん臭くさい男の話を聞く気になったのか、本当の理由は今もって分からない。しかしそのぶしつけなアドバイスに耳を貸さなかったら、その後数々の波は乱らん万ばん丈じような事件に遭そう遇ぐうすることはなかっただろう。ケインの手引きがなければ地ち下か武ぶ闘とう会かいに参加することもなかったはずだ。もちろんウィラード・ゲイツとの対決も──

　ただ結局のところ、奴のおかげで儲かったという記憶は俺にはない。
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　慶一郎が運転するジープは一七号線を与よ野の市方面に向かって北上していた。時刻はすでに六時を過ぎ、国道にはヘッドライトの列が連つらなっている。

「──それで、どこまで行けばいいんだ？」

　後部座ざ席せきの外人にバックミラー越ごしに尋たずねる。ケインは背もたれを倒たおした助手席に長い足を載のっけてくつろぎながら、偉えらそうな口く調ちようで答えた。

「埼さい玉たまゴズニーランドまで頼むわ」

「どこだよそれは!?」

「知らない？　モッキー・ゴウスやゴナルド・ボックがいる素す敵てきな夢の国さ。そこではお金は要いらず、愛だけがすべてなんだ。イッツ・ア・ビガーズワールド！　世界は一つだよ」

「そんな訳わけの分からん国へは一人で行ってこい。そして帰ってくるな……永久にな」

「じゃあＮＥＳの本部に寄ってく？」

「当然だ」

　三〇分後──ジープは大おお宮みや市の郊外にある住宅地の一角に停車した。一戸建ての立ち並ぶ地区から少し外はずれたところに、高い塀へいに囲まれた広い敷しき地ちを有する邸てい宅たくがある。そこがケインの目的地だった。

「けっこうな屋や敷しきだな。地元の名士でも住んでるのか？」

「ルックスに騙だまされちゃダメダメ、あの屋敷の地下にはそりゃもー大だい規き模ぼな秘ひ密みつのアジトが……」

「アジトねえ……」

　慶一郎は屋敷の地下に広がる悪の秘密結社ライクな施し設せつを想像してみたが、純和風のたたずまいとのギャップがありすぎてイメージが結びつかなかった。

「いや～しかし何だね、こうやって二人して悪のアジトに殴なぐり込むのも久しぶりだよねェ」

「殴り込む……？　交こう渉しように行くんじゃなかったのか？」

「そうだっけ？」

「…………」

　慶一郎が白けた顔でにらむと、ケインはサッと視線を逸そらして遠くの屋敷を眺ながめた。

「ほーら見てごらん。よく燃えそうだろ？」

「そ……そうだな」

「ほんじゃマ、行ってみよっか。元気出してレッツゴ～！」

　ポンポンと気安く肩を叩たたかれ、慶一郎はやれやれという顔でギアを操そう作さし、アクセルを踏み込んだ。




　　　　☆




　一〇〇メートルほど手前でジープを降り、二人は歩いて屋敷の正門の前までやってきた。門柱には『羽は黒ぐろ』と表ひよう札さつがある。ケインが警備用カメラに向かってピースサインを出すと、門はあっさりと開いて二人を迎え入れた。

　玉たま砂じや利りの敷きつめられた小路を進む。やがて、玄関先で待ち構えているスーツ姿の若い男が視界に入った。

　その秘書風の男はケインの姿を見ると口くち元もとを歪ゆがめて露ろ骨こつに──アメリカ人の感覚で言えばわずかな表情の変化かもしれないが──侮ぶ蔑べつの色を浮かべた。しかしケインの後ろにいる二メートルを越こす巨きよ漢かんの日本人の存在に気付き、すぐに能面のような無表情に戻る。値ね踏ぶみするようなねちっこい視線を感じて、慶一郎は小さくフンと鼻を鳴らした。

「先生はご多た忙ぼうだ。話は手て短みじかにしてもらおう」

「オッケ～」

　尊大な男の物言いに対して、ケインは最高に軽けい薄はくな口調で答えた。この外人は人をおちょくる天才である。もちろん計算でやっているのだろうが、ケインという男の場合もはや本能になっていると言えなくもない。

　男に案内されて屋敷内に入ると、外から眺めていた時に受けた伝統ある旧家という印象は急速に薄うすれていった。最近になって替かえたらしい洋風の内装や家の雰ふん囲い気きにそぐわない美術品など、金だけはかかっているが、何のことはない『成なり金きんの豪ごう邸てい』的な安っぽい感じがする。豪華だが品に欠けるきらいがあった。

（どこかで見たような趣しゆ味みだな……）

　それは慶一郎にも馴な染じみのある、ある種の人間に特有のセンスだった。それがどういう人間だったか思い出そうとしたが、秘書の男がドアの前で足を止めたのでその思考は中断された。

「ここで待っていろ」

　秘書がドアを開けて二人を応おう接せつ間まに招き入れる。ここまでの廊ろう下かと違ちがって値の張りそうなこれ見よがしの美術品は一点もない。壁かべや床ゆかに不自然な空間があるところを見ると、手て癖くせの悪い客が来るのを知っていて他の部屋に移したのだろうか。だとすれば少々ケチくさい話だ。

　慶一郎がおとなしくソファーに座すわって待っている間、ケインは応接間の中を落ち着かない様子でウロウロしていた。窓まど際ぎわに屈かがみ込んで壁を叩たたいてみたり、テーブルの下を調べたりしている。明らかに不審な行動だったが、慶一郎は何も言う気になれず放ほうっておいた。

　しばらくすると奥おくの方にあるドアが開き、秘書を連れた和服の男が応接間に現れた。脂あぶらぎった精力的な顔つきをした五〇前後と思おぼしき男である。美食家なのか、顔色は赤黒く、目の下や頰ほおの皮がたるんでいてブルドッグを連想させる。

　屋敷の主人らしいその男が向かいのソファーに腰こし掛かけると、窓際にいたケインは、教師の姿を見て慌あわてて席に戻る生徒のようにはしゃいで慶一郎の隣となりに座った。おとなしくするかと思いきや、片足をドッカとテーブルに載せ、小指を耳の穴に突っ込んでホジホジしながら──という一〇〇パーセント人をナメきった態度で尋ねる。

「ところでオッサン、ここってお茶くらい出ないの？　玉ぎよく露ろでいいからサア」

「き……貴き様さまなんぞに出す茶があるか！」

　主人はもともと赤黒い顔をさらに赤くして怒ど鳴なると、やけに白目の部分が大きいギョロ眼めでケインをにらみつけた。この男とケインの間にどういう経いき緯さつがあったのかは不明だが、男の方はケインに対して恨うらみ骨こつ髄ずいに達しているらしく、まるで発ほつ作さのような興こう奮ふんぶりである。

　説明を求める慶一郎の視線に気付いてケインが答える。

「オット、紹しよう介かいがまだだったな。この小こ汚ぎたねえオヤジが……え～と、何だっけ？　タコじゃなくてオコゼじゃなくて……そうそう、マグロだ」

「ハグロだ！」

　ケインの回りくどいボケに、屋敷の主人──羽黒は本気のツッコミを入れた。

「貴様と話していると血圧が上がるわ……望みの金をくれてやるから、ブツを置いてさっさと失うせろ！　このチンピラ外人が!!」

　羽黒が手で合あい図ずすると、秘書が大きなジュラルミンケースを持ってきてテーブルの上に置いた。ケースを開いて二人に中を見せる。

（ふうん……）

　中身は慶一郎の予想していた通りの代しろ物ものだった。ケース一いつ杯ぱいの札さつ束たばである。すべて帯おび封ふうつきの一万円札の束で、軽く見積もっても三千万はあった。

　ケインは無む造ぞう作さにケースに手を突っ込み、底の方にある札束の一つを抜ぬき出した。バラバラとめくって本物かどうか確認する。ケインが実際に確認しているのが札束ではなく、目の前の羽黒と秘書の顔色だということに慶一郎は気付いている。

（番号の揃そろっていない札束か……神かみ矢やの言った通りだな）

　綾音が持っていたという大金の出で所どころはここに間ま違ちがいなかった。問題はそれを手に入れた経緯である。

　羽黒は急いでケースを閉とじると、身を乗り出してケインに詰つめ寄った。

「ちゃんとネガを持ってきたんだろうな!?」

「ヘッ……心配しなさんな」

　ケインの右手に魔ま法ほうのように茶ちや封ぶう筒とうが現れる。手首のスナップだけで投げると、封筒は一直線に飛んで羽黒の眉み間けんにぶつかった。羽黒はバカにされたことも無視して、引き裂さくようにして封筒を開き、中から出てきたネガに目玉がくっつきそうになるほど顔を近付ける。

「よ、よし……これだ！　ヒヒ……」

　羽黒は喜びのあまり狂きよう気きじみたいやらしい笑えみを浮うかべた。慶一郎はその時になってようやく口を開いた。

「ケイン、ネガってのは？」

「前に見たッショ？　一枚だけ」

「あれか……」

　そう言われて思い出したのは、ケインのアパートに行った時に見せられた写真である。

「んでもって、これがあの続きネ」

「なに？」

　ケインが差し出した白い封筒を、慶一郎は不ふ審しんな顔つきで受け取る。封を切ると中から出てきたのは数枚の写真だった。一枚目はホテルの一室で半はん裸らの綾音が中ちゆう年ねん男おとこに言い寄られている問題の写真だったが、残りはその後の模も様ようを数分間かん隔かくで写したものらしかった。

　二枚目──綾音をベッドに押おし倒たおそうとしている中年男の背後にバット片手にケインが登場。とびきりのイタズラを仕し掛かけようとしている子供のような、込み上げる笑いをこらえきれないという顔だ。

　三枚目──殴なぐり倒されてベッドに伸びている男。綾音とケインは熊くまを仕し留とめたマタギよろしく男の背せ中なかを踏んづけ、カメラに向かってガッツポーズをしている。

　四枚目──失神した男がロープで縛しばられ、天てん井じようからパンツ一丁で逆さかさ吊づりにされている。仕留められた熊がカジキに変身。

　五枚目──二人が墨ぼく汁じゆうと筆で男の全身に「アホ」「エロオヤジ」「死ね」「バラ肉」「食い倒れ」「日本じゃ二番だ」等の落書きをしている。三分の一はケインの書いた文字らしいが、内容はともかく意外に達筆である。

　六枚目──顔じゅうに墨すみを塗ぬりたくられた男が、半はん泣なきになりながら必死に何かを訴うつたえている。綾音に革かわのムチで引っぱたかれているからだ。その後ろではケインが男の服や鞄かばんの中身を床にぶちまけて、金かね目めのものを物ぶつ色しよく中ちゆう。

　そして最後の七枚目──「天てん誅ちゆう」と書かれた半紙を男の顔に貼はり付け、カメラに向かってニッコリ笑顔で仲良くピースサインを出している綾音とケイン。

　慶一郎は写真から視線を上げた。目の前に踏ふん反ぞり返っている屋や敷しきの主人と、写真の中で二人にさんざんな目に遭あわされている中年男とは紛まがうことなき同一人物であった。

「どう？　気に入ってもらえたかニャ～」

「……クッ」

　美人局つつもたせに引っかかった被ひ害がい者しや本人を前にして、慶一郎は不覚にも吹き出した。ケインのおどけた台詞せりふがツボにはまってしまったのだ。久ひさ々びさに横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんする感覚に苦しんでいると、別のところからヒキガエルの鳴き声のような妙みような音が聞こえてきた。

「グヒッ……グヒッ、ヒヒッ、イーヒヒヒィッ！」

　それは羽黒の笑い声だった。何が嬉うれしくてたまらないのか、黄色い歯は茎ぐきを剝むき出しにして口から泡あわを飛ばしながら笑っている。物ものの怪けにでも憑つかれたようにひとしきり笑った後、ピタリと止めて、

「出番だぞ、てめえら！」

　羽黒が手を叩たたくと、慶一郎とケインが入ってきた扉とびらと奥の扉の両方が開いて、ダークスーツ姿の男たちがドヤドヤと部屋に入ってきた。大の男が一度に二〇人以上も押しかけてきたため、エアコンが利きいているにもかかわらず応接間はたちまち暑あつ苦くるしくなった。それも全員が殺さつ気き満まん々まんの暴力団員ともなればなおさらである。

　ジャキッ！

　ヤクザたちが手に手に取り出した銃じゆうを、ソファーに座ったままの二人に突つきつける。扉の外の気け配はいにとうに気付いていた慶一郎は、さして驚おどろきもせず、自分たちを取り囲む銃口の列をむしろ退たい屈くつそうに眺ながめた。

「なあケイン……お前にここまで付き合って、ようやくはっきり分かった事実が二つある」

　心底うんざりした口調で言う。

「まず第一に、ここはＮＥＳの本ほん拠きよ地ちなんかじゃない。せいぜいヤクザの組長の屋敷ってとこだ。ニンジャのニの字もありゃしねえ」

「へえ～、もういっこは？」

「お前と『バディ・ムービーごっこ』をやってると、命が幾いくつあっても足たりないってことだ」
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「ピンポン・ピンポーン！」

　ケインが底そこ抜ぬけに能のう天てん気きな声を上げる。およそ絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのシチュエーションとは思えぬ会話である。二人のリラックスぶりを見た羽黒の反応は、こめかみにくっきりと血管を浮かび上がらせ、ギリギリと歯ぎしりするという分かりやすいものだった。

「てめえら……自分の立場ってやつを理解してねえようだな!?」

「理解はしてるつもりだがね」

　慶一郎は涼すずしい顔でそう答え、ケインを肘ひじで小こ突づいた。

「これをどうやって切り抜けるつもりだ？　銃だけならともかく、こんな団体さんで押しかけられちゃあ、逃にげようにも身動きがとれん」

「ダイジョーブ！　ナゼかとゆーとオイラはニンジャだから、いざという時には〈ニンポー〉でどうにかするもんネ」

「……じゃあどうにかしてくれ」

「ガッテン！」

　ケインは内ポケットに右手を突っ込んだ。部屋に充じゆう満まんした殺気が一気に緊きん張ちようを増す。それに気付いていないのか、ケインは眉まゆを下げてニンマリと微笑ほほえんだ。

「上へまいりマ～ス。天井にご注意くだサ～イ！」

「なに!?」

　ケインの懐ふところで、何かのスイッチが押おされるカチッという音がした直後──

　ドォンッ！

　耳をつんざく爆ばく音おんとともに、慶一郎は真下から突き上げる衝しよう撃げきに襲おそわれた。

　それと同時に凄すごい勢いで天てん井じようが落ちてくる。正確には自分がソファーごと真上に吹ふき飛ばされているのだが、そう理解するより先に慶一郎は両手を上げて、頭上に迫せまる天井を支えていた。しかし腕うでに重みを感じたのはほんの一いつ瞬しゆんのことで、すぐに目眩めまいにも似た浮ふ遊ゆうと落下の感覚に見み舞まわれる。最後に地面に叩き付けられた衝撃があったが、これはソファーのおかげでほとんど吸収された。

　ソファーの上で大の字になったまま呆ぼう然ぜんとすること数秒。

「なっ……何が起こったんだ!?」

　慶一郎の視界は熱気を帯おびた白い煙に遮さえぎられていた。焦げたような刺し激げき臭しゆうが鼻をつく。何かが爆発したことは確実だった。

　左手から外気が流れ込んでくるのを感じた慶一郎は、そちらの方に向かって数歩進んだ。段差に蹴けつまずいてタタラを踏ふむ。障しよう害がい物ぶつをまたぐと靴くつ底ぞこの感かん触しよくが変わり、不意に視界が開けた。

「ここは……」

　慶一郎は自分が応接間ではなく、屋敷の中庭に立っていることを知った。振ふり向いて見ると、応接間の壁かべに大穴が開あいている。慶一郎はまだ少し混乱している頭を働かせて、何が起こったのかを推すい理りし──一応の結論を得た。

　ケインは爆弾を二か所に仕掛けていたのだ。一つは慶一郎とケインが座っていた二人掛けのソファーの下、もう一つは窓側の壁である。

　リモコンの起爆スイッチを押すと、まずソファーに仕掛けた第一の爆弾が作動し、二人をソファーごと天井まで吹き飛ばす。ソファーが天井に達すると同時に第二の爆弾が作動し、壁を破は壊かいして脱だつ出しゆつ口ぐちを作ったのである。

　自分は空中に逃のがれて爆風を避さけつつ、ヤクザたちに多大なダメージを与あたえると同時に脱出口を作る──一いつ石せき二に鳥ちようならぬ二石三鳥の大仕掛けだった。当然ながら、ついさっき慶一郎の目の前で仕掛けたものではない。少なくとも数日前に忍しのび込んで用意していたのだ。

「およそバカにしか思いつけないアクロバティックな仕掛けだな……ったく、何を考えてやがんだか」

　その仕掛けを作った当人の姿が見えないことに気付いて応接間を覗のぞき込む。消えたのはケインだけではなかった。テーブルは爆風で倒れていたが、その上にあったジュラルミンケースが消えていたのだ。

「やられた……ものの見み事ごとに……」

　豪ごう快かいにして華か麗れいなる大脱出であった。

　爆発の衝撃から立ち直ったヤクザたちが、破は片へんの中からゾンビのようにノロノロと起き上がってきた。ソファーごと転てん倒とうして目を回していた羽黒も手て下したに助け起こされ、埃ほこりで真っ白になった顔を上げて慶一郎をにらんだ。

「ブ、ブ……ブッ殺せェェ!!」

　いきり立ったヤクザたちが中庭に飛び出してきた。応接間にいたヤクザの半数は爆風をモロに食らって戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいっていたが、爆発音を聞きつけた他の下したっ端ぱが加わったため、慶一郎は結局二〇人近い敵に囲まれることになった。

　何人かが銃を向けているが、慶一郎はあまり心配はしていなかった。これだけの人数がいると味方に当たる可能性が高いからだ。羽黒にけしかけられたヤクザたちも、この大男の落ち着きぶりが不気味らしく、手を出しかねている様子である。

　Ｐｒｒｒ！

　慶一郎の携けい帯たいが鳴った。

　ビクッと震ふるえるヤクザたちを軽く手を上げて制すると、ベルトにつけたケースから携帯をおもむろに取り出し、受信ボタンを押す。

「はい、南雲です」

『──ハァ～イ、お元気ィ～？』

　電話の相手はケイン・バーネットだった。

『どう？　調子は？』

「ちょっとした大ピンチってとこだな」

『へえ～、そう。ガンバッテね～』

　まるっきり無責任な言いい草ぐさにブチ切れそうになるのをこらえて、慶一郎は努つとめて冷静に言った。

「そうしたいところだが、その前に訊きいておきたいことがある。いい加か減げん、すべての真相を話してもいい頃ころだろ？　ここはＮＥＳの本拠地じゃない……いや、ＮＥＳなんてものは初めから存在していなかった。そうだな!?」

『ピンポーン！』

「花京院綾音を使って美人局つつもたせを仕組んだはいいが、相手がヤクザの親玉だったんで処しよ理りしきれなくなって俺を巻き込んだ……そうだな？」

『Ｂｏｏｏｏ！』

「どこが違う!?」

『ヤクザの親玉じゃないヨ。ハグロはギーンだヨ』

「ギーン？　議員のことか？　発音が怪あやしいんだから英語で話せ。聞き取りにくい」

『フム……ヨゴザンショ』

　ケインは素直に英語に切り替かえた。

『ハグロの家は昔からここら一帯の顔かお役やくだったんだが、十五年ほど前に土地の売ばい却きやくで大おお儲もうけして、そのカネを使って県の議員になった。地元のヤクザを手なずけたのは最近のことさ……ま、田舎いなか者ものにカネ持たすとロクなことしねえってやつの典型だな。裏じゃけっこう好き放題にやってたらしいぜ。つっても、成なり金きんのやることがみみっちいのは世界共通だがね。でもってこのエロオヤジ、カネで買える女に飽あきて、素人しろうと娘むすめ紹介しろなんて言い出したわけよ。その話をちょいと小こ耳みみに挟はさんだもんで、アヤネと協力して悪党退治の罠わなを仕掛けたってわけさ』

「そんな情報、どうやったら小耳に挟めるのか知りたいもんだな」

『正義の使者は何でもお見通しってわけさ。でまあ、悪党を懲こらしめるついでに資金調達しようと思ってね。とりあえずその用も済すんだから、ここらでナグモ先生の出番かな、と……』

「結局、タダで尻しり拭ぬぐいさせようって腹だろうが！　正義の使者が聞いて呆あきれる」

『じゃあいくら欲しいんだ？　二百万か？　それとも三百万？』

「なっ………」

　慶一郎が返事に詰つまると、ケインはその反はん応のうを予期していたようにヘラヘラと笑った。

『ほ～ら、な？　おたくがカネで動く男ならこっちも苦労しないんだよ。〈分け前やるから協力しろ〉って言えばいいんだから。ところがカネの価値を信じてない人間を使おうとすると、それ相応の面めん倒どうな手順ってもんが必要になる。要するにお膳ぜん立だてだな』

「お膳立てだと？　俺をハメるためのか!?」

『ナグモ先生をその気にさせるための、さ。周まわりを見てみなよ……先生のお好みの、どうせ死んでもいいやつらが揃そろってるだろ？　これが俺の用意した報ほう酬しゆうってわけだ。ささ、どうぞ遠えん慮りよなく召めし上がってくれ』

　ケインは悪わるびれもせずにサラリと言ってのける。慶一郎は軽い目眩めまいを覚えた。

「お前なあ……俺を血に飢うえた自じ称しよう正義の味方と勘かん違ちがいしてないか？」

『あれ、違ったっけ？』

「ああ、そうとも。俺は相手が悪わるだから闘たたかうんじゃない。敵だから闘うんだ」

『降りかかる火の粉こを払はらうために、仕方なく闘うってわけ？』

「そうだ」

『でも、好きだろ？』

「…………」

『どうなんだよ』

「……あえて否定するほどじゃあない」

　慶一郎の口くち元もとに太い笑えみが浮うかんだ。

「ところでケイン、一つだけ確かめたいことがある。ＮＥＳの抜ぬけ忍にんという話がでっち上げなら、花京院綾音はいったい何者なんだ？」

『え～？　まだ分かんない？』

「だから訊いてるんだ！」

　ケインはクックと苦笑をもらすと、その問いに答えた。

『アヤネ・カキョーインの正体、それは……』

「まさか、単なる家出少女だなんて言わないだろうな？」

『ピ～ンポ～ン!!』

　ブツッ。

　慶一郎の中で何かがブチ切れる音がした。

「ケイン……貴様という男は～ッ！」

『質問には答えたぜ。ちなみに言っとくけど、お楽しみタ～イムは七分間だ。リミットを過ぎると屋敷が吹ふっ飛ぶから気を付けてね。じゃ、オイラもう行かないと……バッハハ～イ！』

　通話は一方的に切れた。慶一郎の脳のう裏りに、ジュラルミンケースを担かついで一いち目もく散さんに逃げていくケインの後ろ姿が浮かんだ。携帯をしまうと、チラッと腕時計を見てから、据すわった目つきで羽黒一党を眺める。

　電話をしている間に羽黒は少し落ち着きを取り戻した様子だった。いかに相手が腕うでっ節ぷしの強そうな大男とはいえ、これだけの人数に囲まれ、しかも銃に狙ねらわれていては完全な袋ふくろのネズミ、まな板の上の鯉こいである。大おお物ものぶった余よ裕ゆうがありありと見てとれた。

「あのバカ外人は逃げやがったか」

「どうもそうらしい」

「貴様が何をしにきたのか知らんが、見捨てられたようだな」

「ついでにゴミ掃そう除じを押しつけられたよ。それも腐くさりきった生なまゴミのな……おっと、理解できないと困るから分かりやすく説明してやろうか？　腐りきった生ゴミってのは要するにお前のことだ」

　羽黒の余裕の笑みが凍こおりついた。顔から血の気が引いたかと思う間もなく、すぐに憤ふん怒ぬの朱に染まる。これほど正面きってあからさまに侮辱されたのは、おそらく生しよう涯がいで初めてのことなのだろう。

「……い、生きて帰れると思うなよ！」

「気が合うな。俺もあんたらを生かしたまま帰るつもりはないね。今日はお面も忘れてきたことだし」

　目の前の大男が自分の脅おどしなど屁へとも思っていないのを知って、羽黒は金魚のように口をパクパクさせた。怒いかりの余り言葉が出ないのだ。

　羽黒の脇わきに護ご衛えいについているヤクザの幹部らしい黒スーツの男が、顎あごをクイと動かして何かを指示した。慶一郎の真ま後うしろにいた頰ほお傷きずの男がそれに応こたえ、背後から近付いて銃の尻しりで慶一郎の後頭部に一いち撃げきを加えようとする。

　その時だった。

　慶一郎の頭ず上じようを鈍にぶい銀光が一いつ閃せんし、直後、頰傷の男が悲鳴を上げた。

（──!?）

　背後を振り向いた慶一郎は、頰傷の男の手首に細身のナイフ──手しゆ裏り剣けんが突つき刺ささっているのを瞬しゆん時じに見てとると、予備動作抜ぬきで突き蹴けりを放った。胸むな板いたに丸まる太たのような蹴りを食くらった男は、カタパルトで射出されたように吹ふっ飛び、数人の手て下したを巻き込んで転ころがった。

　羽黒に向き直った時、ほんの二秒前まで頰傷の男が持っていた銃は、まるで魔ま法ほうのように慶一郎の手の中に移動していた。

　パンッ！

　乾かわいた銃声が轟とどろいた。

「ひっ!?」

　羽黒の身体からだが弾はじかれたようにその場でクルリと一回転して、地面に尻しり餅もちをついた。一瞬、ポカンと間ま抜ぬけな表情をした羽黒は、その直後、醜みにくく顔をひきつらせて、喉のどの奥おくから濁にごった絶ぜつ叫きようを吐はき出した。

「ぎっ、い……いでえええええっ!!」

　右の耳を押おさえた羽黒の手の指の間から、ピュッ、ピュッと鮮せん血けつが噴ふき出す。慶一郎の撃うった銃じゆう弾だんが、羽黒のブルドッグのように垂れ下がった頰肉をえぐり、右の耳たぶの半分を吹き飛ばしたのだ。

「おや、痛かったかい？　悪い悪い……でもなあ、耳が片方吹っ飛んだくらいでピーピー泣いてるようじゃあ、悪党のボスとしては失格だぜ」

　突とつ然ぜんの出で来き事ごとに茫ぼう然ぜん自じ失しつしていたヤクザたちは、慶一郎の言葉で我われに返った。

「……せ、先生をやりやがったな!!」

　続けざまに銃声が鳴り響ひびいた。

　完全に包囲したうえでの至し近きん距きよ離りからの発はつ砲ぽう──しかし、銃弾を受けて倒れたのは慶一郎ではなく、慶一郎を挟はさんでちょうど反対側に立っていた不運な手下数名だった。撃うたれる直前、慶一郎の巨きよ体たいは残像を残してかき消え、ヤクザたちの頭上数メートルの空中を舞まっていた。

　慶一郎は上じよう昇しよう中ちゆうに三発、屋根の端はしを蹴けって真ま横よこに飛びながら、さらに二発撃った。包囲の輪の外側に着地すると同時に、銃を持ったヤクザがバタバタと倒れる。その数は五人。

「よく当たる銃だ」

　一言コメントを述べると、地面に張り付くように身を沈しずめて、コンパスの長い足あし払ばらいを繰くり出す。間ま合あい内にいた数人が足を刈かられて転倒し、そのうちの一人は倒れた拍ひよう子しに得え物ものの匕あい首くちで自分の脇わき腹ばらを突つき刺さしてしまい、怪かい鳥ちようのような悲鳴を上げた。

「死ねや、オラアアッ！」

　日本刀を振り上げた男が突っ込んでくる。慶一郎は自分から後ろに倒れ込むと、相手の踏み込んでくる勢いを利用し、引き手を省略した巴ともえ投なげの要よう領りようで男の腹を蹴り上げた。頭上を越えて吹っ飛んでいく男に一発撃ち込んでおく。

　ピキュウン！

　慶一郎の足あし元もとの近くを銃弾が掠かすめた。

　殺気を読んであらかじめ弾道を予測していたため、驚くには値あたいしなかった。振ふり向きざまに、拾っておいた玉たま砂じや利りの石を指し弾だんにして飛ばす。狙ねらいは過あやまたず、石は撃った男の片目を潰つぶした。

「きひいいいいっ！」

　怒りと恐きよう怖ふにかられた男が銃を乱射し、味み方かたのチンピラが二人ほど背せ中なかを撃たれて倒れた。その間に慶一郎はさっき倒した男のところまで大おお股またに歩いていき、地面に落ちている日本刀を拾い上げた。

「刀で人を斬きる秘ひ訣けつは……刃筋を通す、だったかな？」

　場ば違ちがいに吞のん気きな口く調ちようで呟つぶやき、重さを確認するように軽く振ってみる。けっこう大おお振ぶりの日本刀であるにもかかわらず、慶一郎は小枝でも振り回すように軽かる々がると片手で扱あつかった。

「使えそうだ」

　左手に銃、右手に日本刀を装そう備びした慶一郎は、半数に減ったヤクザの群むれの中に颶ぐ風ふうのごとく踏ふみ込んだ。片目を潰された男が銃を向けて引ひき金がねを引いたが、最後の弾だん丸がんはあさっての方向に飛んでいった。

　慶一郎はヤクザたちの間を縫ぬうように走り、すれ違ちがいざまに無む造ぞう作さに刀を振るった。慶一郎が通過した後には、それを追うように鮮あざやかな血ち飛沫しぶきと一いつ拍ぱく遅おくれた絶ぜつ叫きようが上がる。片目の男を含ふくめて三人が倒れた。

　慶一郎は背中の一点に刺すような殺気を感じた。反射的に身体を開きつつ真横に跳とぶ。

　銃声。弾丸は慶一郎の残像を貫つらぬいた。

　視界に捉とらえたマズルスパークの火花を目め印じるしに日本刀を投げる。撃った男は刃やいばを腹に受けてうつ伏ふに倒れた。最初に撃ち倒された幹部クラスの男だった。

「……つまらんな」

　慶一郎は錦にしき鯉ごいの泳ぐ池の中へ銃を投げ捨てた。相手が大勢なので武器を使ってみたが、あまりに簡単すぎて物もの足たりなかったからだ。しかし、それを見た残りのヤクザたちは弾切れのせいだと思ったらしく、互たがいに目め配くばせすると一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　無論のこと──たとえ便利な武器を捨てたところで、野犬とヒグマほどの力の差があることを、彼らに理解できるはずもなかった。




　　　　☆




　闘たたかいが始まって四分後。

　静まり返った羽黒の屋や敷しきの勝かつ手て口ぐちを押おし開き、慶一郎は表おもてに出た。止めてあるジープの方へ足を向けるが、数歩と進まぬうちに、塀へいの上から黒い影かげが音もなく地面に降り立ち、慶一郎の行く手に立ちはだかった。

「ほら、返すぜ」

　慶一郎はその影に向かって、手の中に隠かくし持っていた手しゆ裏り剣けんを投げた。闘いが始まるきっかけとなった手裏剣である。飛ひ燕えんの速さで飛ひ来らいする手裏剣を摑つかみ取り、門もん灯とうの明かりの下に歩み出たのは、昨夜飛ひ天てん神社の境けい内だいに現れた四十男だった。

「やっぱりあんたか。名前は確か……」

「花京院隼はや人と。綾音の父親だよ、南な雲ぐも先生」

　隼人は精せい悍かんで男おとこ臭くさい顔に、複雑な表情を浮かべながら答えた。その正しよう体たいは秘ひ密みつ諜ちよう報ほう組織ＮＥＳの刺し客かく──などではなく、単に家いえ出で娘むすめを連つれ戻もどしに来た親おや父じである。

「おたく、いったい何者だ？　とてもタダの教師とは思えんが」

「残念ながらタダの教師なんですよ」

「たった一人でヤクザの組一つ壊かい滅めつさせる教師がいるか？」

「いちゃいけませんかね？」

「助すけ太だ刀ち不要と分かっていれば、迷まよわずあの外人を追っている」

「……なるほど」

　ボォンッ!!

　慶一郎が苦笑した直後、落らく雷らいのような轟ごう音おんとともに屋敷の屋根の一部が吹ふき飛んだ。爆ばく発はつした場所から噴ふき出した真まっ赤かな炎ほのおは、舐なめるようにみるみる建物全体に広がっていく。ものの一分とかからず屋敷は炎に包まれた。

「奴やつの言った通りだな……よく燃える」

　慶一郎は盛せい大だいに火の粉こを上げる屋敷を塀へい越ごしに眺ながめながら、皮ひ肉にくな笑みをもらした。隼人は呆あつ気けにとられた顔で、

「あの外人と組んで、いつもこんなことばかりやっているのか？」

「ケインの遊びに付き合うと、いつの間にやらこうなっちまうんだ。奴は人をトラブルに巻き込む天才だからな」

　そう言って肩かたをすくめる慶一郎は、自分が巻き込まれる方の天才であることは棚たなに上げていた。

　ガゴォン！

　屋敷の正門が派は手でな音をたてて破れ、一台の白いベンツが火の粉の尾おを引きながら路上に飛び出してきた。テールを大きくスライドさせてターンし、慶一郎の方に向かってくる。ベンツのハンドルを握にぎっているのは、醜みにくい顔の右半分を真っ赤に染めた羽黒だった。

「……そういや、とどめを刺さすのを忘れてたな」

　慶一郎は気け怠だるい口調で呟つぶやくと、自分の足元をちらりと見た。用水路の丸い蓋ふたがある。

「突っ込んでくるぞ！」

　羽黒はアクセルを踏み込んでベンツを加速させた。ひき殺すつもりだと察した隼人はすぐさま塀に飛び移って避ひ難なんしたが、慶一郎はその場に仁に王おう立だちに立ったまま逃にげようとはしなかった。

　ダンッ！

　慶一郎が龍りゆう気きを込めた足でアスファルトの地面を踏み付けると、五キロ以上はある用水路の蓋が胸の高さまで飛び上がった。それを右手で摑むと、正面から突っ込んでくるベンツに向かってフリスビーの要領で投げつける。

「きひいいいィィィ──ッ!!」

　羽黒の狂きよう気きの叫さけびはフロントガラスの砕くだけ散る音に搔かき消された。

　用水路の蓋が運転席を直ちよく撃げきしていた。ベンツは慶一郎の目の前で右に大きく曲がると道路脇わきの田んぼに突っ込み、一回転して腹を見せた。数秒後、漏もれたガソリンに火の粉が引火し、ベンツは爆発炎えん上じようした。

「脂あぶらっこい生ゴミは焼しよう却きやく処しよ分ぶんに限るな」

　手をはたきながら、慶一郎は獰どう猛もうな笑みを浮かべた。




　　　　二




　その夜──午後十時半。

　綾音の護ご衛えい兼けん監かん視し役やくを任まかされた御み剣つるぎ涼りよう子こは、昨夜に続いて鬼おに塚づか家に泊とまりにきていた。

　二階の六畳間。風ふ呂ろから上がって髪かみを乾かわかすと、涼子は早々に蒲ふ団とんに横になった。剣けん術じゆつの稽けい古この疲つかれもあって急速に眠ねむ気けが襲おそってくる。半なかば夢うつつの状態で微睡まどろんでいると、隣となりで寝ねている綾音の方から妙みようなささやきが聞こえてきた。

『ハア～イ……アヤネ、お・待・た・せ』

『もう～ケインはん、遅おそかったやんか。どこで油売っとったん？』

『ＯＨ、カンニンネ。アパートの荷物運ぶのに手て間ま取どったヨ』

　その話し声は耳には届いていたものの、内容の方は涼子の頭を素す通どおりしていた。

（どうせまた一人ひとり芝しば居いでしょ……ツッコむのも面めん倒どうだわ。ねむ……）

　無視して本格的に眠ろうとすると、問題の声が近付いてきた。

『カノジョは？　寝てる？』

『寝つきはええみたいやけど……下へ手たに目ェ覚さまして騒さわがれたら面倒やな』

　ゴゾゴソと衣きぬ擦ずれの音が聞こえる。何か変だという考えが浮かんだが、今しも眠りに落ちようとしている涼子の意識は、その疑念を検討するだけの明めい晰せきさはもはや残っていなかった。

『ほな、やっとく？』

『そやな。この姉ねえちゃんには悪いけど……念のためや。あんじょうやってや』

『オッケー』

　ミシッ。

　人の体重で畳たたみが軋きしむ気け配はい。

　涼子はただならぬ事態になっていることにようやく気付いた。二つの声がかぶっているのである。一人で声こわ色いろを使い分ける方法では絶対にできない芸当だった。

（まさか、本当にあの外人が!?）

　それを確かめるため、目を開けて飛び起きようとしたその瞬しゆん間かん、何者かの黒い手が涼子の視界を覆おおい隠かくした。




　電話のベルが鳴った。

　自室でパジャマに着き替がえていた美み雪ゆきは、ボタンを全部きちんと留とめてから廊ろう下かに出て、受話器を取った。

「はい……鬼塚です」

『ああ、美雪ちゃん？　俺だよ』

　受話器の向こうの声は慶一郎だった。しかしその口く調ちようは、これまで美雪が聞いたことがないほど焦あせっていた。

『美雪ちゃん、そっちで何か変わったことはないかい？　御剣と花京院綾音はちゃんといるか？』

「涼子さんと花京院さんなら、もう寝てると思いますけど」

『ケインが彼女を連れ出そうとするかもしれないんだ。ちょっと御剣を起こしてきてくれないかな？』

　美雪は電話を保ほ留りゆうにすると、階段を上のぼって二階の奥おくにある六ろく畳じよう間まの前に立った。

「あの……涼子さん？　慶一郎さんが……」

　襖ふすまを開けて部へ屋やの中を覗のぞき込んだ美雪は、そこに奇き妙みような物体を発見した。

　それは筒つつ状に丸められ、三か所をロープで縛られた蒲団だった。太ふと巻まきを思わせる状態のその蒲団はジタバタともがき、くぐもった唸うなり声を出している。

「…………？」

　顎あごの先に指を当てて小こ首くびを傾かしげた美雪は、部屋に入って、太巻蒲団の一方の端を覗き込んだ。

「……なに、してるの？」

「ムウウゥ──ッ!!」

　その太巻の具は、ガムテープで口を塞ふさがれた涼子であった。部屋にあったもう一組の蒲団はきちんと畳たたまれており、その上には〈ケイン・バーネット参さん上じよう！〉と走り書きされたメモが残されていた。

　そして──花京院綾音の姿はどこにも見当たらなかった。







[image: ]










　終ノ段　さらば愛いとしきペテン師よ





〈最終日──〉




　犬と猫ねこは一見してまるで違ちがう動物に見えるが、もともとはミアキスという共通の祖先から枝えだ分わかれしたのだという。

　ミアキスの中でも森林で生活していた猫は孤こ独どくな狩しゆ猟りよう者しやとして、森を離はなれて草原に生活の場を移した犬は、単独での狩かりの難むずかしさから群むれで生活する動物として、それぞれ別の生き方を選んだのだ。

　一いつ般ぱんに猫は気まぐれで犬は従順だというが、それは人間の勝かつ手てな解かい釈しやくにすぎない。群れ単位で生活する犬は集団の中での順位を尊そん重ちようするが、単独で生活する猫に順位は無意味である。どちらも環かん境きように応じた生き残りの戦略に従っているだけなのだ。

　人間だって同じようなものだ。

　およそ大部分の人間は集団での生活を基本としている。個人は集団の中での自分の地位を拠より所どころにし、その集団を維い持じしようと努つとめる。それが犯はん罪ざい者しやであれ、裏の世界のルールに従っている限り、秩ちつ序じよを守っているという点では堅かた気ぎの人間と変わらない。

　しかし中には、猫のように孤独で自由奔ほん放ぽうな生き方を選ぶ者もわずかながらいる。集団に属さず、誰だれにも従わず、自分自身を主人とし、自分だけのルールに従って生きることを決意した者だ。

　アウトローの中のアウトロー──ケイン・バーネットはそういった人種に分類されるべき男だ。

　そう……俺おれと同じように。

　あるいは、俺以上に。






　　　　一




『──全校生徒の皆みなさん、こんにちは！』

　放課後の大だい門もん高校に、女生徒の気き迫はくに満ちた声が響ひびき渡わたる。

『さあ、いよいよ始まります〈Ｋファイト・スペシャルリベンジマッチ・イン・サマーファイナル〉──草くさ彅なぎ静しず馬ま対ケイン・バーネットの一戦！　体育館特設リング前より、実じつ況きようはご存じ放送部二年の中村環たまき、解説はお馴な染じみタカちゃんでお送りいたします！』

「……誰がタカちゃんかね？　私は君の連つれか？」

　解説者席におさまっている大門高校校長・藤とう堂どう鷹たか王おは、隣となりの環をサングラス越ごしに横よこ目めでにらんだ。

　体育館は見物の生徒たちで満員御おん礼れいだった。夏休みが明けて最初の大きなＫファイトイベントであるばかりでなく、昨日きのうの爆ばく発はつ騒さわぎで、静馬とケインの確かく執しつはもはや全校生徒の知るところとなっていたからである。この対戦をあえて見み逃のがす物もの好ずきはいなかった。

　体育館の中央には、前回の静馬対ケイン戦で使われたものと同じ八角形のリングが用意されていた。コーナーでは真しん紅くのＴシャツとカンフーズボン姿の静馬が、軽くストレッチをしながらケインの登場を待っている。

『五月のエキシビジョンマッチの勝敗にケチをつけられた、というしょーもない理由から始まった今回の対決！　再戦が決まってからというもの、草彅静馬は昨日一昨日おとといと二日に亘わたって卑ひ劣れつな奇き襲しゆう攻こう撃げきをもってケイン・バーネットを亡なきものにしようとしましたが、一昨日は花か京きよう院いん綾あや音ねの〈飯い綱づな落とし〉に敗やぶれ、昨日はピアノ線トラップを仕し掛かけたものの、ヘルメット爆ばく弾だんでカウンターを食くらってあえなく撃げき沈ちん!!　まるでロードランナーをつけ狙ねらう腹ペココヨーテのごとく、すべての計略が裏うら目め裏目と出ており、現在のところケイン・バーネットに勝つどころか指一本触ふれることさえできません！　さあ、今日きようの決戦で彼は名めい誉よ挽ばん回かいを果たせるのか!?　それとも再び泥どろにまみれるのか!?　見てるこっちはどっちでもいいのですが、生なまぬるい眼めで見守ってあげましょう。いえ、見守ってあげてください！』

「やかましわ!!」

　静馬がリングを囲むフェンスから身を乗り出して吼ほえた。

「中村ぁ～お前、新学期早々調子に乗っとんちゃうんか!?　ナメとったら承知せんぞコラァ！」

『おお～っと、エキサイトするのは結けつ構こうですが闘たたかう相手を間ま違ちがえてはいけませんねえ！　さっさとコーナーに戻もどっていただきましょう』

「にゃ、にゃにぃ～ッ!?」

　逆上してフェンスを乗り越えようとする静馬の目の前に、それを遮さえぎるようにして長身の女生徒が躍おどり出た。ポニーテールを揺ゆらしながら顔を上げ、鋭するどい眼がん光こうでキッと静馬をにらみつけたのは御み剣つるぎ涼りよう子こである。

「外野の声にいちいち興こう奮ふんしてんじゃないわよ！　あんたの敵はあの外人忍にん者じやなんだから、そのことだけ考えてりゃいいのよ!!」

「そんなもん、お前に言われんでも分かっとるっちゅうねん！」

「分かってないわね！　敵はあんたの卑ひ怯きような奇襲をことごとく余よ裕ゆうで躱かわした策さく士しよ？　まだ目の前に現れてないってだけで、もう勝負は始まってるんだから！　例えば、あんたが立ってるそのリングに爆弾が仕掛けられてないっていう保証はどこにもないのよ!!」

「なっ……爆弾ッ!?」

　爆弾と聞いた静馬は血けつ相そうを変えてリングを見回した。変な外人のくせに妙みようなところで本格的な忍者らしいスキルを持っているケインだけに、実際ありえない話ではないのだ。

「ここで静馬さんを吹ふっ飛ばしても、ケインさんにとって何か利点があるとは思えませんけどねえ……」

　Ｋファイト実行委員の撮さつ影えいスタッフの一人としてリング脇わきにいる大だい作さくが、やや懐かい疑ぎ的てきな口く調ちようで言う。

「それより、どうして涼子さんまでやる気満まん々まんなんですか？」

　大作の素そ朴ぼくな質問に、涼子はピクリと眉まゆをひきつらせた。

「あのバカ外人……この花のよーな乙女おとめを、こともあろうにフトンで簀す巻まきにしやがったのよ！　この屈くつ辱じよくは百倍にして返すわ……だから静馬！　あんた絶対に勝ちなさいよ。今度あいつを取り逃にがすようなことになったらその時はどうなるか……分かってるわね!?」

「知るか！　なんでお前の復ふく讐しゆうにオレが手ェ貸さなあかんねん。だいたい『花のよーな乙女』って誰や!?……っちゅーかどんな花や？　ウツボカズラか？」

「ウ、ウツボ……？」

「食虫植物の一種ですよ。長い壺つぼみたいな形をしてて、匂においでおびき寄せた虫を縁へりのヌルヌルで中に落として、消化液で溶とかすんです」

　すかさず大作がうろ覚えの豆知識を披ひ露ろうすると、涼子は有り難がたくもなさそうに横目でにらむ。

「そんな一口メモなんてどうでもいいわ！　それより、バカ忍者に注意しろって助言してやってるのに、あたしにケンカ売ってどうすんのよ？」

「アホか、お前もいずれは倒たおさなならんオレの宿しゆく敵てきの一人や！　一回勝ったくらいでエラソーな口叩たたくな!!」

「ぬわんですってえェ～ッ!!」

　静馬をなだめにきたはずの涼子が逆に興奮している。大作は涼子の制服の袖そでを引っ張ってリングから引き離すと、背せ伸のびしながら耳打ちした。

「あのですね涼子さん。こう言っちゃなんですけど……静馬さんに期待しても多分、無む駄だだと思いますよ」

「なんでよ？」

「南な雲ぐも先生が言うには、ケイン・バーネットは『お膳ぜん立だてをぶち壊こわす達人』だから、まともに勝負するはずがないって……」

「なに？　じゃあ、あいつは来ないってこと？」

「いえ、絶対来るって言ってましたよ」

「来るけど勝負はしない……？」

　口に出してみたものの意味が分からず、涼子は眉まゆをひそめた。

「訳わけが分かんないわよ。で、肝かん心じんの南雲先生は？　姿が見えないけど」

「ケインさんの〈天てん敵てき〉を空港まで迎むかえに行ったんですよ」

「天敵……？」

　涼子が聞き返そうとしたその時、体育館の照明が一いつ斉せいに消えた。間まを置かず白い壁かべにプロジェクターの映像が映し出され、ざわめく生徒たちの視線が集中する。

『──ハア～イ、ド～モコニチハ！　アイム・ケイン・バーネット!!』

　軽けい薄はく極きわまる声が響ひびき、画面に印いん象しよう通りのニヤケ顔がドアップになった。画面の端に『ＬＩＶＥ』の文字がある。

『サテ問題デ～ス！　オイラは今、どこにいるでショーカ？』

　カメラがズームアウトして、ケインの周囲の様よう子すが画面に出てくる。ケインはどこかの教室の窓側の席に座すわっていた。窓の外に見える風景を見てすぐに反はん応のうしたのは涼子と静馬の二人だった。

「あれ……うち二年Ｂ組の教室じゃない？」

「オレの席や！」

『ピンポ～ン！　オイラは２─Ｂのホームルームにイマ～ス』

　二人の声が聞こえているのか、ケインはおどけた調子で答える。静馬が画面に向かって怒ど鳴なった。

「このボケ外人が、ひとの席に勝手に座ってなにさらしとんじゃ！　とっととこっちきて勝負せんかァァ!!」

『ヤ～ダモ～ンネ～』

　ケインは口を尖とがらせて子供じみた返事をした。毎度のことながら完全に人をナメきっている。

「クッソォ～、ムカつくうううッ！」

「なまじ日本語が達たつ者しやになってる分だけ、バカにされてるってことがダイレクトに伝わってきますねえ」

　一人冷静な大作が呆あきれた顔でコメントする。怒いかり爆発寸前の静馬がリングを飛び出そうとすると、画面のケインが止めた。

『オ～ットット、慌あわてちゃいけないゼ。なにも勝負しないとは言ってないこともないわけじゃなくもない』

「なにィ？」

『ＫファイトルールNo.１〈対戦種目は挑ちよう戦せんされた側に選せん択たく権けんがある〉──だーかーらー、勝負はなにも無差別格かく闘とうじゃなくてもいいワケ。ＯＫ？』

　ケインの思わぬ発言に観客の生徒たちが騒ぎ出す。アナウンサーの環がマイクを摑つかんで説明した。

『Ｋファイト基本ルールでは挑戦を受けた側に優先的に対戦種目の選択権が与えられます！　従ってミスターケインの言い分を正当と認めます。しかしこの場合、申しん請せいされた種目の内容やルールはＫファイト実行委員会の厳正な審しん査さにかけられ、なおかつ挑戦者側の同意が必要になります!!』

『ノープロブレム！　ゲームのルールは単純ネ。リミット内にオイラを捕つかまえられたら勝ちって寸法ョ!!　エーゴで言うとＴＡＧ！』

『それを日本語で言うと……？』

『イエ～ス、〈鬼おにゴッコ〉ネ！』

　館内に驚おどろきと途と惑まどいがないまぜになったどよめきが広がる。ほとんどの生徒は血ち沸わき肉にく躍おどる真しん剣けん勝負を期待していたのだ。

『タイムリミットは一時間！　エリアはこのハイスクールの敷しき地ち内ないネ。このゲーム、受ケル？　それとも……』

「ドロ刑けい勝負やと？　ええ度ど胸きようじゃ、そこ動くなよ!!」

　言うなり、静馬はリングを飛び出した。出入り口付近に詰つめかけていた生徒たちが慌てて左右に分かれ、静馬のために道を開あける。実行委員会のカメラクルーもその後を追って体育館を出ていった。

『これは大変なことになってしまいました！　草彅静馬対ケイン・バーネットの対決は、なんと校内全ぜん域いきを使用した鬼ごっこ!!　タイムリミットの一時間は、私の手て元もとにあるストップウォッチでカウントさせていただきます。それでは～……スタート！』

　環の言葉で生徒たちが出口に殺さつ到とうした。ここにいて中ちゆう継けいの映像を見ている場合ではないと悟さとったからだ。

「まともな勝負はしないって、つまりこういうこと……？　ふふん、面おも白しろいじゃない」

　涼子は木ぼく刀とうの入った竹刀しない袋ぶくろを肩かたに引っかけ、大作のシャツの襟えり首くびをむんずと摑んだ。

「よ～し大作君、あたしたちもあのバカ忍者を探さがすのよ！」

「え？　でもこれは静馬さんの勝負なんじゃ……」

「そんなの関係ないわ！　探し出してぶちのめしてから静馬に引き渡わたせば済すむことじゃない。ほら、行くわよ!!」

「ええ～っ!?」

　大作は凄すごい力で引きずられていく。

　そして──全校を巻き込んだ〈忍者狩がり〉が始まった。




　　　　二




　二年Ｂ組の教室。

「くおらあああァッ!!」

　静馬は引き戸を破は壊かいする勢いで開けて教室に飛び込んだ。見回すが誰もいない。

　映像の中でケインが座っていた、窓際の一番後ろの席に駆かけ寄る。自分の机にマジックで『バカ～』と書きなぐられているのを見て、静馬はこめかみに血管を浮うき上がらせた。

「うぬれ～、どこ行きやがった!?」

　ザッ……

　かすかな足音を察知し、開いている窓から外に顔を出す。窓の下を黒いレーシングスーツ姿の金きん髪ぱつ外人が逃げていくのが見えた。

「待たんかい、ボケがああッ！」

　二階の窓からダイブした静馬は空中で一回転し、猫のように両手足を使って着地すると、ダッシュでケインを追った。直線では静馬の足の方がわずかに勝まさっている。ホールを抜ぬけて中庭に出たケインは右へ曲がると見せかけて左に跳とんだが、そのフェイントを読んでいた静馬は鋭するどいスライディングで足あし元もとをすくった。

「甘あまいわッ！」

　転ころんだケインに馬乗りになり、胸むな倉ぐらを摑む。

　むにっ。

「キャアアアアァ──ッ!!」

　大音量の金かな切ぎり声ごえに至し近きん距きよ離りから鼓こ膜まくを貫つらぬかれ、静馬の意識は一いつ瞬しゆん遠のいた。

「イヤアアァ～ッ、おーかーさーれーるぅぅ──っ！」

　静馬は自分の尻しりの下で絶ぜつ叫きようしながらジタバタ暴あばれている人物がケインの偽にせ者ものであることにようやく気付いた。金髪のカツラとつけ鼻をむしり取ると、その下から見覚えのある顔が現れる。

「オ、オドレ……花京院かッ！」

　静馬の間ま抜ぬけ面を見上げながら、綾音はペロッと舌を出した。

「へへ～ん、コロッとだまされてからに。今さら気付いても遅おそいわ！」

「……チューしたる」

　静馬は綾音の頭を両手でガッキと挟はさみ、いきなり唇くちびるを奪うばおうとする。

「ぎゃああああ～っ!!」

　本気の悲鳴を上げて必死に抵てい抗こうする綾音。だが完かん壁ぺきなマウント状態で押おさえ込まれているため、殴なぐるにも突つき離はなすにも近すぎた。異様に鼻はな息いきの荒あらい静馬の真ま顔がおが眼前に迫せまり──

　ガツンッ！

　小こ気き味み好いい打だ撃げき音おんが響ひびき、静馬の身体からだはヘナヘナと崩くずれ落ちた。

「ったく、ちょっと目を離はなすとす～ぐ野生化するんだから……油ゆ断だんもスキもないわね！」

　綾音を救ったのは悲鳴を聞いた駆かけつけた涼子だった。綾音は静馬の身体の下から這はい出すと、涼子の木刀を恐おそれて飛び退すさる。

「イタタタ……気軽に木刀でひとの頭叩たたくな！」

　静馬は頭を振ふって起き上がると、両手を使って何かの数を数えるように指を折りはじめた。
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「何やってんの？」

「あ、あかん……九九の六の段が思い出されへん！　どうしてくれるんや!?」

「お望みなら二の段も記き憶おくから消してあげるわよ。それより、バカ忍者を捕まえにいったはずのあんたが、なんでここで女の子を押し倒してるわけ!?」

「そ……そうや、あの女!!」

　静馬は慌てて周囲をキョロキョロと見回すが、すでに綾音の姿はない。大作が横から説明する。

「彼女ならダッシュで逃げていきましたけど」

「アホッ、なんで捕まえへん!?」

　言いながら、静馬はハッと顔を上げた。二階の渡わたり廊ろう下かを、ケインが腰に両手を当ててスキップしていく。今度は綾音の変へん装そうではなく、どう見ても長身瘦そう軀くの男だ。

「そこかあああッ！」

　静馬は校舎に駆け込み、先回りしようと階段を上った。廊下に躍おどり出ると、ちょうどケインが手前の教室に入っていくところだった。当然のごとく静馬も後を追って教室に飛び込む。

「よっしゃ動くなァ！　もう逃がさへ……」

　静馬は絶ぜつ句くした。

　教室にいるケインが──一クラス丸ごと四〇人のケイン・バーネットが一いつ斉せいに振り向いた。




『イヤッホ～ッ！』

　静馬を追って階段を上ろうとしていた涼子と大作は、歓かん声せいとともに駆かけ降りてくるケインの集団と出くわした。

「な、なに!?」

　訳わけも分からず、二人は慌あわてて横に退のいて道を開あける。

「くぉら、待たんか～い!!」

　最後に降りてきた静馬が、逃にげ遅おくれたケインの一人にタックルを仕掛けて倒した。馬乗りに押さえ込んでからカツラとつけ鼻を取ると、その正体は外人どころか純和風的風ふう貌ぼうの男子生徒であった。

「あら、あんた確か演劇部の……」

　涼子はその顔を覗のぞき込んで驚おどろいたように言う。ケインに変装していた演劇部員は、苦にが笑わらいを浮うかべながら答えた。

「いやあ、実は買ばい収しゆうされちゃって……」

「じゃあ今の連れん中ちゆうって全部ケインに雇やとわれたの？」

「うん。やっぱり時給一万って聞くと断れなくって」

「一万!?」

　涼子と大作は顔を見合わせた。

「外人にしては気き前まえいいわね。衣い裳しよう代だい込みでいくらかしら？」

「元もとがあぶく銭ぜにですからねえ」

　感心している二人をよそに、静馬は演劇部員の胸むな倉ぐらを摑つかんで尋問する。

「あの外人はどこや!?　正しよう直じきに答えんと承知せえへんぞ！」

「あれ、見なかった？　僕ぼくらの中に混じってたよ。どこへ逃げたかは知らないけど」

「チィィッ！」

　静馬はいまいましげに舌打ちすると、本物のケインを探さがして走り去っていった。やっと追いついてきた実行委員会のカメラクルーがそれに続く。

「本物が混じってた？　本当かしらね」

　涼子は探さぐるような目つきで演劇部員をにらむ。部員はカツラとつけ鼻を摑んで起き上がると、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて耳打ちした。

「実を言うとね、僕らも本物の居場所は知らないんだよ。校内のどこかにいるのは確実だけどね」

　そう言うと、部員は再びケインに変装して、静馬とは反対方向に逃げていった。

「これからどうしましょうか、涼子さん？　ウォーリーを探すよりも大変そうですけど」

「偽にせ者ものを追い回しても時間の無む駄だね。だとしたら、ケインの居い場ば所しよを確実に知っている人間を捕つかまえて吐はかせるしかないわ」

「え？　それって……」

　大作の問いに答えるより先に、涼子はすたすたと歩き出した。

「決まってるでしょ？　花京院綾音よ！」
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『おお～っと！　草彅静馬、またもやケインの罠わなに引っかかってしまったあ～!!』

　環のコメントに続き、観客の生徒たちの間からドッと笑いが起こる。静馬を追うカメラのライブ映像がプロジェクターで壁かべに映し出されているのだが、その内容はまさしくアニメの『ロードランナーと腹ペココヨーテ』を彷ほう彿ふつとさせるスラップスティックであった。

　校内のベンチに腰こし掛かけて英字新聞を読んでいるケイン（この時点ですでにおかしいのだが）に飛びかかろうとした途と端たん、ベンチの手前に掘ほられた落とし穴にはまったり、ケインを追ってトイレに入ったところ床に落ちていたモップを踏ふんづけ、テコの原理で起き上がってきた柄えで顔面を強きよう打だ、はたまたワックスでツルツルになっている廊下をヘッドスライディングで滑すべっていって壁かべに激げき突とつしたり……と、静馬はあらゆる古典的なギャグのパターンを身体を張って再現しているのである。偽者のケインが巧こう妙みように張り巡めぐらした罠に静馬を誘さそい込んでいるのだが、カメラを通して見る映像はドタバタ・コメディ以外の何物でもない。

『鬼おにごっこ勝負が始まって三〇分が経過しております。捕まえたケインの偽者はすでに八人にのぼっていますが、果たして草彅静馬は制限時間内に本物を捕まえることができるのでしょうか!?　いかがですか校長？　今まで画面に出てきた中に本物はいたんでしょうか？』

　その質問に、それまでただ中ちゆう継けいを見て笑っていた藤堂は、急に真ま面じ目めな顔になって答えた。

「草彅君の目の前に現れるのはすべてフェイクだろう。本物は校内のどこかで、彼の無ぶ様ざまな姿を見て笑っていると思うね」

　再び歓声が上がる。画面では、静馬が吊つり天てん井じようの下した敷じきになっていた。
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「とうとう見つけたわよ、花京院綾音！」

　三階の女子トイレから出てきた綾音は、いきなり赤あか樫がしの木ぼく刀とうの切きっ先さきを鼻はな先さきに突つきつけられて棒立ちになった。

「いつまでもケインのコスプレをしてるわけがないと思ってたけど、トイレで着き替がえなんて当たり前すぎたわね！」

　涼子は勝ち誇ほこった笑みを浮かべて迫る。静馬が立ち入れない場所といえばまず女子トイレ、という単純な推すい理りからしらみ潰つぶしに調べていった結果だった。綾音はレーシングスーツではなく、大門高校の制服姿である。

「ま、待って……話せば分かるわ」

「その通りよ。さあ、観念してバカ外人の隠かくれ場所を白状してもらおうかしら？」

「知らないわよ、そんなの！」

　綾音は横っ跳とびに身を投げ出すようにして木刀の間ま合あいから逃のがれると、そのまま背を向けて脱だつ兎とのごとく逃にげ出した。飛ひ燕えんの速さで階段を駆け降りていく綾音に、涼子も負けじと三段飛ばしで追いすがる。

「きゃっ!?」

「ぐえっ！」

　階段の下で二人分の悲鳴が上がった。一気に五段を飛んで一階の廊下に降り立つと、涼子の目の前に二人の女生徒が折り重なって倒たおれていた。出会い頭がしらに激突したらしい。

「いったあ～……」

　上に乗っかっている綾音が顔を上げた。

「……お、重い～」

　下敷きになっている綾音が抗こう議ぎする。

「あっ、ごめんなさ……い？」

「……げっ!?」

　二人の綾音が顔を見合わせて硬こう直ちよくした。シンメトリカルに並んだ二人を交こう互ごに見ながら、涼子は混乱する。

「ま、また分身の術!?」

「違ちがいますって！　どっちかがお姉さんなんですよ!!」

　大作の言葉で我われに返った二人の綾音は、いきなり取っ組み合いを始めた。

「おとなしゅうしいや、綾音！」

「なに言うてんの!?　綾音はあんたやろ！」

　どちらかが噓うそをついているのは明らかだったが、涼子と大作に見分けがつくはずもない。

「どうしましょう？」

「しょうがないわね……こうなったら両方捕まえる！」

　無情な決断とともに涼子が木刀を振ふり上げた時、一人の男がそこに割り込んできた。

「ようやく捕まえたぞ、綾音！」

　その黒い武ぶ道どう着ぎ姿の四〇男──花京院隼人は、争っているうちの一人の腕うでを迷わず摑つかんだ。綾音の報告書を見ていない涼子は、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやに疑ぎ惑わくの目を向ける。

「誰だれよ？　このおじさん」

「二人のお父さんですよ！　さすが家族だけに一目で見分けがつくんですねえ」

　大作が感心しかけた直後、腕を摑まれた方の綾音が猛もう然ぜんと抗議した。

「もう～お父ちゃん、間違えんといて！　あたしは香澄！　綾音はあっちの方!!」

「えっ!?　おお……す、すまん」

　隼人が驚おどろいて手を放すと、少女はニヤリと笑って父親の向こう脛ずねを踵かかとで思い切り蹴けりつけた。

「アホやな、ウチが本物や！」

　もんどりうって倒れる隼人を尻しり目めに、綾音は一いち目もく散さんに逃げていった。その逃げっぷりの潔いさぎよさに、残された姉の香澄は呆ぼう然ぜんと見送っている。

「……本当、頼たよりになる家族ね」

　涼子は皮ひ肉にくたっぷりに言い捨てて、本物の綾音を追った。
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『──さあ～、タイムリミットまでとうとう一〇分を切りました！　もういい加か減げん、自分がおちょくられているということに感付きはじめた草彅君ですが……おや？』

　体育館の一角からどよめきが上がった。キャンディ・ヘアを振り乱した女生徒が入り口から駆かけ込んでくる。

　その女生徒──綾音はリングを囲むフェンスの手前で立ち止まり、背はい後ごを振り向いた。追ってきた涼子と香澄、隼人の三人と向き合う形になる。

　涼子は木刀を肩かたに担かつぎ、芝しば居いがかった足取りで綾音に迫せまった。

「どうやら年ねん貢ぐの納おさめ時どきのようね。素す直なおにバカ外人の居場所を吐けばよし。さもなくば……」

「どうするて？　フン、やめときやめとき。あんたらに捕つかまるようなケインはんやないわ！」

　追いつめられてもなお、綾音はふてぶてしく言い放つ。

「もうええ加減にしとけ。お前、あの外人に騙だまされとるんや！」

「お父さんの言う通りや！」

　父親と姉が説得を試こころみるが、綾音は鼻で笑って取り合おうとしない。にらみ合いのさなか、遅おくれてやってきた大作が涼子の側に駆かけ寄った。

「りょ……涼子さん、来ましたよ！　とうとう来たんですよ!!」

「何がよ？」

「天てん敵てきですよ。ケイン・バーネットの天敵が！」

　その時、体育館に甲かん高だかい笑い声が響ひびき渡わたった。

『オォ～ッホッホッホッホッ～ッ!!』

　一同の視線が体育館の入り口に集まる。そこに現れたのは、マシュマロマンそっくりの、はちきれんばかりの豊ほう満まんな肉体をダークスーツに包んだ白人女性であった。

　イエローレンズの丸まる眼鏡めがねの奥おくに、キラリと鋭するどいブルーの瞳ひとみ。輝かがやくプラチナブロンドの髪かみをお下げにし、ソバカスだらけのキュートなほっぺにエクボを作って、愛くるしい微び笑しようを浮うかべている。

「……あ、あれがそうなの？」

「ええ……彼女がＩＣＰＯインターポールの敏びん腕わん捜そう査さ官かんことレイチェル・ピンカートンその人だそうです。名前から想像してたのとはちょっと……いえ、だいぶ……というか、かなり違ちがうんですけど……」

　レイチェルはのっしのっしと軽快な足取りで体育館の中央まで歩いてくると、手にしたメガホンを構えた。

『ケイ～ン・バーネット！　この中にいることは分かってるザマス！　おとなしくお縄なわにつくザマス!!』

　ハウリングと勘かん違ちがいしそうなキンキン声が響いた。流りゆう暢ちようで明めい瞭りような発音だが、明らかに学ぶ相手を間ま違ちがえている怪あやしげな日本語である。しかしその言葉の意味が理解されるに従って、館内にざわめきが波は紋もんのように広がっていく。

『この体育館内にケイン・バーネットが潜せん伏ぷくしている!?　驚おどろくべき新情報ですが、あの女性はいったい何者なんでしょうか。校長！』

　環に話を振ふられても、藤堂は凝ぎよう固こしたように何も答えない。レイチェルはさらに続けた。

『素す直なおに出てこないつもりザマスね？　だった～らワタシにも考えがあるザマス！　覚かく悟ごするザマス!!』

　レイチェルはメガホンを投げ捨てると、目にも止まらぬ素す早ばやい動きで、スーツの背せ中なかに隠かくしたショットガンを引き抜ぬいた。ライアット・ガンと呼ばれる暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用の大型ショットガンである。腰こしだめに構えるなりトリガーを引く。

　ボシュッ！

『ひょえええっ!!』

　環が悲鳴を上げる。発射されたゴム・スタン弾だんは環の隣となりの、一いつ瞬しゆん前まで藤堂が座すわっていたパイプ椅い子すを弾はじき飛ばしていた。

「ウッヒョオ～、アブネーアブネー……」

　間かん一いつ髪ぱつ、横っ飛びに避よけた藤堂は、引きつった笑みを口くち元もとに浮かべた。レイチェルは銃じゆう口こうをぴたりと藤堂に向けている。

「まさか……校長が!?」

　信じられないという涼子の呟つぶやきは、次の瞬間に現実となった。藤堂が喉のどの皮ひ膚ふを摑つかんで上に引っ張ると、化けの皮がペロンと剝はがれて、その下からケイン・バーネットの素す顔がおが忽こつ然ぜんと現れたのである。その劇的な変へん貌ぼうに、館内全体に悲鳴のような驚きの声が巻き起こった。

　ケインは藤堂のマスクを指先に引っかけてクルクルと回しながら、レイチェルに尋たずねる。

「どーしてバレた？」

「そこが特等席だからに決まってるザマス」

「そーザマスか……そいつは一生の不ふ覚かく！」

　言うなり、ケインはマスクを床ゆかに叩たたき付けた。ボンッという破は裂れつ音おんとともに白はく煙えんが爆ばく発はつ的てきに広がり、ケインの姿を覆おおい隠かくす。

「…………！」

　ライアット・ガンを油断なく構えていたレイチェルは、煙けむりの中から飛び出す黒い影かげを見ると即そく座ざに発はつ砲ぽうした。弾たまは見み事ごとに命中して影かげを吹ふき飛ばすが、その正しよう体たいはケインの着ていた上うわ衣ぎだった。上衣を囮おとりに一瞬注意を逸そらせたケイン本人は反対方向に逃げ出す。レイチェルはそれを追って続けざまに発砲したが、ケインには当たらず、不運な見物の生徒たちが身代わりになって吹っ飛んだ。

「オ～ホホホッ！　捕まえてごらんなサ～イ!!」

　ケインはダチョウを思わせる奇き妙みような走法で逃げ回り、ショットガンの弾が切れたスキをついて出口に走った。脱だつ出しゆつを確信した不敵な笑みを浮かべた直後、不意に白煙が立ち上のぼって行く手をふさいだ。

「ワッツ!?」

　自分の仕し掛かけたものではない予想外の煙えん幕まくに、ケインは一瞬棒ぼう立だちになる。

　バシュッ！

　煙幕の中から捕ほ獲かく用のネットが飛び出し、投と網あみ状に広がってケインの身体からだを絡からめ取った。仰あお向むけに倒たおれたケインの頭ず上じように黒い影が舞まう。

　ドズゥン!!

「ノオオォォ～ッ！」

　断だん末まつ魔まのオンドリのような悲鳴が上がった。

　煙幕の中からネットガンを担かついだ慶一郎がゆっくりと歩み出た。レイチェルのフライング・ボディプレスに押し潰つぶされた外人忍にん者じやを見み下おろして、一ひと言こと。

「──ゲーム・オーバーだ」
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　八角形のリング内に、ミノムシよろしくネットで全身グルグル巻きにされたケインを囲んで、今回の一連の事件の関係者が一いち堂どうに会かいしていた。

「あの～、本当にこの人がそうなんですか……？」

　大作が小声で慶一郎に尋たずねた。当然ながら、この場にいる面めん々めんの中でもとりわけ異い彩さいを放はなつ人物についての質問である。

『おい、うちの生徒があんたに興きよう味みがあるそうだぞ』

　慶一郎が英語で話しかけると、レイチェルは大作を見て頰ほおをプク～ッとふくらませて微笑ほほえんだ。スーツの内ポケットからバッジ付きの手帳を取り出し、間に挟はさんであった一枚の写真を大作の目の前に突つき出す。

　そこに写っていたのは、プロポーション抜ばつ群ぐんのセクシーな水着美女だった。ソバカスのある愛くるしいファニーフェイスに縁ふち無なしの丸眼鏡をかけ、輝かがやくプラチナブロンドの長い髪かみを三つ編みにしている。

「これはいったい……？」

「イッツ・ミーザマス」

「五年前の彼女だ」

　以前に同じ物を見せられたことのある慶一郎が説明する。大作は写真の美女と現在のレイチェルとを、眉み間けんにシワを寄せながら交こう互ごに何度も何度も見比べた。横方向に膨ぼう張ちようしてはいるが、確かに同一人物である。面おも影かげがあるどころか、よく見ると現在でもレイチェルは美人と言えた。

「なんでこんなことに……」

「甘あまい物が大好きなんだ。大だい福ふくなんかのアンコ入りの和わ菓が子しがとくにお気に入りだそうだ」

「まさか……ケインさんを捕つかまえるのは口こう実じつで、本当は本場の和菓子を堪たん能のうするのが目的で来日したんじゃないでしょうね!?」

「その辺は俺おれにも保証はしかねる。和菓子で釣つると二つ返事でＯＫしたのは本当だからな」

　頼たのもしげな口く調ちようで頼たよりないことを言う慶一郎を、大作はうろんな目つきで見上げた。

「この間の飛鈴フエイリンさんといい、ケインさんといい……南雲先生の友達はどうしてこう難なん儀ぎな人ばかりなんでしょうねえ」

「そんなことはこの際さいどうでもいいのよ」

　木ぼく刀とうでケインのお尻しりを小こ突づきながら、涼子が尋ねる。

「とりあえず、この不良外人を捕まえたことで万ばん事じ解決ってわけでしょう？　これから何を始めようってわけ？」

「質しつ疑ぎ応おう答とうさ。こいつの口から聞きたいことが山ほどある……たとえば、花京院綾音をそそのかして家いえ出でさせた理由だ」

　慶一郎の台詞せりふを聞いた隼人が渋しぶい顔になった。

「先生……それはうちの家庭の問題ですから、口出しせんでください」

「そうもいかんでしょう。こんな状じよう況きようじゃあね」

　そう言って慶一郎は周囲を見回す。リングの外には実行委員会のカメラがあり、静馬対ケインのＫファイトを見物にきた生徒たちも一いつ向こうに帰る気け配はいがない。事件の顚てん末まつを最後まで見届けるつもりなのだ。しかし隼人の方は、公衆の面前という状況がなおさら気に入らない様子だった。

「こっちは自分とこの娘を引き取りにきただけですんで、これからすぐに新しん幹かん線せんで……」

「いやや～！　ウチ、絶対帰らへ～ん!!」

　綾音は駄だ々だっ子このようにミノムシ・ケインにしがみついた。

「ウチ、ケインはんと一いつ緒しよにニューヨーク行くねん！　そんで毎日オモシロおかしく暮くらすんや!!」

「アホ！　こんな詐さ欺ぎ師し、信用したらあかん。こいつはなあ、子供のお前が思おもてるほど甘あまい男やない。ええように利用されて捨てられるんがオチや。夏休みじゅう遊び回って満足したやろ？　もうええ加か減げんにして帰るで！」

「宿題はあたしが代わりにやっといたから、安心しとき」

　香澄の言葉が癇かんに障さわったのか、綾音は双ふた子ごのように瓜うり二ふたつの姉の顔をキッとにらみつけた。

「そんなこと誰も頼たのんでへん！　なんやねん、優等生ぶってからに……逆にムカつくわ!!」

「……何が気にいらんのか知らんけど、ケインはんかて捕まってもうてるのに、あんた一人でどうするつもりなん？　これ以上意い地じ張はっても、何にもええことないよ」

「帰らへんゆうたら帰らへん！」

　綾音はさらに依い怙こ地じになり、遂ついに決定的な台詞を吐はいた。

「もうええねん！　ウチ、お父ちゃんのホンマの子供やないんやから!!」

　一いつ瞬しゆん、館内が静まり返った。環が反射的にマイクに向かって叫さけびそうになったが、さすがに事の重大さを察して自じ粛しゆくした。

「他人にしては似すぎてるぞ。さてはお前……またデタラメを吹ふき込んだな？」

　慶一郎はケインの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。黙って成り行きを静観していたケインは、ケレンのない表情で答える。

「デタラメ～？　ノンノン、この口は真実を語る口ネ」

「ぬけぬけと……確かな根こん拠きよでもあるってのか？」

「……オイラの師し匠しようのニンジャ・マスターの名前は〈ガイ・カキョーイン〉ってのサ」

「花京院……!?」

　慶一郎はあらためて綾音とその家族を見る。ケインの一言で、すべてが一本の糸でつながったように感じた。ケインの師匠が日本人で、すでに故こ人じんであることを慶一郎は以前に聞いていたのだ。

「その男の師匠、花京院凱がいは……わしの双子の弟です」

　隼人が沈ちん痛つうな面おも持もちで語った。

「凱はわしが花京院の家を継ついだ後、アメリカへ行って道場を開いたんです。忍術の腕うでだけはわしよりも上やった……」

「その人がウチのホンマのお父ちゃんやねん！　せやから……」

「それは違ちがうで、綾音」

　香澄が妹の言葉を遮さえぎった。自分の胸に手を当てて、

「花京院凱の娘は、あたしの方や」

「はあ!?」

　あまりに唐とう突とつな発言に、疑念の声を上げたのは綾音一人ではなかった。香澄は続ける。

「昔、お母はんから聞いたんや……お父はんら双子の兄弟で、お母はんを取り合うたんやって。お母はんは二人とも好きやったけど、弟の方がアメリカへ行ってしもたんで、今のお父はんと結けつ婚こんしたんやて。そんで……あたしは弟の娘かもしれへんねん」

「そ……そんなん噓うそや！」

「噓やあれへん。ホンマの話や」

「そんなん……そんなんズルイわ！　おネエばっかりええとこ取って!!」

　冷静な香澄に対して、綾音はますます興こう奮ふんした。

「何でもそうや！　いっこ年上で同じ顔っちゅうだけで、何でもウチより上う手まいことやって……ウチのやりたいこと全部先にやってしまうんや!!　いっこくらいウチに譲ゆずってくれてもええやんか！」

　そう吐はき出すように言うと、綾音はケインにしがみついて泣き出した。

「なるほどね……そういうこと」

　涼子はようやく合がつ点てんがいったという顔で頷うなずいた。つまるところ、姉に対するコンプレックスこそが綾音の家出の本当の理由だったのである。

「あの～、ちょっといいですか？」

　大作がおずおずと手を挙げて発言した。

「父親が一いち卵らん性せい双そう生せい児じの場合、どっちが本当の親なのかは遺い伝でん子し鑑かん定ていでも判別できないと思うんですけど。場合によっては二人とも本当の子供じゃない可能性だってありますよね……」

「余計に混乱させるようなことを言うんじゃないわよ。そんな問題じゃないんだから」

　涼子が肘ひじで大作を小突いた。隼人は大きな咳せき払ばらいをひとつして、

「そや、どっちでも関係あれへん。綾音も香澄も、うちの娘であることには変わりはない！」

「お父はんの言う通りや。綾音、一緒にうちへ帰ろ」

　優やさしく言って、香澄は泣きべそをかいている綾音の髪かみを撫なでてやった。

「……こうなることが分かってたのか？」

　慶一郎の問いに、ケインはちょっと照てれたような、何とも言えない人ひと懐なつっこい笑えみを返した。小こ憎にくたらしい顔に、思わず拳こぶしを握にぎり締しめるが、すぐに溜ため息を吐ついてその手をおろした。何度も利用され、裏うら切ぎられ続けながら、どうして自分がこのペテン師を本気で殴なぐれないのか、慶一郎はその理由がようやく分かった気がした。

（結局……俺はこの男が好きなんだ）

　それは半なかば諦あきらめにも似た結論だった。

　自分にはとても真ま似ねのできないことを想像もつかない方法でやってのけるこのケイン・バーネットという破は天てん荒こうな男を、慶一郎は心のどこかで尊敬していながら、一方ではその気持ちを頑かたくなに否定していたのである。それは嫉しつ妬とと呼ばれる複雑な感情であった。

「まあしかし、この男と一緒にいると犯罪者街かい道どうまっしぐらだからな……とっととこの危険人物を連れて帰ってくれ」

「了りよう解かいザマス」

　レイチェルがケインの身体からだを片手で摑み、手て荷に物もつ感覚で運ぼうとすると、綾音はケインの首にかじりついた。

「いやや～！　ウチのケインはんを連つれてかんといて～!!」

「ワガママはもうやめとき！　あんたとは住む世界が違うんやから」

　香澄が背後から羽は交がい締じめにして引き離はなそうとしたが、綾音は頑がんとして抵てい抗こうする。

「ウチの……ウチのお腹にはケインはんの赤ちゃんが……!!」

　ザワッと館内に緊きん張ちようが走った。ケインと綾音は、運命によって引き裂さかれようとしている恋こい人びとたちのように潤うるんだ目と目で見つめ合う。

「アヤネ……オイラはもう行かなきゃなんネー。生まれてくるベイビーがもし男の子だったらジューベエ、女の子だったらエリザベスと……」

「ああ、ケインはん……」

　ガスッ！

　鈍にぶい音が響ひびいた。隼人が綾音の頭を拳げん骨こつで、レイチェルがケインの脳のう天てんをライアット・ガンの尻しりで、それぞれ殴った音だった。隼人の拳骨に親子の情がこもっているのに比べ、手て加か減げんのないところがレイチェルの〈天敵〉たる所以ゆえんであろうか。

「お前らの猿さる芝しば居いにはもう付き合っておれん！　帰れ!!」

　こうして──二人のトラブルメーカーは、それぞれの保護者に担かつがれて退場していった。

『ふう～、ようやく一件落らく着ちやくしたようです。そういえばすっかり忘れていましたが、草彅君はその後どうなっているのでしょうか!?』

　環のアナウンスの後、すぐに中継映像が映し出された。たちまち巻き起こる大だい爆ばく笑しようの渦うずの中、涼子と大作は深ふか々ぶかと溜め息を吐いた。

「無ぶ様ざまね……」

　そこには、トリモチの罠わなにかかって身動きが取れなくなっている静馬の姿があった。










　エピローグ




　一夜明けた土曜日の校長室──

「それで万ばん事じ解決というわけかね……つまらん。実につまらん！」

　藤とう堂どう校長は朝から不ふ機き嫌げんだった。ケインの偽にせ電話で呼び出され、昨日きのうのＫファイトを観戦できなかったからである。しかし、文もん句くを言われる慶けい一いち郎ろうにはとんだ八つ当たりだった。

「苦情はケイン本人に言ってください。それに、どうせビデオに撮とってるんでしょう？」

「ライブより面おも白しろいわけがあるまい？　フン……で、ケイン・バーネットと花か京きよう院いん綾あや音ねはどうなったのかね」

「二人とも朝一番の便びんで強きよう制せい送そう還かんされましたよ。これでようやく日本にも平和が……」

　Ｐｒｒｒ！

　慶一郎の携けい帯たいが鳴った。恐おそる恐る取ると、相手はキンキン声の女だった。

『ケーイチローザマスか!?　こちらはレイチェル』

「どこからだ？　地球の裏側からにしてはやけに声が近いんだが……」

『ナリタ・エアポートザマス』

「な……なんで今ごろ成田にいるんだ!?」

　慶一郎の声は自分でも情なさけなくなるほど震ふるえていた。

『飛行機に爆ばく弾だんを仕し掛かけたって脅きよう迫はく電話があって、途と中ちゆうでＵターンしたザマス。空港に戻もどった直後に機内に謎なぞのスモークが充じゆう満まんして……』

「そ、それで……ケインは!?」

『飛行機から降りるところまでは一いつ緒しよだったザマスが……』

「どうした？」

『ロビーで次の便を待っている間に……』

「間に!?」

『ソーリー……お土産みやげのヒヨコマンジューを夢中で食べてるスキに逃にげられたザマス』

　慶一郎の手から携帯が滑すべり落ちた。その直後、校長の机の電話が鳴る。受話器を取った藤堂の顔から表情が消えた。

「花京院隼はや人とからだ……連行中に綾音君を見失ったそうだ」

　校長室に不ふ穏おんな空気が満ちあふれた。やがて、野や獣じゆうの唸うなり声のようなエンジン音が彼方かなたから近付いてくる。

「まさか……まさか!?」

　慶一郎は校長室のブラインドを引き上げて、窓を開けた。轟ごう音おんとともに一台のハーレーが正門を通って校内に入ってくる。

　ハーレーに跨またがっているのは黒いライダースーツに身を包んだ長身瘦そう軀くの男。そしてタンデムシートに相あい乗のりしているのは、制服に身を包んだキャンディ・ヘアの少女──花京院綾音であった。

　校舎の窓という窓には、授業中の生徒たちの顔が鈴すずなりになった。その中には呆あきれ果てている涼りよう子こと大だい作さく、そして今にも二階の窓から飛び出してきそうな、怒いかりに燃えた静しず馬まの顔もある。

「ハア～イ！」

　停車したバイクのシートの上に綾音が立ち上がり、歓かん迎げいしているわけでもない生徒たちに愛あい想そよく手を振ふった。綾音が着ているのは大だい門もん高校の制服ではなく、都内の某ぼうお嬢じよう様さま学校のものだった。

　ライダーがヘルメットを取る。その下から現れたのは、金きん髪ぱつ碧へき眼がんのペテン師ケインの、この上なく人を食ったニヤケ顔であった。

　ケインは小型のメガホンを取り出すと、名調子でまくしたてた。

『オ～ッス、オイラの名はケイン・バーネット！　かの名な高だかき私立探たん偵ていジム・バーネットの孫まごだ。世界中の悪党どもが俺おれに血ち眼まなこ！　と～ころがこれが捕つかまらないんだなァ……っつーわけで、さ～て、今度はどんな事件を起こしてやろーカナ～？』

「頼たのむからもう何も起こすなァァァッ!!」

　慶一郎の悲ひ痛つうな叫さけびが空むなしく響ひびいた。





〈バカが忍者シノビでやってくる！／終〉
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　あとがき




　どーも、三み十そ路じに突とつ入にゆうして以来すっかり遅ち筆ひつ作家ぶりが板についてきた雑さい賀が礼れい史じでございます。

　本棚の気になるスキ間にピッタリ、と評ひよう判ばんの第六巻から二か月のご無ぶ沙さ汰たです。

　本書は〈カオルーンの花嫁〉に続くＥＸシリーズ（いわゆる外伝ってやつですか）の第二弾で、ドラゴンマガジン九八年十二月号から九九年五月号まで六回にわたって連れん載さいされていた同名の作品を加筆修正したものです。

　この作品では本編の第二巻で登場したメリケン忍者ケイン・バーネットが再登場しています。男女一組のゲストキャラがレギュラーの面々をトラブルに巻き込んでいくというパターンは同じですが、前作では扱あつかわなかったバイパーズ・レイヴのシーンで始まり最後はＫファイトでシメるという構成になっていたり、最終的になんだか怖こわい話になってしまった前作に対して、本作は『シリアスに始まっておきながら真しん相そうが明かされていくにつれてどんどんマヌケな話になっていく』という流れになっていたりと、『前作と同じパターンと見せかけて実は逆ぎやくのことをやる』というコンセプトのもと、とにかく読者を煙けむにまいてやろうという狙ねらいで書いていました。もっとも書いているうちに作者自身が煙にまかれそうになりましたが……

　基本的に僕は一冊書くごとに記き憶おくにリセットがかかり、それ以前に書いた本の内容をほとんど忘わすれてしまうという習性の持ち主なのですが、今回も推すい敲こうのために連れん載さいの原稿を読み返したところ「うへっ、こんなことまで書いてたっけ!?」の連続でした。中でもとくにこれはやバイな～っと思ったのは──もちろん〈青猫男〉登場シーンです。

　いや～……とうとう超こえたね！　〈アイアンメイデンの刑〉を!!

　前回もかなりの危険度を誇ほこる技わざだったけど、今回は単純に死し亡ぼう率りつが高いからなあ……よい子のみんなは真似しちゃダメだぞ。約束だ！

　しかし今回の主人公は人をマンションの窓から投げ捨すてたり、走ってくる車にマンホールの蓋ふたをブン投げて爆ばく発はつ炎えん上じようさせたりと、暴ぼう虐ぎよくの限かぎりを尽つくしてるよなあ……こんな能天気な話の中で確実に何人か殺害してるし。しかも〈神カム威イの拳けん〉とは何の関係もない技で。以前から自分で書いておきながら何のジャンルの話だかよく分からないとは言ってましたが、あえて分ぶん類るいするとやっぱり〈痛つう快かい残ざん酷こくバイオレンス学園コメディ〉なんでしょうか。




　さて、それでは六巻のあとがきクイズの正解発表と参まいりましょうか。

　問題は〈作者がひそかに影響を受けたのではないかと思われる恋愛シミュレーションゲームとは何か？〉というものでした。ハードはプレステで舞台は高校、加えてヒロインの声を演じている三人の声優の名前……とヒントが豊ほう富ふだったので、いつものように知識さえあればちゃんと二者択一の問題になったはずです。さらに第四のヒントを加えるなら、ゲームのタイトルの頭文字は『Ｔ』です。

　もうお分かりですね？

　正解は──『トリオ・ザ・パンチ』！

　アクションゲームは数あれど、その異常なセンスで記憶に残る世紀の迷めい作さく。選択可能なマイキャラは正体不明の汗臭い男三人、出てくる敵キャラも変なのばかり。そして最大の謎は羊の呪い……って違～う！　それってアーケードゲーム史上伝説として語り継がれる怪ゲームだし。しかも美少女キャラいねえし。

　失礼しました。改めて発表します。

　正解は──『対戦空手道・青春美少女編』!!

　ゲーム史上初めて対人戦を可能とした対戦格闘ゲームの元がん祖そ。二本レバーという斬新な操作系は現在でも……って、これも違ぁ～う!!　頭文字はＴだけどプレステには移植されてないし、この頃のまだ粗いドットの塊かたまりのキャラに声優が声あててるわけないし、しかも単なるデコつながり。サブタイトルの意味もよくわかんないし。残念。

　ボケようと思えばもうあと二、三回いけるけど……もういい？　あ、そう。

　全国で三十人くらいしか笑わないマニアックなギャグはここまでにして、真の正解を発表するとしましょう。

　いわゆる恋愛シミュレーションゲームの元祖といえばコナミの『ときめきメモリアル』（そういやこれもＴだ）が有名ですが、三つめのヒントである三人の声優が当てはまりません。では、すべての条件を満たしているゲームとは!?

　アクアプラスの『Ｔｏ　Ｈｅａｒｔ』！

　……だと思ったでしょう？　でも不正解。

　真の正解は──アスキーの『トゥルーラブストーリー１＆２』でした～っ!!

　ヒントとして挙げた三人の声優のうち久川綾さんが『１』、残る二人が『２』で出演しているのです。転校ネタということで『Ｔｏ　Ｈｅａｒｔ』の委員長シナリオだと思った人、残念でした。

　よく知らない人のためにこの『ＴＬＳ』を簡単に説明すると、「突然転校することになってしまった主人公が、残された一か月の間に女の子に告白できるようにがんばる」というゲームなんですが……謎なぞでしょう？　テーマを聞くとまず「転校して別れることが決まってるのに女の子と仲良くなってどーする!?」という素そ朴ぼくな疑ぎ問もんが浮うかぶところですが、そこがこのゲームのキモとなる部分です。

　このゲームの主人公は高校生活をそれまでほとんど無む為いに過ごしていたらしく、序じよ盤ばんでは出会ったヒロインにはほとんど無む視しされ、幼おさな馴な染じみからも「あんたなんかいてもいなくてもいい」くらいの扱あつかいで、まー転校なんかしようものなら一週間とたたずに忘れ去られてしまうであろう影かげの薄うすさです。だからこそ「これではイカン！」という危機感がモチベーションとなって主人公は積せつ極きよく的てきに人と関わるようになり、やがて意中の女の子とも仲良くなっていくわけですが……期間はわずかに一か月。女の子と仲良くなればなったで嬉しい反面、「でも、もうすぐ転校するんだよな……」と考えるとブルーな気分になってしまい、転校の日が迫ってくるにつれて切なさも増してくる──という寸すん法ぽうです。

　ストーリーに「転校」という大きなカセを一つはめることで、『ＴＬＳ』はなんてことのない平凡な高校生の恋愛をドラマチックな物語に変えることに成功したと言えるでしょう。手法としては古典的ですが、ゲームのテーマにそれを持ち込んだところが画期的でした。シナリオ以外の部分でも、下校会話や二つの好感度パラメーターによるイベント発生などシステムとしての見所も多くバランスも良好、実に優秀なゲームだと思います……などと真面目にレビューしてどーする（笑）。




　それでは今回のクイズを出題しましょう。

〈Ｑ：ケイン・バーネットが自分の祖そ父ふだと言い張っている私立探偵ジム・バーネットとは何者か？〉

　毎度のごとくヒントは三つ。

　①ジム・バーネットという名前は偽名である

　②活躍した年代からするとケインの祖父というよりは曽そう祖そ父ふとした方が適当

　③日本ではいまや三代目の方が有名

　今回のクイズでは引っかけはありません。簡単といえば簡単なので、正解の人物のもう一つの本名の方も答えられた場合のみ完全なる正解とします。感想も含め、お便りをお待ちしております。




　　　　☆




　リアルバウトは本編の方も佳か境きようなら、現在の連載も毎回主役が代わるという類のない趣しゆ向こうのおかげで大変です。加えて作者はいまだスランプだし……とは言うものの、だったら過去においてスラスラと書けた絶ぜつ好こう調ちようの時期があったのかと訊きかれれば「んなもんはねえ」としか答えられないので、これが普通の状じよう態たいなんでしょう。

『小説はどこまでも面白くなってよいのだ』ということをデビュー作のあとがきで書きましたが、この作品の要求するレベルに作者自身の腕うでが果はたして応こたえていけるのかどうか──ここからが正念場になりそうです。

　まだまだ小説のことなど何も分からない未み熟じゆく者ものの作者ですが、これからも応援よろしくお願いします。

　それでは、また。




平成十一年九月十九日


雑賀　礼史
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